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アクティブ・ラーニングの視点と資質・能力の育成との関係について 

－特に「深い学び」を実現する観点から－ 

 

標記について以下の通り、総則・評価特別部会における現在までの議論をまとめた。各教

科等においては、こうした議論の状況を踏まえつつ、資質・能力の三つの柱や、各教科等の

特性に応じ育まれる「見方や考え方」の明確化、学習プロセスの在り方、資質・能力及び学

習プロセスと指導内容との構造化について、引き続きご検討いただきたい。 

 

１．アクティブ・ラーニングの視点と資質・能力の育成について 

（アクティブ・ラーニングの三つの視点と授業改善） 

○ 昨年８月にまとめられた「論点整理」においては、「社会に開かれた教育課程」の理念

のもと、子供たちに育成すべき資質・能力を総合的に育むためには、学びの量とともに、

質や深まりが重要であるとされ、各教科等における習得・活用・探究の学習過程全体を

見渡しながら、「深い学び」「対話的な学び」「主体的な学び」の三つの視点に立って学び

全体を改善していくことが提言された。 

○ こうしたアクティブ・ラーニングの視点に基づく授業改善が行われ、学びが改善される

ことにより、子供たちは、各教科等の内容的な理解を深めながら、育成すべき資質・能

力を身に付けていくことができる。こうした深い理解や資質・能力の獲得は、学ぶこと

の意義や社会との関係の実感につながり、学習に向かう子供たちの内発的な動機を高め、

自己調整を行いながら生涯学びつつける力の獲得につながることになる。 

○ 「論点整理」を踏まえ、学校現場では様々な取組が広がりつつある一方で、「この型を

取り入れなければアクティブ・ラーニングではない」「この方法を実施しておけば見直し

の必要はない」というような、「型」に着目した理解がなされているとの懸念もある。「論

点整理」にもあるように、アクティブ・ラーニングの視点は、特定の学習・指導の型や

方法の在り方ではなく、習得・活用・探究の学習過程全体を見通した不断の授業改善の

視点であることに留意する必要がある。 

○ 一方で、教育委員会等は学校現場から、理念だけではなく、具体的な実践例を求められ

ているところでもある。こうした実践例については、様々な型や方法の種類を紹介する

のではなく、アクティブ・ラーニングの視点に基づきどのように授業が改善され、子供

たちのどのような変容（学習内容の深い理解や資質・能力の獲得、学習への動機づけ等）

につながったかという、授業改善に関する実践例の蓄積と普及がなされるべきであると

平成 28 年 2 月 24 日 
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   資 料 ２ － １ 

※会議での意見を踏まえ修正 

1



 

 

考える。学習や指導の型や方法は、そうした授業改善の一つの手段として、その効果が

検証され不断に見直されていくべきものと考える。 

 

（「深い学び」の視点） 

○ また、アクティブ・ラーニングの三つの視点のうち、「対話的な学び」及び「主体的な

学び」が注目され、「深い学び」の視点に基づく改善が図られていないとの指摘もある。

「対話的な学び」や「主体的な学び」はその趣旨が教科共通で理解できる視点であるの

に対して、「深い学び」の在り方は各教科等の特性に応じて示される必要があり、その具

体像については、現在、各教科等ＷＧにおいて議論中であることから、具体的なイメー

ジがつかみにくいことも、その一因として考えられる。 

○ 現在各教科等において、育成すべき資質・能力の三つの柱に沿った明確化や、それを育

む学習プロセスの在り方に関する検討がなされているが、こうした議論を通じて、この

「深い学び」の視点の具体化を図ることが重要である。 

○ 議論の中では、複数の教科等別ＷＧにおいて、資質・能力の育成や学習の深まりの鍵と

なるものとして、各教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」が重要ではないかと

の検討がなされているところである。こうした「見方や考え方」を、習得・活用・探究

を見通した学習過程の中で働かせながら思考・判断・表現し、「見方や考え方」を更に成

長させながら、資質・能力を獲得していくことが「深い学び」であり、そうした学びと

資質・能力の育成との関係を分かりやすく示していく必要があるのではないか、と考え

られる。 

○ アクティブ・ラーニングの視点に基づく学びについては、深さを欠くことによる失敗事

例も報告されているところ（「論点整理」の巻末資料参照）であり、「深い学び」を実現

する視点は極めて重要である。教員には、こうした「深い学び」を通じて、子供たちの

各教科等の内容的な理解に責任を持ち、必要な指導内容を組み立てる力量を高め、基本

的な事項は分かりやすく教員が教えるということも含めて、子供たちに関わっていくこ

とが求められる。 

 

２．各教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」について 

○ 「見方や考え方」という概念自体は新しいものではなく、現行学習指導要領においても、

例えば社会科においては「社会的な見方や考え方」、理科においては「科学的な見方や考

え方」、美術においては「独創的・総合的な見方や考え方」を培うこととされている。幼

児期では、生活全体を通じて総合的な指導を行う中で、ものの見方や考え方等を培うこ

ととされている。一方で、その内容については必ずしも具体的に説明されていないのが

現状である。 
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○ 「見方や考え方」とは、様々な事象等を捉える各教科等ならではの視点や、各教科等な

らではの思考の枠組みであると考えられる。こうした「見方や考え方」と育成すべき資

質・能力の関係について、以下のような整理ができるのではないか（別添イメージ図参

照）。 

・「見方や考え方」は、知識・技能を構造化して身に付けていくために不可欠である。「見

方や考え方」を働かせながら、知識・技能を習得したり、知識・技能を活用して探究

したりすることにより、知識を他と関連づけて定着させたり、構造化された新たな知

識として習得したり、技能を習熟・熟達させたりすることができる。 

・「見方や考え方」が成長することにより、思考力・判断力・表現力が豊かなものとなり、

より広い領域や複雑な事象をもとに思考・判断・表現できる力として育成されていく。 

・学びに向かう力や人間性の育成には、どのような「見方や考え方」を通じて社会や世

界にどのように関わるかという点が大きく作用している。 

○ 子供たちが習得・活用・探究を見通した学習過程の中で、「見方や考え方」を働かせて

思考・判断・表現し、「見方や考え方」を成長させながら、資質・能力を獲得していける

ような学びが、「アクティブ・ラーニング」の視点である「深い学び」ではないかと考え

られる。 

・習得・活用・探究を見通した学習過程の中で、各教科等ならではの視点で事象等を捉

え、各教科ならではの思考の枠組みを用いて思考・判断・表現することなどを通じて、

子供たちの「見方や考え方」が成長していくことが重要である。教員には、そうした

学びの実現により、各教科等の内容に関する深い理解や資質・能力の育成が図られる

よう、指導内容を組み立て、子供たちに関わっていくことが求められる。 

・その際、各教科等の指導内容を組み立てる際の視点の一つとして、子供たち一人一人

の「見方や考え方」の困難さを捉え、必要な支援等を工夫し、その成長を支えていく

ことも重要である。 

 

３．教科横断的な学び等を通じた「見方や考え方」の総合的・統合的な育成について 

○ 例えば、国語科の特性に応じ育まれる「見方や考え方」は、各教科等における言語活動

等を通じて、他教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」を広げていく役割も有する

など、各教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」は、相互に影響し合いながら成長

していくものと考えられる。 

○ 特に、総合的な学習の時間や特別活動といった、教科以外のいわゆる領域は、教科横断

的な学びや実践的な集団活動等を通じて、各教科において育まれた「見方や考え方」を総

合・統合させながら、各領域の特性に応じた「見方や考え方」を育んでいくものと考えら

れる。それにより、社会や世界のより広範な事象を捉えて考えたり、一つの事象を多様な
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角度から捉えて考えたり、現実の中のより複雑な文脈の中で物事を捉えて考えたりするこ

とができるようになる。併せて、各教科の「見方や考え方」も成長していくものと考えら

れる。 

 

（なお、言語活動や体験活動との関係、学習評価との関係等についても議論中であり、追っ

て整理の予定。） 
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等

主
体
性
･多
様
性
･協
働
性

学
び
に
向
か
う
力

人
間
性
な
ど

学
習
評
価
の
充
実

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら

の
不
断
の
授
業
改
善
）

「確
か
な
学
力
」「
健
や
か
な
体
」「
豊
か

な
心
」を
単
独
で
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

統
合
的
に
と
ら
え
て
構
造
化
す
る
こ
と
を

目
指
す
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①
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う
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習
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

問
題
発
見
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決
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頭
に
置
き
い
た
、

深
い
学
び
の
過
程
が
実
現
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。

②
他
者
と
の
協
働
や
外
界
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
、

自
ら
の
考
え
を
広
げ
深
め
る
、

対
話
的
な
学
び
の
過
程
が
実
現
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。

③
子
供
た
ち
が
見
通
し
を
持
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組
み
、

自
ら
の
学
習
活
動
を
振
り
返
っ
て
次
に
つ
な
げ
る
、

主
体
的
な
学
び
の
過
程
が
実
現
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
不
断
の
授
業
改
善

9



社
会

算
数

理
科

外
国
語
活
動

第
３

指
導

計
画

の
作

成
と

内
容

の
取

扱
い ２

第
２
の

内
容

の
取

扱
い

に
つ

い
て

は
，

次
の

事
項

に
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。
(
1
)
 
各
学

年
の

指
導

に
つ

い
て

は
，

児
童
の

発
達

の
段

階
を

考
慮

し
社

会
的

事
象
を

公
正

に
判

断
で

き
る

よ
う

に
す

る
と
と

も
に

，
個

々
の

児
童
に

社
会
的

な
見

方
や
考

え
方

が
養

わ
れ
る

よ
う
に

す
る

こ
と
。

他

（
第
５
学
年
）

2
内
容

A
数
と
計
算

（
3）
小
数
の
乗
法
及
び
除
法
の
意
味
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
，
そ
れ
ら
を
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ア
乗
数
や
除
数
が
整
数
で
あ
る
場
合
の
計

算
の
考
え
方
を
基
に
し
て
，
乗
数
や
除
数
が
小

数
で
あ
る
場
合
の
乗
法
及
び
除
法
の
意
味
に

つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

イ
小
数
の
乗
法
及
び
除
法
の
計
算
の
仕
方

を
考
え
，
そ
れ
ら
の
計
算
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
，

余
り
の
大
き
さ
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

ウ
小
数
の
乗
法
及
び
除
法
に
つ
い
て
も
，
整

数
の
場
合
と
同
じ
関
係
や
法
則
が
成
り
立
つ
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
。

他

第
１

目
標

自
然

に
親

し
み

，
見

通
し

を
も

っ
て

観
察

，
実
験

な
ど

を
行

い
，

問
題

解
決

の
能

力
と

自
然
を

愛
す

る
心

情
を

育
て

る
と

と
も

に
，

自
然
の

事
物

・
現

象
に

つ
い

て
の

実
感

を
伴

っ
た
理

解
を

図
り

，
科

学
的

な
見

方
や

考
え

方
を

養
う

。

第
２

各
学

年
の

目
標

及
び

内
容

〔
第

３
学

年
〕

１
目

標
(
1
)
 
物

の
重

さ
，
風

や
ゴ

ム
の

力
並

び
に

光
，

磁
石

及
び

電
気

を
働

か
せ

た
と

き
の

現
象

を
比

較
し
な

が
ら

調
べ

，
見

い
だ

し
た

問
題

を
興

味
・
関

心
を

も
っ

て
追

究
し

た
り

も
の

づ
く

り
を
し

た
り

す
る

活
動

を
通

し
て

，
そ

れ
ら

の
性
質

や
働

き
に

つ
い

て
の

見
方

や
考

え
方

を
養
う

。
(
2
)
 
身
近

に
見

ら
れ

る
動

物
や

植
物

，
日

な
た
と

日
陰

の
地

面
を

比
較

し
な

が
ら

調
べ

，
見
い

だ
し

た
問

題
を

興
味

・
関

心
を

も
っ

て
追
究

す
る

活
動

を
通

し
て

，
生

物
を

愛
護

す
る

態
度
を

育
て

る
と

と
も

に
，

生
物

の
成

長
の

き
ま
り

や
体

の
つ

く
り

，
生

物
と

環
境

と
の

か
か
わ

り
，

太
陽

と
地

面
の

様
子

と
の

関
係

に
つ
い

て
の

見
方

や
考

え
方

を
養

う
。

他

第
２

内
容

〔
第

５
学

年
及

び
第

６
学

年
〕

１
外

国
語

を
用

い
て

積
極

的
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
次

の
事

項
に

つ
い

て
指

導
す

る
。

（
略

）
２

日
本

と
外

国
の

言
語

や
文

化
に

つ
い

て
，

体
験

的
に

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

，
次

の
事

項
に

つ
い

て
指

導
す

る
。

(
1
)
 
外

国
語

の
音

声
や

リ
ズ

ム
な

ど
に

慣
れ

親
し

む
と

と
も

に
，

日
本

語
と

の
違

い
を

知
り

，
言

葉
の

面
白

さ
や

豊
か

さ
に

気
付

く
こ

と
。

(
2
)
 
日

本
と

外
国

と
の

生
活

，
習

慣
，

行
事

な
ど

の
違

い
を

知
り

，
多

様
な

も
の

の
見

方
や

考
え

方
が

あ
る

こ
と

に
気

付
く

こ
と

。
(
3
)
 
異

な
る

文
化

を
も

つ
人

々
と

の
交

流
等

を
体

験
し

，
文

化
等

に
対

す
る

理
解

を
深

め
る

こ
と

。
他

各
教
科
等
に
お
け
る
「
見
方
・
考
え
方
」
の
使
用
例

小
学
校
の
例
（
現
行
学
習
指
導
要
領
）

※
多
数
あ
る
使
用
の
例
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
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国
語

社
会

数
学

理
科

美
術

道
徳

第
２
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容

〔
第
１
学
年
〕

１
目
標

（
略
）

(3
) 目
的
や
意
図
に
応
じ
，

様
々
な
本
や
文
章
な
ど
を

読
み
，
内
容
や
要
旨
を
的

確
に
と
ら
え
る
能
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
，
読

書
を
通
し
て
も
の
の
見
方

や
考
え
方
を
広
げ
よ
う
と
す

る
態
度
を
育
て
る
。

２
内
容

Ｃ
読
む
こ
と

(1
) 読
む
こ
と
の
能
力
を
育

成
す
る
た
め
，
次
の
事
項

に
つ
い
て
指
導
す
る
。

（
略
）

オ
文
章
に
表
れ
て
い
る
も

の
の
見
方
や
考
え
方
を
と

ら
え
，
自
分
の
も
の
の
見
方

や
考
え
方
を
広
く
す
る
こ
と
。

（
第
２
学
年
）

２
内
容

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国

語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕

（
略
）

(ｲ
) 古
典
に
表
れ
た
も
の
の

見
方
や
考
え
方
に
触
れ
，

登
場
人
物
や
作
者
の
思
い

な
ど
を
想
像
す
る
こ
と
。
他

第
２
各
分
野
の
目
標
及
び
内
容

〔
地
理
的
分
野
〕

１
目
標

(1
) 日
本
や
世
界
の
地
理
的

事
象
に
対
す
る
関
心
を
高
め
，

広
い
視
野
に
立
っ
て
我
が
国

の
国
土
及
び
世
界
の
諸
地
域

の
地
域
的
特
色
を
考
察
し
理

解
さ
せ
，
地
理
的
な
見
方
や

考
え
方
の
基
礎
を
培
い
，
我

が
国
の
国
土
及
び
世
界
の
諸

地
域
に
関
す
る
地
理
的
認
識

を
養
う
。

〔
公
民
的
分
野
〕

１
目
標

（
略
）

(2
) 民
主
政
治
の
意
義
，
国

民
の
生
活
の
向
上
と
経
済
活

動
と
の
か
か
わ
り
及
び
現
代

の
社
会
生
活
な
ど
に
つ
い
て
，

個
人
と
社
会
と
の
か
か
わ
り

を
中
心
に
理
解
を
深
め
，
現

代
社
会
に
つ
い
て
の
見
方
や

考
え
方
の
基
礎
を
養
う
と
と
も

に
，
社
会
の
諸
問
題
に
着
目

さ
せ
，
自
ら
考
え
よ
う
と
す
る

態
度
を
育
て
る
。

他

第
２
各
学
年
の
目
標
及
び
内

容 〔
第
１
学
年
〕

１
目
標
（
略
）

(2
) 平
面
図
形
や
空
間
図

形
に
つ
い
て
の
観
察
，
操

作
や
実
験
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
，
図
形
に
対
す

る
直
観
的
な
見
方
や
考
え

方
を
深
め
る
と
と
も
に
，
論

理
的
に
考
察
し
表
現
す
る

能
力
を
培
う
。

他

第
２
各
分
野
の
目
標
及
び
内
容

〔
第
１
分
野
〕

１
目
標

（
略
）

(2
) 物
理
的
な
事
物
・
現
象
に

つ
い
て
の
観
察
，
実
験
を
行

い
，
観
察
・
実
験
技
能
を
習

得
さ
せ
，
観
察
，
実
験
の
結

果
を
分
析
し
て
解
釈
し
表
現

す
る
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
，

身
近
な
物
理
現
象
，
電
流
と

そ
の
利
用
，
運
動
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
に
つ
い
て
理
解
さ

せ
，
こ
れ
ら
の
事
物
・
現
象
に

対
す
る
科
学
的
な
見
方
や
考

え
方
を
養
う
。

２
内
容

(1
) 身
近
な
物
理
現
象

身
近
な
事
物
・
現
象
に
つ
い

て
の
観
察
，
実
験
を
通
し
て
，

光
や
音
の
規
則
性
，
力
の
性

質
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と

と
も
に
，
こ
れ
ら
の
事
物
・
現

象
を
日
常
生
活
や
社
会
と
関

連
付
け
て
科
学
的
に
み
る
見

方
や
考
え
方
を
養
う
。

他

〔
第
２
学
年
及
び
第
３
学
年
〕

１
目
標

(1
) 主
体
的
に
美
術
の
活
動
に

取
り
組
み
美
術
を
愛
好
す
る
心

情
を
深
め
，
心
豊
か
な
生
活
を

創
造
し
て
い
く
意
欲
と
態
度
を
高

め
る
。

(2
) 対
象
を
深
く
見
つ
め
感
じ
取

る
力
や
想
像
力
を
一
層
高
め
，

独
創
的
・
総
合
的
な
見
方
や
考

え
方
を
培
い
，
豊
か
に
発
想
し

構
想
す
る
能
力
や
自
分
の
表
現

方
法
を
創
意
工
夫
し
，
創
造
的

に
表
現
す
る
能
力
を
伸
ば
す
。 他

第
２
内
容

道
徳
の
時
間
を
要
と
し
て
学
校

の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て

行
う
道
徳
教
育
の
内
容
は
，

次
の
と
お
り
と
す
る
。

(5
) そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立
場

を
尊
重
し
，
い
ろ
い
ろ
な
も
の

の
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
，
寛
容
の
心
を
も

ち
謙
虚
に
他
に
学
ぶ
。

他

各
教
科
等
に
お
け
る
「
見
方
・
考
え
方
」
の
使
用
例

中
学
校
の
例
（
現
行
学
習
指
導
要
領
）

※
多
数
あ
る
使
用
の
例
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
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国
語
総
合

日
本
史
Ａ

数
学
Ｂ

物
理
基
礎

保
健
体
育

情
報

２
内
容

Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

(1
) 次
の
事
項
に
つ
い
て
指

導
す
る
。
（
略
）

エ
話
し
た
り
聞
い
た
り
話

し
合
っ
た
り
し
た
こ
と
の
内

容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い

て
自
己
評
価
や
相
互
評
価

を
行
い
，
自
分
の
話
し
方
や

言
葉
遣
い
に
役
立
て
る
と
と

も
に
，
も
の
の
見
方
，
感
じ

方
，
考
え
方
を
豊
か
に
す
る

こ
と
。

他

２
内
容

（
略
）

(2
) 近
代
の
日
本
と
世
界

開
国
前
後
か
ら
第
二
次
世

界
大
戦
終
結
ま
で
の
政
治

や
経
済
，
国
際
環
境
，
国

民
生
活
や
文
化
の
動
向
に

つ
い
て
，
相
互
の
関
連
を
重

視
し
て
考
察
さ
せ
る
。

（
略
）

ウ
近
代
の
追
究

近
代
に
お
け
る
政
治
や
経

済
，
国
際
環
境
，
国
民
生

活
や
文
化
の
動
向
が
相
互

に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と

い
う
観
点
か
ら
，
産
業
と
生

活
，
国
際
情
勢
と
国
民
，
地

域
社
会
の
変
化
な
ど
に
つ

い
て
，
具
体
的
な
歴
史
的

事
象
と
関
連
さ
せ
た
適
切

な
主
題
を
設
定
し
て
追
究
し

表
現
す
る
活
動
を
通
し
て
，

歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

を
育
て
る
。

他

２
内
容

(1
) 確
率
分
布
と
統
計
的
な

推
測

（
略
）

ウ
統
計
的
な
推
測

(ｱ
) 母
集
団
と
標
本

標
本
調
査
の
考
え
方
に
つ
い

て
理
解
し
，
標
本
を
用
い
て

母
集
団
の
傾
向
を
推
測
で
き

る
こ
と
を
知
る
こ
と
。

(ｲ
) 統
計
的
な
推
測
の
考
え

母
平
均
の
統
計
的
な
推
測

に
つ
い
て
理
解
し
，
そ
れ
を

事
象
の
考
察
に
活
用
す
る
こ

と
。

他

１
目
標

日
常
生
活
や
社
会
と
の
関
連
を

図
り
な
が
ら
物
体
の
運
動
と

様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心

を
高
め
，
目
的
意
識
を
も
っ
て

観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
物

理
学
的
に
探
究
す
る
能
力
と
態

度
を
育
て
る
と
と
も
に
，
物
理
学

の
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法

則
を
理
解
さ
せ
，
科
学
的
な
見

方
や
考
え
方
を
養
う
。

２
内
容

(1
) 物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

日
常
に
起
こ
る
物
体
の
運
動
を

観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
探

究
し
，
そ
の
基
本
的
な
概
念
や

法
則
を
理
解
さ
せ
，
運
動
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
基
礎
的

な
見
方
や
考
え
方
を
身
に
付
け

さ
せ
る
。

(2
) 様
々
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用

様
々
な
物
理
現
象
を
観
察
，
実

験
な
ど
を
通
し
て
探
究
し
，
そ
れ

ら
の
基
本
的
な
概
念
や
法
則
を

理
解
さ
せ
，
物
理
現
象
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な

見
方
や
考
え
方
を
身
に
付
け
さ

せ
る
。

他

第
２
保
健

２
内
容

(1
) 現
代
社
会
と
健
康

（
略
）

ア
健
康
の
考
え
方

健
康
の
考
え
方
は
，
国
民
の

健
康
水
準
の
向
上
や
疾
病

構
造
の
変
化
に
伴
っ
て
変

わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
ま
た
，

健
康
は
，
様
々
な
要
因
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
，
主
体
と

環
境
の
相
互
作
用
の
下
に

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
。

健
康
の
保
持
増
進
に
は
，
健

康
に
関
す
る
個
人
の
適
切
な

意
志
決
定
や
行
動
選
択
及

び
環
境
づ
く
り
が
か
か
わ
る

こ
と
。

第
１
款
目
標

情
報
及
び
情
報
技
術
を
活
用

す
る
た
め
の
知
識
と
技
能
を

習
得
さ
せ
，
情
報
に
関
す
る

科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を

養
う
と
と
も
に
，
社
会
の
中
で

情
報
及
び
情
報
技
術
が
果

た
し
て
い
る
役
割
や
影
響
を

理
解
さ
せ
，
社
会
の
情
報
化

の
進
展
に
主
体
的
に
対
応
で

き
る
能
力
と
態
度
を
育
て
る
。

各
教
科
等
に
お
け
る
「
見
方
・
考
え
方
」
の
使
用
例

高
等
学
校
の
例
（
現
行
学
習
指
導
要
領
）

※
多
数
あ
る
使
用
の
例
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
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社 会 と の 関 わ り を 意 識 し た 課 題 解 決 的 な 学 習 の 充 実

身
近
な
物
や
遊
具
に
興
味
を
も
っ
て
か
か
わ
り
、
考
え
た
り
、
試
し
た

り
し
て
工
夫
し
て
遊
ぶ
。

思
考
力
、
表
現
力
の
基
礎
の
育
成

「
社
会
科
等
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
と
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
案
）

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

○
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
、
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
、
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る
力

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
、
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
構
想
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
力
、
議
論
す
る
力

生
活
に
関
係
の
深
い
情
報
や
施
設
な
ど
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
。

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
音
や
動
き
な
ど
で

表
現
し
た
り
、
自
由
に
か
い
た
り
、
つ
く
っ
た
り
な
ど

す
る
。

し
た
り
、
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
、
考
え
た
り

な
ど
し
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る
。

比
較
す
る
、
分
類
す
る
、
関
連
付
け
る

な
ど
の
思
考

伝
え
る
、
相
互
交
流
す
る
、
振
り
返
る

な
ど
の
表
現

【
小
学
校
社
会
科
】

（
第
３
～
６
学
年
）

幼
児
教
育

【
小
学
校
生
活
科
】

（
第
１
、
２
学
年
）

【
高
等
学
校
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
】

【
中
学
校
社
会
科
】

（
地
理
的
、
歴
史
的
、
公
民
的
分
野
）

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・
時
期
や
時
間
の
経
過

・
事
象
相
互
、
人
々
の
立
場
相
互
の
関
係
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
事
象
を
比
較
・
分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て
（
特
色
）

・
国
民
（
人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て
（
意
味
）

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方

（
追
究
の
視
点
や
方
法
）

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎

比
較
・
関
連
付
け
・
総
合

帰
納
・
演
繹

社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
、
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の

結
び
付
き
、
人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

個
人
と
社
会
と
の
関
係
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

現
代
の
社
会
生
活
と
関
連
付
け
て

平
成
２
８
年
２
月
８
日

教
育
課
程
部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
６
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社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
（
た
た
き
台
案
）

※
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
は
、
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
、
特
色
や
相
互
の
関
連
等
を
考
察
す
る
際
の
「
追
究
の
視
点
や
方
法
」
で
あ
る

・
社
会
的
事
象
の
特
色
や
意
味
を
多
角
的
に
考
察
す
る
力

・
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

選
択
・
判
断
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・
時
期
や
時
間
の
経
過

・
事
象
相
互
，
立
場
相
互
の
関
係

に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
比
較
・
分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て

・
国
民
（
人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

・
時
代
の
転
換
の
様
子
や
各
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

・
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・

判
断
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・
原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

・
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

・
現
代
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま

え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

◎
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・
個
人
と
社
会
と
の
関
係
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
そ
れ
ら
の
事
象
を
現
代
の
社
会
生
活
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

小 学 校 中 ・ 地 理 的 分 野 中 ・ 歴 史 的 分 野 中 ・ 公 民 的 分 野

○
位
置
や
空
間
的
広
が
り
の
視
点

地
理
的
位
置
，
分
布
，
地
形
，
環
境
，

気
候
，
範
囲
，
地
域
，
構
成
，

自
然
条
件
，
社
会
的
条
件

○
時
期
や
時
間
的
経
過
の
視
点

時
代
，
起
源
，
由
来
，
背
景
，
変
化
，

発
展
，
継
承
，
維
持
，
向
上
，
計
画

○
事
象
相
互
，
立
場
相
互
の
関
係
の
視
点

工
夫
，
努
力
，
願
い
，

つ
な
が
り
，
関
わ
り
，
協
力
，
連
携
，

対
策
・
事
業
，
役
割
，
影
響

・
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
こ
の
場
所
に
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
地
域
よ
っ
て
気
候
が
異
な
る
の
だ
ろ
う

・
い
つ
ど
ん
な
理
由
で
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
努
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
○
○
と
○
○
の
協
力
が
必
要
な
の
だ
ろ
う

・
組
立
工
場
を
中
心
に
部
品
工
場
が
集
ま
り
盛
ん
な
地
域
を
形
成
し
て
い
る

・
駅
の
周
囲
は
交
通
の
結
節
点
な
の
で
人
が
多
い
た
め
商
業
施
設
が
集
ま
る

・
国
土
の
地
理
的
位
置
や
地
形
，
台
風
な
ど
の
自
然
条
件
に
よ
っ
て
気
候
は
異

な
る

・
祭
り
は
地
域
の
豊
作
や
人
々
の
ま
と
ま
り
へ
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
。

・
農
作
業
は
機
械
化
に
よ
り
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
て
き
た

・
伝
統
芸
能
は
が
技
や
道
具
が
多
く
の
人
々
に
継
承
さ
れ
今
に
至
っ
て
い
る

・
地
域
の
安
全
は
，
関
係
機
関
の
未
然
防
止
と
緊
急
対
処
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
い
る

・
食
料
生
産
は
私
た
ち
の
食
生
活
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

・
政
治
に
は
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
働
き
が
あ
る

・
世
界
の
人
々
と
共
に
生
き
る
に
は
，
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
認
め
合
い

理
解
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

考
え
ら
れ
る
追
究
の
視
点
（
例
）

追
究
の
視
点
を
生
か
し
た
「
問
い
」
の
例

社
会
科
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

習
得
す
る
知
識
，
概
念
の
例

・
今
も
世
界
に
広
ま
る
い
く
つ
か
の
宗
教
は
，
数
千
年
前
に
古
代
か
ら
の
文
明

地
域
の
都
市
を
中
心
に
お
こ
っ
た

・
南
北
朝
の
争
乱
や
戦
国
の
動
乱
を
経
て
室
町
幕
府
の
統
一
的
支
配
が
弱
ま
り
，

大
名
に
よ
る
領
国
支
配
と
民
衆
に
よ
る
自
治
的
結
合
が
進
ん
だ

・
近
世
は
，
江
戸
幕
府
等
の
強
大
な
力
を
基
盤
に
安
定
し
た
全
国
支
配
体
制
が

形
成
さ
れ
，
産
業
・
通
商
や
町
人
文
化
が
隆
盛
を
み
た
時
代
で
あ
っ
た

・
東
ア
ジ
ア
各
地
の
国
家
統
一
の
動
き
を
う
け
て
，
中
央
集
権
的
な
法
治
体
制

を
め
ざ
す
律
令
国
家
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た

・
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
あ
と
御
家
人
の
経
済
的
困
窮
と
武
家
社
会
に
お
け
る
専
制

的
支
配
へ
の
不
満
が
強
ま
り
，
鎌
倉
幕
府
は
倒
壊
に
向
か
っ
て
い
っ
た

・
私
た
ち
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
，
判
断
，
価
値
観
な
ど
が
文
化
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
て
い
る

・
人
間
は
社
会
的
存
在
で
あ
り
，
よ
り
よ
い
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に

は
き
ま
り
や
取
り
決
め
が
必
要
で
あ
る

・
人
間
の
生
活
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
に
経
済
活
動
の
意
義
が
あ
る

・
合
意
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
際
に
，
無
駄
を
省
く
「
効
率
」
と
決
定
の
手
続

き
や
内
容
に
つ
い
て
の
「
公
正
」
が
必
要
で
あ
る

・
財
政
に
関
し
て
，
少
子
高
齢
社
会
な
ど
現
代
社
会
の
特
色
を
踏
ま
え
，
財
源

の
確
保
と
望
ま
し
い
配
分
に
つ
い
て
対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
な
ど
の
視

点
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
・
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
地
球
環
境
，
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
貧
困
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
は
，
経
済

的
，
技
術
的
な
協
力
な
ど
が
大
切
で
あ
る

・
そ
れ
は
，
ど
こ
に
位
置
す
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関

係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
の
地
域
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
，
そ
れ

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
か

・
前
の
時
代
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か

・
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た
（
何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
）
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か

・
私
た
ち
に
と
っ
て
き
ま
り
と
は
何
だ
ろ
う
か

・
な
ぜ
市
場
経
済
と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
の
か
，

ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
の
か

・
な
ぜ
議
会
を
通
し
て
政
治
を
行
う
の
か

・
よ
り
よ
い
決
定
の
仕
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
・
社
会
保
障
と
そ
の
財
源
の
確
保
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
解
決
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か

・
民
主
政
治
を
推
進
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

・
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増
大
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

緯
度
・
経
度
，
方
位
，
距
離

領
域
，
等
質
地
域
，
地
方
的
特
殊
性

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

地
形
，
気
候
，
植
生
，
景
観

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

生
活
様
式
，
衣
食
住
，
自
然
条
件

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

機
能
地
域
，
都
市
圏
，
社
会
条
件

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

地
域
性
，
過
疎
・
過
密
，
先
進
・
発
展
途
上

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
区
分

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
発
展
，
時
代
の
転
換

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
時
代
の
特
色

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い

結
果
，
影
響
，
意
味
，
意
義

○
現
代
社
会
を
捉
え
る
視
点

対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
，

影
響
，
意
義
，
働
き
，
機
能
，
関
連
，

多
様
性

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
や
問
題
の
解
決
策
を
構

想
す
る
視
点

継
承
，
創
造
，
責
任
，
役
割
，
選
択
，

配
分
，
向
上
，
整
備
，
保
全
，
保
護
，

権
利
，
義
務
，
発
展
，
維
持
，
保
障
，
推
進
，

形
成
，
国
際
協
調
，
貢
献
，
熱
意
，

持
続
可
能

・
社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
面
的
・
多
角
的
に

考
察
す
る
力

・
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を

踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し

・
地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付
き
，

人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

・
地
球
上
の
地
点
は
，
絶
対
的
，
相
対
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

（
具
体
例
；
明
石
市
は
大
阪
市
の
西
に
あ
り
，
そ
こ
の
市
立
天
文
科
学
館
は
日

本
標
準
時
子
午
線
上
の
北
緯
3
4
度
3
8
分
，
東
経
1
3
5
度
0
分
に
あ
り
ま
す
）

・
特
定
の
事
象
は
，
地
球
の
表
面
に
お
い
て
特
定
の
場
所
に
広
が
る
こ
と

（
具
体
例
；
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
に
は
，
広
大
な
熱
帯
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
多
様
な
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
岡
山
県
の
南
部
は
，
な
だ
ら
か
平
野
が
広
が
り
，
一
年
を
通
し
て

温
暖
な
気
候
の
地
域
で
す
）

・
人
々
の
生
活
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
平
野
の
乏
し
い
日
本
で
は
，
そ
の
傾
斜
地
を
段
々
畑
や
棚
田
に
す

る
な
ど
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
）

・
場
所
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
東
京
の
周
辺
で
は
，
新
鮮
な
農
産
物
を
生
産
し
，
都
市
の
住
民
に

届
け
る
近
郊
農
業
が
古
く
か
ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
固
有
の
性
格
を
持
ち
，
変
容
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
中
国
地
方
の
山
間
部
で
は
，
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
む
過
疎
化

に
悩
む
地
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
）
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理
科

の
各

領
域

に
お

け
る

特
徴

的
な

見
方

 
（

2
0
1
6
0
2
0
5
案

）
 

１
 

科
学

の
目

的
 

 
 

科
学

の
目

的
は

、
自
然
事
象
を
説
明
で
き
る
法
則

や
理

論
を

構
築

し
て

い
く

こ
と
 

２
 

理
科

の
各

領
域

に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方
を
考
え

る
前

提
：

法
則

や
理

論
の

構
築
と

い
う

視
点

か
ら

整
理

す
る
こ
と
が
必
要

 

 表
１

 
理

科
の

各
領
域
に
お

け
る
特
徴
的
な

見
方

 

 
領

 
 

 
 

域
 

エ
ネ
ル

ギ
ー

 
粒

 
 

 
 
子
 

生
 
 

 
 
命
 

地
 
 

 
 
球
 

見
方
 

 

自
然

の
事

物
・

現
象

を
主

と
し

て
量

的
・
関
係
的

に
捉
え
る
 

   ＊
高
等

学
校

で
は

，
事

象
を

よ
り

包
括

的
・

高
次
的

に
捉

え
る
 

       

自
然

の
事

物
・

現
象

を
主

と
し

て
質

的
・

実
体
的
に

捉
え

る
 

   ＊
中

学
校

か
ら

実
体

は
あ

る
が

見
え

な
い

（
不
可
視

）
レ
ベ

ル
の
原

子
，
分

子
レ
ベ

ル

で
事
象
を

捉
え
る

 

＊
高
等
学

校
で
は

，
事
象

を
よ

り
包

括
的

・

高
次
的
に

捉
え
る

 

    

生
命

に
関

す
る

自
然

の
事

物
・

現
象
を

主
と

し
て

多
様

性
と

共
通

性
の

視
点

で

捉
え

る
 

  ＊
「

分
子
→
細

胞
→
個

体
→
集

団
レ

ベ
ル

」

の
階
層
性

が
あ

り
，
小
・
中
・
高

と
上

が
る

に
つ
れ
て

扱
う

階
層

が
広

が
る
 

      

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・

現
象
を
主
と
し
て

時
間
的
・
空
間
的
な

視
点
で
捉
え
る
 

  ＊
「

身
の

ま
わ

り
→
地

球
→
宇

宙
レ

ベ
ル

」

の
階

層
性

が
あ

り
，
小
・
中
・
高

と
上

が
る

に
つ

れ
て

扱
う

階
層

が
広

が
る
 

      

小
学
校

「
見

え
る

（
可

視
）

レ
ベ

ル
」
 

小
学
校
「
（
物

）
レ
ベ

ル
」

 
小

学
校
「

個
体
→
集

団
レ

ベ
ル

」
 

小
学

校
「

身
の

ま
わ

り
（

見
え

る
）
レ

ベ
ル

」 

中
学
校
「

見
え

る
（

可
視

）
→
見

え
な

い
（
不

可
視
）

レ
ベ

ル
」
 

中
学
校
「
（
物

質
）
レ

ベ
ル
」

 

 

中
学
校
「

細
胞
→
個

体
→
集

団
レ

ベ
ル

」
 

 

中
学

校
「

身
の

ま
わ

り
（

見
え

る
）
レ

ベ
ル

→
地

球
（

地
球

周
辺

）
レ

ベ
ル

」
 

高
等
学

校
「

見
え

る
（

可
視

）
→
見

え
な
い

（
不
可

視
）

レ
ベ

ル
」
 

高
等
学
校

「（
物
質
）

レ
ベ
ル
」

 
高

等
学
校

「
分

子
→
細

胞
→
個

体
→
集

団
レ

ベ
ル
」

 

高
等

学
校
「

身
の

ま
わ

り
（

見
え

る
）
レ

ベ

ル
→
地

球
→
宇

宙
レ

ベ
ル

」
 

  

学
校
段
階
の
違
い
（

内
容
の

階
層
性
の
広
が
り

）
 

学
校

段
階
の

違
い
（

内
容
の
階

層
性

の
広

が
り
）

 
学

校
段

階
の

違
い
（
内
容
の

階
層
性
の
広
が
り

）
 

学
校
段
階
の
違
い
（
内
容
の

階
層
性
の
広
が
り
） 

watanabe-y
タイプライターテキスト
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表
２
理
科
の
各
領
域
に
お
け
る
特
徴
的
な
見
方
の
整
理
例

20
16
02
05

領
域

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

見
方

自
然
の
事
物
・
現
象
を
主
と
し
て

質
的
・
実
体
的
に
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象

を 主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点

で
捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事

物
・
現
象
を
主
と
し
て
時
間
的
・
空
間

的
な
視
点
で
捉
え
る

小
学
校

【
事
象
を
分
節
化
し
な
い
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可

視
）
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
量

的
・
関
係
的
に
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
レ
ベ
ル
」
に

お
い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的
に

捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を

「
個
体
→
集
団
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主

と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の
視
点
で
捉

え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・

現
象
を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
レ
ベ

ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
時
間
的
・
空

間
的
な
視
点
で
捉
え
る

例
：
豆
電
球
の
明
る
さ
に
つ
い
て
，
電

池
の
数
（
量
）
や
直
列
・
並
列
つ

な
ぎ
の
関
係
で
捉
え
る

例
：
形
が
変
わ
っ
て
も
重
さ
は
変
わ
ら

な
い
こ
と
か
ら
実
体
と
し
て
存
在

す
る
こ
と
を
捉
え
る

例
：
昆
虫
や
植
物
の
成
長
や
体
の
つ
く

り
に
つ
い
て
，
多
様
性
と
共
通
性

の
視
点
で
捉
え
る

例
：
土
地
の
つ
く
り
や
変
化
に
つ
い
て
，

侵
食
・
運
搬
・
堆
積
の
関
係
を
時

間
的
・
空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

中
学
校

【
事
象
を
主
に
可
逆
的
な

も
の
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
粒

子
）
と
主
に
不
可
逆
的
な

も
の
（
生
命
，
地
球
）
に
分

節
化
す
る
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可

視
）
レ
ベ
ル
→
見
え
な
い
（
不
可
視
レ

ベ
ル
）
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・

関
係
的
に
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
質
レ
ベ
ル
」

に
お
い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的

に
捉
え
る

生
命
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を

「
細
胞
→
個
体
→
集
団
レ
ベ
ル
」
に
お

い
て
，
主
と
し
て
多
様
性
と
共
通
性
の

視
点
で
捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・

現
象
を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
レ
ベ

ル
→
地
球
（
地
球
周
辺
）
レ
ベ
ル
」
に
お

い
て
，
主
と
し
て
時
間
的
・
空
間
的
な

視
点
で
捉
え
る

例
：
電
気
に
関
す
る
現
象
に
つ
い
て
，

電
流
，
電
圧
，
抵
抗
（
量
）
の
関

係
を
オ
ー
ム
の
法
則
の
関
係
で

捉
え
る

例
：
物
質
や
そ
の
変
化
に
つ
い
て
，
原

子
や
分
子
を
化
学
変
化
で
実
体

的
に
捉
え
る

例
：
植
物
や
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き

に
つ
い
て
，
多
様
性
と
共
通
性
の

視
点
で
捉
え
る

例
：
地
層
の
重
な
り
に
つ
い
て
，
時
間

的
・
空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

高
等
学
校

【
事
象
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
粒

子
，
生
命
，
地
球
に
分
節

化
す
る
】

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
見
え
る
（
可

視
）
レ
ベ
ル
→
見
え
な
い
（
不
可
視
レ

ベ
ル
）
」
に
お
い
て
，
主
と
し
て
量
的
・

関
係
的
に
捉
え
る
と
と
も
に
，
よ
り
包

括
的
・
高
次
的
に
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
「
物
質
レ
ベ
ル
」

に
お
い
て
，
主
と
し
て
質
的
・
実
体
的

に
捉
え
る
と
と
も
に
，
よ
り
包
括
的
・
高

次
的
に
捉
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
を
主
と
し
て

量
的
・
関
係
的
に
捉
え
る

地
球
や
宇
宙
に
関
す
る
自
然
の
事
物
・

現
象
を
「
身
の
ま
わ
り
（
見
え
る
）
レ
ベ

ル
→
宇
宙
レ
ベ
ル
」
に
お
い
て
，
主
と
し

て
時
間
的
・
空
間
的
な
視
点
で
捉
え
る

例
：
電
気
抵
抗
に
関
す
る
現
象
に
つ
い

て
，
物
質
の
違
い
か
ら
包
括
的
・

高
次
的
に
捉
え
る

例
：
物
質
の
構
成
粒
子
に
つ
い
て
，
原

子
の
構
造
や
電
子
配
列
か
ら
包

括
的
・
高
次
的
に
捉
え
る

例
：
生
物
と
遺
伝
子
に
つ
い
て
，
多
様

性
と
共
通
性
の
視
点
で
捉
え
る

例
：
プ
レ
ー
ト
の
運
動
や
火
山
活
動
と

地
震
に
つ
い
て
，
時
間
的
・
空
間

的
な
視
点
で
捉
え
る

16



技
術
・
家
庭
科
（
技
術
分
野
）
の
見
方
や
考
え
方
の
整
理
（
た
た
き
台
）

資
料
○

技
術
分
野
特
有
の
見
方
や
考
え
方
：
技
術
を
利
用
し
て
問
題
を
解
決
す
る
際
の
見
方
や
考
え
方

対
象

見
方
や
考
え
方

技
術
分
野
の
思
考
・
判
断
の
例

技
術
分
野
社
会
で
利
用
さ
れ
て

い
る
技
術
に
つ
い
て
、物
質
、
生
物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
情
報
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、

技
術
の
利
用
に
当
た
り
、
倫
理
観
を
も
ち
、
安
全
性
、
社
会
か
ら
の
要
求
、
環
境
負
荷
、
費

用
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、

材
料
の
生
成
・
成
形
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
・
伝
達
、
生
物

の
育
成
環
境
、
情
報
の
処
理
手
順
等
を
最
適
な
も
の
と
す

る
た
め
の
思
考
・
判
断

内 容 Ａ

材
料
の
技
術
に
つ

い
て

構
成
す
る
物
質
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、

技
術
の
利
用
に
当
た
り
、
倫
理
観
を
も
ち
、
使
用
時
の
安
全
性
、
社
会
か
ら
の
要
求
、
耐
久

性
や
機
能
，
生
産
効
率
，
環
境
へ
の
負
荷
，
資
源
の
有
限
性
等
を
踏
ま
え
つ
つ

材
料
の
生
成
方
法
が
最
適
な
も
の
と

な
る
よ
う

選
択
、
管
理
・
運
用

す
る
こ
と

加
工
の
技
術
に
つ

い
て

材
料
の
性
質
や
構
造
，
加
工
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、

技
術
の
利
用
に
当
た
り
、
倫
理
観
を
も
ち
、
使
用
時
の
安
全
性
、
社
会
か
ら
の
要
求
、
耐
久

性
や
機
能
，
生
産
効
率
，
環
境
へ
の
負
荷
，
資
源
の
有
限
性
等
を
踏
ま
え
つ
つ

材
料
の
必
要
な
形
状
・
寸
法
へ
の
成

形
方
法
が
最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
選
択
、
管
理
・
運
用

改
良
す
る
こ
と

内 容 Ｂ

生
物
育
成
の
技
術

に
つ
い
て

育
成
す
る
生
物
の
成
長
，
は
た
ら
き
，
生
態
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、

技
術
の
利
用
に
当
た
り
、
倫
理
観
を
も
ち
、
使
用
時
の
安
全
性
、
社
会
か
ら
の
要
求
、
生
産

の
し
く
み
，
環
境
へ
の
負
荷
，
品
質
・
収
量
等
の
効
率
面
，
生
命
倫
理
等
を
踏
ま
え
つ
つ

生
物
の
育
成
環
境
の
調
節
方
法
が

最
適
な
も
の
と
な
る
よ
う

選
択
，
管
理
・
運
用

す
る
こ
と

内 容 Ｃ

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

の
技
術
に
つ
い
て

電
気
，
運
動
，
物
質
の
流
れ
，
熱
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、

技
術
の
利
用
に
当
た
り
、
倫
理
観
を
も
ち
、
使
用
時
の
安
全
性
、
社
会
か
ら
の
要
求
、
出
力
，

環
境
へ
の
負
荷
，
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
踏
ま
え
つ
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
，
伝
達
，
利
用

す
る
方
法
が
最
適
な
も
の
と
な
る
よ

う

選
択
，
管
理
・
運
用
、

改
良
す
る
こ
と

内 容 Ｄ

情
報
の
技
術
に
つ

い
て

情
報
の
表
現
，
記
録
，
計
算
の
特
性
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、

技
術
の
利
用
に
当
た
り
、
倫
理
観
を
も
ち
、
使
用
時
の
安
全
性
、
社
会
か
ら
の
要
求
、
情
報

の
倫
理
や
モ
ラ
ル
，
活
用
，
管
理
，
シ
ス
テ
ム
等
を
踏
ま
え
つ
つ

情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
計
算
化
に
よ

る
処
理
の
方
法
が
最
適
な
も
の
と
な

る
よ
う

選
択
，
管
理
・
運
用
、

改
良
，
統
合
す
る
こ

と平
成
２
８
年
２
月
１
７
日
教
育
課
程
部
会

家
庭
、
技
術
・家
庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
８
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個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

産
業
教
育

全
体

・
各
職
業
分
野
で
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
や
技
術

・
各
職
業
の
社
会
的
意
義
や
役
割
の
理
解

・
各
職
業
分
野
に
関
わ
る
課
題
に
対
し
て
、

職
業
人
と
し
て
の
倫
理
観
を
も
っ
て
、

主
体
的
・
協
働
的
に
取
り
組
み
、
合
理
的
か
つ

創
造
的
に
解
決
す
る
能
力

・
産
業
・
社
会
を
支
え
る
職
業
人
と
し
て
必
要
な
豊
か
な

人
間
性

・
産
業
の
振
興
や
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度

・
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
学
び
続
け
る
態
度

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た
、
職
業
に
関
す
る
専
門
教
科
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理

（
た
た
き
台
）

（＊
）身
に
付
け
た
知
識
・技
術
の
活
用
や
、
探
究
す
る
際
の
視
点
の
例
（教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等
）

・産
業
・社
会
の
課
題
に
つ
い
て
関
係
す
る
人
と
の
対
話
や
、
物
・事
象
等
の
観
察
に
よ
り
課
題
を
多
面
的
に
把
握
す
る
。

・地
域
・企
業
等
と
の
連
携
を
深
め
、
協
議
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
実
験
・実
習
等
を
行
い
、
よ
り
良
い
解
決
方
法
を
探
究
す
る
。

・関
係
す
る
法
令
等
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
職
業
人
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任
を
踏
ま
え
、
解
決
策
を
決
定
す
る
。

・課
題
解
決
の
過
程
に
お
い
て
は
、
科
学
的
原
理
、
経
済
性
、
社
会
資
源
及
び
環
境
へ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
人
々
の
健
康
や
快
適
な
生
活
の
実
現
、

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
生
産
物
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
工
夫
・創
造
す
る
。

問 題 発 見･ 解 決 の

プ ロ セ ス
次
の
問
題
解
決
へ

問
題
の
発
見

問
題
の
定
義

解
決
の
方
向
性

の
検
討

解
決
方
法
の
探
索

計
画
の
立
案

結
果
の
予
測

計
画
の
実
行

振
り
返
り

【
参
考
：
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
論
点
整
理
（
平
成

27
年

8月
26
日
）
・
参
考
資
料
（
検
討
中
）
】

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働

外
部
と
の
相
互
作
用

平
成
２
８
年
２
月
１
日

教
育

課
程

部
会

産
業
教
育
W
G
資
料
７
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学習評価の改善に関する今後の検討の方向性（２月２４日付） 

 

「目標に準拠した評価」を、資質・能力の育成の観点から実質化していくため、以下のよ

うな方向性や留意点等に基づき、各教科等で学習評価の改善についてご検討いただきたい。 

 

（育成すべき資質・能力を踏まえた目標や指導内容の明確化について） 

○各教科等の目標を、資質・能力の三つの柱に基づき構造化すること。 

○各教科等の特性に応じ育まれる「見方や考え方」について明確化すること。 

○指導内容についても、資質・能力の三つの柱に基づきどのような力を育成するのかが明確

となるような構造化を図ること。 

○資質・能力の三つの柱は、相互に関係し合いながら育成されることを明確にしていくこと

が重要であるので、総則などで示していく方向で、総則・評価特別部会で引き続き検討

していくこと。 

 

（観点別評価について） 

○観点別評価については、前回改訂時に整理された学力の三要素と評価の観点の関係性を踏

まえて、各観点の趣旨が明確化され、観点別評価の実施率も高い状況であること、思考・

判断・表現の評価の在り方に関する様々な実践も進展していることなどの一方で、子供

たちの資質・能力の育成に向けた指導と評価の一体化といった観点からは、改善の余地

があるとの指摘もあるところであり、こうした指摘を踏まえつつ、以下のような改善に

ついて検討すること。 

○「目標に準拠した評価」の実質化や、教科・校種を超えた共通理解に基づく組織的な取組

を促す観点から、別添イメージを踏まえつつ、観点別評価の観点とその趣旨を検討する

こと。具体的な観点の書きぶりや趣旨の記述については、教科の特性を踏まえた表現ぶ

りを検討すること。その際、小・中・高を通じて一貫した観点となるように留意するこ

と。 

○観点別評価については、毎回の授業で全てを見取るのではなく、カリキュラム・マネジメ

ントの考え方のもと、単元や題材を通じたまとまりの中で、学習・指導内容と評価の場

面を適切にデザインしていくことが重要であることに留意すること。また、各教科等で

平成 28 年 2 月 24 日 

総 則 ・ 評 価 特 別 部 会 

   資 料 ３ － １ 

※会議での意見を踏まえ修正 

19



 

 

検討いただいている学習プロセスの在り方の中で、評価の場面との関係性も明確にでき

るよう工夫すること（複数の観点を一体的に見取ることも考えられる）。 

 

○「知識・技能」については、事実的な知識のみならず、構造化された概念的な知識の獲得

に向かうことや、一定の手順に沿った技能のみならず、変化する状況に応じて主体的に

活用できる技能の習熟・熟達に向かうことが重要であることに留意すること。各教科等

の特性や発達の段階に応じて、どのような知識・技能を獲得することが求められるのか

を、目標や指導内容の構成の中で明確にできるよう工夫すること。 

○「思考・判断・表現」については、各教科等の特性に応じ育まれる見方や考え方を用いた

学習のプロセスを通じて評価すること。各教科等の特性や発達の段階に応じて、どのよ

うな思考・判断・表現が求められるのかを、目標や指導内容の構成の中で明確にできる

よう工夫すること。その際、思考力・判断力・表現力の成長は一定の時間をかけて成長

していくものであり、学年等を超えた整理が必要であることに留意すること。 

○「主体的に学習に取り組む態度」と、資質・能力の柱である「学びに向かう力・人間性」

の関係については、「学びに向かう力・人間性」には①「主体的に学習に取り組む態度」

として観点別評価（学習状況を分析的に捉える）を通じて見取ることができる部分と、

②観点別評価や評定にはなじまず、こうした評価では示しきれないことから個人内評価

（一人一人の良い点や可能性、進歩の状況について評価する）を通じて見取る部分があ

ることに留意すること。 

○また、「主体的に学習に取り組む態度」については、学習前の診断的評価のみで判断した

り、挙手の回数やノートの取り方などの形式的な活動で評価したりするのではなく、子

供たちが学習に対する自己調整を行いながら、粘り強く知識・技能を獲得したり思考・

判断・表現しようとしたりしているかどうかという意思的な側面を捉えて評価すること。

このことは現行の「関心・意欲・態度」の観点についても本来は同じ趣旨であるが、上

述の挙手の回数やノートの取り方など、性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面

を捉える評価であるような誤解が払拭し切れていないのではないか、という問題点が長

年指摘され現在に至ることから、「関心・意欲・態度」を改め「主体的に学習に取り組

む態度」としたこと。こうした趣旨に沿った評価が行われるよう、単元や題材を通じた

まとまりの中で、子供が学習の見通しを持って振り返る場面を適切に設定することが必

要であること。 

○現行の観点別評価の観点において、別添イメージ記載の観点のうち示していない要素があ

る教科等については、知識や技能の在り方、技能と表現との関係等について、各教科等

の本質に照らしてご検討いただき、三つの観点が相互に関係し合いながら育成されるも

のであることを前提としつつも、それぞれの観点や趣旨が明確に示されるようにご検討

いただきたいこと。 
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（指導要録の在り方について、その他） 

○上記の方向性を踏まえた指導要録の在り方については、総則・評価特別部会における議論

を踏まえ引き続き専門的に検討していくこと。 

○指導要録に加えて、子供一人一人が、自らの学習状況やキャリア形成を見通し振り返るこ

とができるようにするために仕組みの在り方を検討していくこと。こうした仕組みを活

用しながら、子供たちが自己評価を行うことを、教科等の特性に応じて、学習活動の一

つとして位置付けることが重要であること。その際、教員が対話的に関わることで、自

己評価に関する学習活動を深めていくことが重要であること。 

○学びのポートフォリオや、個々の学びの特性が、校種を越えて共有されるような仕組みの

在り方を検討していくこと。 

○学習評価に関する残された論点については、各教科等WGにおける議論の状況を踏まえ

つつ、総則・評価特別部会において引き続き検討していくこと。 
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各

教
科

等
の
評
価
の

観
点
の

イ
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ー
ジ
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観
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（
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※
具
体
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な
観
点
の
書

き
ぶ
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、
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教
科
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ま
え
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に
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に
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え
て

検
討

 

（
例

） 

○
○

を
理

解
し

て
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知

識
を
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け

て
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き
る

／
○

○
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身
に

付
け
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い
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例

） 

各
教

科
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の
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に

応
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ま

れ
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見
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や
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え
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い
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探
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す
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こ
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じ

て
、

考
え

た
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判
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し
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り
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現
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た
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て

い
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（
例
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主
体
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に

知
識
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に
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け

た
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思
考

・
判

断
・
表
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を

し
よ

う
と

し
た

り
し

て
い
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平
成
2
8

年
2

月
2
4

日
総

則
・

評
価

特
別

部
会

資
料
3
-
2

学
習
評
価
に
関
す
る
資
料

○
学

習
評

価
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

、
法

令
等

の
規

定
○

学
習

評
価

に
関

す
る

規
定

、
学

校
が

作
成

す
る

も
の

等
の

関
係

○
指

導
要

録
の

改
善

に
係

る
通

知
に

つ
い

て
○

指
導

要
録

に
つ

い
て

○
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

に
つ

い
て

○
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
に

つ
い

て
○

評
価

の
観

点
に

つ
い

て
○

各
教

科
・
各

学
年

ご
と

の
評

価
の

観
点

と
趣

旨
の

例
○

評
価

規
準

の
例

に
つ

い
て

○
学

習
指

導
要

領
の

改
訂

と
そ

れ
に

伴
う

指
導

要
録

等
の

評
価

の
在

り
方

の
変

遷
○

「
行

動
の

記
録

」の
変

遷
○

（
参

考
）道

徳
教

育
の

内
容

（
キ

ー
ワ

ー
ド

）

○
学

習
評

価
の

実
施

状
況

（
公

立
学

校
教

育
課

程
編

成
・実

施
状

況
調

査
等

よ
り

）
○

高
等

学
校

に
お

け
る

観
点

別
評

価
の

実
施

に
当

た
っ

て
の

課
題

○
教

員
の

時
間

外
勤

務
、

持
ち

帰
り

業
務

○
多

様
な

評
価

方
法

の
例

○
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

つ
い

て
○

学
習

指
導

要
領

等
の

構
造

化
の

イ
メ

ー
ジ

（仮
案

・
調

整
中

）
○

全
て

の
生

徒
に

共
通

に
育

む
べ

き
資

質
・
能

力
と

、
高

等
学

校
各

教
科

の
必

履
修

科
目

の
関

係
等

（
仮

案
・調

整
中

）
○

高
大

接
続

シ
ス

テ
ム

改
革

に
つ

い
て

○
多

様
な

学
習

成
果

を
適

切
に

評
価

す
る

仕
組

み
の

構
築

（
イ

メ
ー

ジ
・
た

た
き

台
）
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-
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…
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-
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…
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-
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…
9

…
1
0
-
11

…
1
2

…
1
3
-
15

…
1
6

…
1
7
-
18

…
1
9
-
21

…
2
2

…
2
3
-
25

…
2
6

…
2
7

…
2
8
-
29

…
3
0
-
33

…
3
4

…
3
5
-
38

…
3
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現
行

指
導

要
領

に
係

る
、

学
習

評
価

の
改

善
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

学
習

評
価

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方

学
習
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

○
学

習
評

価
を

通
じ

て
，

学
習

指
導

の
在

り
方

を
見

直
す

こ
と

や
個

に
応

じ
た

指
導

の
充

実
を

図
る

こ
と

○
学

校
に

お
け

る
教

育
活

動
を

組
織

と
し

て
改

善
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
。

○
そ

の
上

で
，

新
し

い
学

習
指

導
要

領
の

下
に

お
け

る
学

習
評

価
の

改
善

を
図

っ
て

い
く
た

め
に

は
以

下
の

基
本

的
な

考
え

方
に

沿
っ

て
学

習
評

価
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

。

①
き

め
の

細
か

な
指

導
の

充
実

や
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

学
習

の
確

実
な

定
着

を
図

る
た

め
，

学
習

指
導

要
領

に
示

す
目

標
に

照
ら

し
て

そ
の

実
現

状
況

を
評

価
す

る
，

目
標

に
準

拠
し

た
評

価
を

引
き

続
き

着
実

に
実

施
す

る
こ

と
。

②
新

し
い

学
習

指
導

要
領

の
趣

旨
や

改
善

事
項

等
を

学
習

評
価

に
お

い
て

適
切

に
反

映
す

る
こ

と
。

③
学

校
や

設
置

者
の

創
意

工
夫

を
一

層
生

か
す

こ
と

。

○
学

習
評

価
は

，
学

校
に

お
け

る
教

育
活

動
に

関
し

，
子

ど
も

た
ち

の
学

習
状

況
を

評
価

す
る

も
の

で
あ

る
。

○
各

教
科

に
つ

い
て

は
，

学
習

状
況

を
分

析
的

に
と

ら
え

る
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
と

総
括

的
に

と
ら

え
る

評
定

と
を

，
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

と
し

て
実

施
す

る
こ

と
が

明
確

に
さ

れ
て

い
る

。

○
学

習
評

価
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

，
子

ど
も

た
ち

一
人

一
人

に
学

習
指

導
要

領
の

内
容

が
確

実
に

定
着

す
る

よ
う

，
学

習
指

導
の

改
善

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

「
小

学
校

、
中

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
等

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
学

習
評

価
及

び
指

導
要

録
の

改
善

等
に

つ
い

て
（
通

知
）
」

（
平

成
２

２
年

５
月

初
等

中
等

教
育

局
長

通
知

）
よ

り

「
児

童
生

徒
の

学
習

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

（
報

告
）
」

（
Ｈ

２
２

年
１

月
教

育
課

程
部

会
報

告
）
よ

り

25



学
習
評
価
に
関
す
る
規
定
等

○
学

校
教

育
法

施
行

規
則

（
抄

）

第
二

十
四

条
校

長
は

、
そ

の
学

校
に

在
学

す
る

児
童

等
の

指
導

要
録

（
学

校
教

育
法

施
行

令
第

三
十

一
条

に
規

定
す

る
児

童
等

の
学

習
及

び
健

康
の

状
況

を
記

録
し

た
書

類
の

原
本

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）
を

作
成

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

第
五

十
七

条
小

学
校

に
お

い
て

、
各

学
年

の
課

程
の

修
了

又
は

卒
業

を
認

め
る

に
当

た
つ

て
は

、
児

童
の

平
素

の
成

績
を

評
価

し
て

、
こ

れ
を

定
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

○
小

学
校

学
習

指
導

要
領

第
１

章
総

則
（
抄

）
（
中

学
校

、
高

等
学

校
も

同
様

の
規

定
）

第
4

指
導

計
画

の
作

成
等

に
当

た
っ

て
配

慮
す

べ
き

事
項

２
．

以
上

の
ほ

か
，

次
の

事
項

に
配

慮
す

る
も

の
と

す
る

。
（
1
1
）

児
童

の
よ

い
点

や
進

歩
の

状
況

な
ど

を
積

極
的

に
評

価
す

る
と

と
も

に
，

指
導

の
過

程
や

成
果

を
評

価
し

，
指

導
の

改
善

を
行

い
学

習
意

欲
の

向
上

に
生

か
す

よ
う

に
す

る
こ

と
。

○
小

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

総
則

編
（
抄

）

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
確
実
な
定
着
を
図
る
と
と
も
に
，
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導
を
行
う
た
め
に
は
，
評
価
の
在
り
方
が
大
切
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
評
価
の
た
め
の
評
価
に
終
わ
る
こ
と
な
く
，
児

童
一
人
一
人
の
学
習
の
成
立
を
促
す
た
め
の
評
価
と
い
う
視
点
を
一
層
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
教
師
が
自
ら
の
指
導
を
振
り
返
り
，
指
導
の
改

善
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
特
に
大
切
で
あ
る
。

評
価
に
当
た
っ
て
は
，
児
童
の
実
態
に
応
じ
た
多
様
な
学
習
を
促
す
こ
と
を
通
し
て
，
主
体
的
な
学
習
の
仕
方
が
身
に
付
く
よ
う
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
，
児
童
の
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
，
学
習
の
成
果
だ
け
で
な
く
，
学
習
の
過
程
を
一
層
重
視
す

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
，
他
者
と
の
比
較
で
は
な
く
児
童
一
人
一
人
の
も
つ
よ
い
点
や
可
能
性
な
ど
の
多
様
な
側
面
，
進
歩
の
様
子
な
ど
を
把
握
し
，

学
年
や
学
期
に
わ
た
っ
て
児
童
が
ど
れ
だ
け
成
長
し
た
か
と
い
う
視
点
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
，
児
童
が
自
ら
の
学
習
過
程
を

振
り
返
り
，
新
た
な
自
分
の
目
標
や
課
題
を
も
っ
て
学
習
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

評
価
に
つ
い
て
は
，
指
導
内
容
や
児
童
の
特
性
に
応
じ
て
，
評
価
の
場
面
や
方
法
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
習
の
過
程
の
適
切
な
場
面
で

評
価
を
行
う
こ
と
や
，
教
師
に
よ
る
評
価
と
と
も
に
，
児
童
に
よ
る
相
互
評
価
や
自
己
評
価
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
特
に
，
相
互
評
価

や
自
己
評
価
は
，
児
童
自
身
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
の
観
点
か
ら
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
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学
習
評
価
に
関
す
る
法
令
等
の
規
定
、
資
料
等

日
本

国
憲

法

教
育

基
本

法

学
校

教
育

法

学
校

教
育

法
施

行
規

則
（
文

部
科

学
省

令
）

各
学

年
の

課
程

の
修

了
及

び
卒

業
の

認
定

に
当

た
っ

て
は

、
児

童
の

平
素

の
成

績
を

評
価

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

、
学

習
の

記
録

と
し

て
指

導
要

録
を

作
成

、
保

存
す

る
こ

と
等

を
規

定
。

学
習

指
導

要
領

（
文

部
科

学
省

告
示

）

総
則

に
お

け
る

「
指

導
上

の
留

意
事

項
」
の

一
つ

と
し

て
、

「
児

童
（
生

徒
）
の

よ
い

点
や

進
歩

の
状

況
な

ど
を

積
極

的
に

評
価

す
る

と
と

も
に

，
指

導
の

過
程

や
成

果
を

評
価

し
，

指
導

の
改

善
を

行
い

学
習

意
欲

の
向

上
に

生
か

す
よ

う
に

す
る

こ
と

」
と

し
て

い
る

。

学
習

指
導

要
領

解
説

総
則

の
解

説
に

お
い

て
、

評
価

に
当

た
っ

て
は

児
童

生
徒

の
実

態
に

応
じ

た
多

様
な

学
習

を
促

す
こ

と
、

指
導

内
容

や
児

童
生

徒
の

特
性

に
応

じ
て

評
価

の
場

面
や

方
法

を
工

夫
す

る
こ

と
等

に
つ

い
て

示
し

て
い

る
。

評
価

規
準

の
作

成
、

評
価

方
法

等
の

工
夫

改
善

の
た

め
の

参
考

資
料
→

P1
5

（
国

立
教

育
政

策
研

究
所

）

改
訂

学
習

指
導

要
領

及
び

指
導

要
録

の
改

善
に

関
す

る
通

知
を

踏
ま

え
、

各
学

校
に

お
い

て
学

習
評

価
を

進
め

て
い

く
た

め
の

参
考

資
料

。

○
指

導
要

録
は

各
学

校
に

お
い

て
様

式
を

定
め

る
も

の
。

国
は

通
知

に
よ

り
そ

の
参

考
様

式
を

示
し

て
い

る
。

○
こ

れ
ま

で
、

学
習

指
導

要
領

の
改

訂
が

行
わ

れ
る

た
び

に
、

そ
の

趣
旨

に
合

わ
せ

て
指

導
要

録
の

改
善

に
つ

い
て

通
知

。
（
過

去
の

指
導

要
録

改
善

の
ポ

イ
ン

ト
は

ｐ
16

-1
7参

照
）

○
現

行
学

習
指

導
要

領
に

関
し

て
は

、
教

育
課

程
部

会
が

取
り

ま
と

め
た

「
児

童
生

徒
の

学
習

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

（
報

告
）
」
（
平

成
22

年
3月

）
を

踏
ま

え
て

改
善

の
通

知
を

行
っ

た
。

※
幼

稚
園

及
び

特
別

支
援

学
校

の
幼

稚
部

に
つ

い
て

は
、

別
途

、
『
幼

稚
園

幼
児

指
導

要
録

の
改

善
に

つ
い

て
』
（
平

成
21

年
1月

初
等

中
等

教
育

局
長

通
知

）
『
特

別
支

援
学

校
幼

稚
部

幼
児

指
導

要
録

の
改

善
に

つ
い

て
』
（
平

成
21

年
3月

初
等

中
等

教
育

局
長

通
知

）
を

示
し

て
い

る
。

○
小

・
中

・
高

等
学

校
の

目
標

を
示

す
こ

と
と

合
わ

せ
て

、
30

条
第

２
項

に
お

い
て

、
①

基
礎

的
な

知
識

及
び

技
能

②
こ

れ
ら

を
活

用
し

て
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
必

要
な

思
考

力
、

判
断

力
、

表
現

力
そ

の
他

の
能

力
③

主
体

的
に

学
習

に
取

り
組

む
態

度
を

育
む

こ
と

に
意

を
用

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
と

し
て

い
る

。
（
い

わ
ゆ

る
「
学

力
の

３
要

素
」
）

○
各

学
校

に
お

け
る

評
価

規
準

の
作

成
に

活
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
国

立
教

育
政

策
研

究
所

が
作

成
。

（
H1

2要
録

通
知

以
降

）

○
各

教
科

ご
と

に
、

学
習

評
価

の
基

本
的

な
考

え
方

、
評

価
規

準
の

設
定

例
、

具
体

的
な

評
価

方
法

等
に

つ
い

て
示

し
て

い
る

。

○
評

価
規

準
の

設
定

に
関

し
て

は
、

学
習

指
導

要
領

の
各

教
科

・
学

年
の

目
標

や
内

容
、

通
知

に
示

さ
れ

た
評

価
の

観
点

等
を

踏
ま

え
、

評
価

規
準

に
盛

り
込

む
べ

き
事

項
及

び
評

価
規

準
の

設
定

例
を

示
し

て
い

る
。

○
評

価
方

法
等

の
工

夫
改

善
に

関
し

て
は

、
単

元
（
題

材
）
の

評
価

に
関

す
る

事
例

に
沿

っ
て

、
①

評
価

規
準

の
設

定
を

含
め

た
指

導
と

評
価

の
計

画
、

②
具

体
的

な
評

価
方

法
、

③
評

価
対

象
と

し
た

具
体

的
な

生
徒

の
学

習
状

況
等

に
つ

い
て

示
し

て
い

る
。

教
育

を
受

け
る

権
利

、
義

務
教

育
に

つ
い

て
規

定
。

教
育

の
目

的
、

教
育

の
目

標
、

教
育

の
機

会
均

等
、

義
務

教
育

、
学

校
教

育
、

大
学

、
家

庭
教

育
、

社
会

教
育

等
を

規
定

。

各
学

校
段

階
ご

と
の

目
的

，
目

標
，

修
業

年
限

等
を

規
定

。

指
導

要
録

の
改

善
に

関
す

る
通

知
（
「
小

学
校

，
中

学
校

，
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
等

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
学

習
評

価
及

び
指

導
要

録
の

改
善

等
に

つ
い

て
」
平

成
２

２
年

３
月

初
等

中
等

教
育

局
長

通
知

）
→

P5

教
育

課
程

部
会

「
児

童
生

徒
の

学
習

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

」
を

受
け

、

学
習

評
価

の
改

善
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

、
効

果
的

・
効

率
的

な
学

習
評

価
の

推
進

な
ど

、
学

習
評

価
を

行
う

に
当

た
っ

て
の

配
慮

事
項

や
、

指
導

要
録

に
記

載
す

る
事

項
の

見
直

し
の

要
点

を
通

知
。

小
学

校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

、
特

別
支

援
学

校
に

お
け

る
指

導
要

録
に

記
載

す
る

事
項

、
各

教
科

・
学

年
に

お
け

る
評

価
の

観
点

、
指

導
要

録
の

参
考

様
式

を
示

し
て

い
る

。

○
学

習
指

導
要

領
で

示
さ

れ
た

各
教

科
・
学

年
の

目
標

・
内

容
が

、
指

導
要

録
の

改
善

に
関

す
る

通
知

等
で

示
さ

れ
る

教
科

・
学

年
の

評
価

の
観

点
に

対
応

。

「
児

童
生

徒
の

学
習

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

」
（
平

成
２

２
年

３
月

教
育

課
程

部
会

報
告

）

学
習

指
導

要
領

改
訂

に
合

わ
せ

て
評

価
の

改
善

の
在

り
方

、
各

教
科

の
評

価
の

観
点

、
要

録
の

見
直

し
等

に
つ

い
て

示
し

て
い

る
。
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選
択

式
問

題
、

記
述

式
問

題
な

ど

児
童
生
徒
の
学
習
の
過
程
や
成
果
な
ど
の
記
録
や
作
品
を
計
画
的
に
フ
ァ
イ
ル
等
に

集
積
。

レ
ポ

ー
ト

、
発

表
、

演
奏

・
演

技
な

ど
の

発
表

な
ど

運
動

技
能

の
実

演
な

ど

学
習
評
価
に
関
し
て
学
校
が
作
成
す
る
も
の
等
の
関
係

指
導

要
録

（
小

学
校

児
童

指
導

要
録

、
中

学
校

・
高

等
学

校
生

徒
指

導
要

録
）

→
P6

・
学

習
の

記
録

と
し

て
学

校
が

作
成

す
る

も
の

。
①

学
籍

に
関

す
る

事
項

、
②

指
導

に
関

す
る

事
項

か
ら

な
る

。
・
様

式
は

各
設

置
者

（
教

育
委

員
会

等
）
が

定
め

る
。

・
国

は
通

知
に

よ
り

様
式

例
等

を
示

し
て

い
る

。

調
査

書
（
内

申
書

）

進
学

の
た

め
の

入
学

試
験

や
就

職
に

当
た

り
、

在
籍

校
か

ら
受

験
先

等
に

対
し

て
生

徒
の

学
習

状
況

を
伝

え
る

た
め

に
作

成
す

る
書

類
。

（
学

校
が

作
成

）

学
習

の
評

価
を

行
う

に
当

た
り

、
各

教
科

・
科

目
の

目
標

や
領

域
・
内

容
項

目
レ

ベ
ル

の
学

習
指

導
の

ね
ら

い
を

明
確

に
し

、
そ

れ
に

対
す

る
生

徒
の

学
習

状
況

を
判

断
す

る
際

の
目

安
を

明
ら

か
に

す
る

も
の

。

○
年

間
指

導
計

画
を

検
討

す
る

際
，

そ
れ

ぞ
れ

の
単

元
（
題

材
）
に

お
い

て
，

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

に
係

る
最

適
の

時
期

や
方

法
を

観
点

ご
と

に
整

理
す

る
こ

と
が

重
要

。

○
こ

れ
に

よ
り

，
評

価
す

べ
き

点
を

見
落

と
し

て
い

な
い

か
を

確
認

す
る

だ
け

で
な

く
，

必
要

以
上

に
評

価
機

会
を

設
け

る
こ

と
で

評
価

資
料

の
収

集
・
分

析
に

多
大

な
時

間
を

要
す

る
よ

う
な

事
態

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

，
各

学
校

に
お

い
て

効
果

的
・
効

率
的

な
学

習
評

価
を

行
う

こ
と

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
。

（
国
立
教
育
政
策
研
究
所
「
評
価
規
準
の
作
成
，
評
価
方
法
等
の

工
夫
改
善
の
た
め
の
参
考
資
料
」
よ
り
）

指
導

計
画

年
間

や
学

期
を

通
じ

て
の

計
画

か
ら

、
単

元
、

一
単

位
時

間
の

指
導

案
に

至
る

ま
で

、
様

々
な

も
の

が
あ

る
が

、
い

ず
れ

も
指

導
の

目
標

、
内

容
等

と
合

わ
せ

て
、

評
価

の
方

法
や

時
期

等
に

つ
い

て
も

位
置

づ
け

る
。

（
学

校
が

作
成

）

通
知

表
（
通

信
簿

）
児

童
生

徒
の

学
習

状
況

に
つ

い
て

保
護

者
に

対
し

て
伝

え
る

も
の

。
法

令
上

の
規

定
や

、
様

式
に

関
し

て
国

と
し

て
例

示
し

た
も

の
は

な
い

。

評
価

規
準

→
ｐ

15

○
指

導
に

関
す

る
記

録
と

し
て

は
、

・
行

動
の

記
録

（
小

中
の

み
）

・
教

科
・
科

目
の

学
習

の
記

録
→

観
点

別
評

価
（
小

中
の

み
）
、

取
得

単
位

数
（
高

校
の

み
）
、

評
定

（
小

３
以

上
及

び
中

高
）

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

、
特

別
活

動
の

記
録

、
外

国
語

活
動

の
記

録
（
小

の
み

）

・
総

合
所

見
及

び
指

導
上

参
考

と
な

る
諸

事
項

な
ど

を
記

載
。

○
進

学
の

際
に

は
、

写
し

を
進

学
先

に
送

付
す

る
。

○
保

存
年

限
は

、
学

籍
に

関
す

る
事

項
は

２
０

年
、

指
導

に
関

す
る

事
項

は
５

年
。

○
校

長
は

、
生

徒
の

進
学

に
当

た
り

、
そ

の
生

徒
の

進
学

し
よ

う
と

す
る

学
校

の
校

長
に

調
査

書
を

送
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
学

校
教

育
法

施
行

規
則

第
７

８
条

等
）

○
大

学
入

試
に

お
け

る
調

査
書

の
様

式
は

、
大

学
入

学
者

選
抜

実
施

要
項

（
高

等
教

育
局

長
通

知
）
に

お
い

て
示

し
て

い
る

。

・
教

科
・
科

目
の

学
習

の
記

録
な

ど
、

概
ね

指
導

要
録

の
様

式
例

に
沿

っ
た

形
に

な
っ

て
い

る
。

・
指

導
要

録
様

式
例

に
な

い
要

素
と

し
て

は
、

「
評

定
平

均
」
の

欄
が

あ
る

。

○
都

道
府

県
立

高
校

入
試

に
関

す
る

調
査

書
の

様
式

は
各

都
道

府
県

教
育

委
員

会
が

定
め

て
い

る
。

私
立

高
校

に
関

し
て

は
設

置
者

が
独

自
に

定
め

て
い

る
場

合
と

、
都

道
府

県
内

の
私

立
高

校
で

共
通

の
様

式
を

作
成

し
て

い
る

場
合

と
が

あ
る

。

実
技

テ
ス

ト

ペ
ー

パ
ー

テ
ス

ト

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

→
p2

7

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
テ

ス
ト

○
日
々
の
学
習
過
程
に
お
け
る
評
価
情
報
、
単
元
（
題
材
）
、
学
期
末
、
学
年
末
の

各
段
階
に
お
け
る
評
価
に
お
い
て
、
場
面
（
時
期
）
や
目
的
（
観
点
）
に
応
じ
た
評

価
方
法
を
使
用

成
功

の
度

合
い

を
示

す
数

レ
ベ

ル
程

度
の

尺
度

と
、

そ
れ

ぞ
れ

の
レ

ベ
ル

に
対

応
す

る
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
特

徴
を

示
し

た
記

述
語

（
評

価
規

準
）
か

ら
な

る
評

価
基

準
表

。

活
動

の
状

況
、

発
問

へ
の

応
答

、
な

ど
日

常
の

観
察

な
ど
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指
導
要
録
の
改
善
に
係
る
通
知
に
つ
い
て

１
学

習
評

価
の

改
善

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
（
１
）
学
習
評
価
を
通
じ
た
指
導
の
改
善
①
目
標
に
準
拠
し
た
評
価
の
推
進
、
②
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
等
の
適
切
な
反
映
、
③
学
校
・
設
置
者
の
創
意
工
夫
、

（
２
）
新
し
い
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
評
価
の
観
点
、
（
３
）
高
校
に
お
け
る
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
実
施
、
き
め
細
か
い
学
習
指
導
と
生
徒
一
人
一
人
の

学
習
の
確
実
な
定
着
（
４
）
児
童
生
徒
の
生
涯
の
状
態
等
を
十
分
理
解
し
た
学
習
状
況
の
丁
寧
な
把
握
、
個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ
く
学
習
の
状
況
や
評
価

２
効

果
的

・
公

立
的

な
学

習
評

価
の

推
進

に
つ

い
て

（
１
）
学
習
評
価
の
妥
当
性
、
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
、
組
織
的
に
学
習
評
価
に
取
り
組
む
こ
と
、
（
２
）
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
り
指
導
要
録
等
に
関
す
る
事
務
の

改
善
、
（
３
）
都
道
府
県
に
お
け
る
学
習
評
価
に
関
す
る
参
考
資
料
等
の
重
要
性

３
小

・
中

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

の
小

・
中

学
部

の
指

導
要

録
に

つ
い

て
（
１
）
設
置
者
に
よ
る
外
国
語
活
動
の
評
価
の
観
点
の
設
定
、
文
章
の
記
述
に
よ
る
評
価
（
２
）
各
学
校
に
お
け
る
特
別
活
動
の
評
価
の
観
点
の
設
定
と
評
価

４
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
高

等
部

の
指

導
要

録
に

つ
い

て
観
点
別
学
習
評
価
を
踏
ま
え
た
各
教
科
・
科
目
の
評
定

（
別

紙
１

）
小

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

小
学

部
の

指
導

要
録

に
記

載
す

る
事

項
等

Ⅰ
学
籍
に
関
す
る
記
録
Ⅱ
指
導
に
関
す
る
記
録
（
１
各
教
科
の
学
習
の
記
録
（
１
）
観
点
別
学
習
状
況
（
２
）
評
定
２
．
外
国
語
活
動
の
記
録
、
３
．
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
記
録
、
４
．
特
別
活
動
の
記
録
、
５
．
自
立
活
動
の
記
録
、
６
．
行
動
の
記
録
、
７
．
総
合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
、
８
．
入
学
時
の
障

害
の
状
態
、
９
．
出
欠
の
記
録

（
別

紙
２

）
中

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

中
学

部
の

指
導

要
録

に
記

載
す

る
事

項
等

Ⅰ
学
籍
に
関
す
る
記
録
Ⅱ
指
導
に
関
す
る
記
録
（
１
各
教
科
の
学
習
の
記
録
（
１
）
観
点
別
学
習
状
況
（
２
）
評
定
２
．
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
記
録
、
３
．
特

別
活
動
の
記
録
、
４
．
自
立
活
動
の
記
録
、
５
．
行
動
の
記
録
、
６
．
総
合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
、
７
．
入
学
時
の
障
害
の
状
態
、
８
．
出
欠
の
記

録
）

（
別

紙
３

）
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
高

等
部

の
指

導
要

録
に

記
載

す
る

事
項

等
Ⅰ
学
籍
に
関
す
る
記
録
Ⅱ
指
導
に
関
す
る
記
録
（
１
．
各
教
科
・
科
目
等
の
学
習
の
記
録
（
１
）
評
定
（
２
）
修
得
単
位
数
（
３
）
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
修
得
単

位
数
、
（
４
）
留
学
に
よ
る
修
得
単
位
数
、
（
５
）
他
の
学
校
に
お
い
て
履
修
し
た
場
合
の
取
扱
い
等
２
．
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
記
録
３
．
特
別
活
動
の
記
録
、

４
．
自
立
活
動
の
記
録
、
５
．
行
動
の
記
録
、
６
．
総
合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
、
７
．
入
学
時
の
障
害
の
状
態
、
８
．
出
欠
の
記
録

（
別

紙
４

）
各

学
校

に
お

け
る

指
導

要
録

の
保

存
、

送
付

に
当

た
っ

て
の

配
慮

事
項

１
．
児
童
生
徒
が
転
学
す
る
場
合
の
取
扱
い
２
．
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
の
情
報
の
管
理

（
別

紙
５

）
各

教
科

等
・
各

学
年

等
の

評
価

の
観

点
等

及
び

そ
の

趣
旨

（
小

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

小
学

部
並

び
に

中
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
中

学
部

）

１
．
各
教
科
の
学
習
の
記
録

２
．
外
国
語
活
動
の
記
録

３
．
特
別
活
動
の
記
録

４
．
行
動
の
記
録
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
評
価
の
観
点
・
項

目
と
そ
の
趣
旨
を
記
載
。

（
別

紙
６

）
各

教
科

の
評

価
の

観
点

及
び

そ
の

趣
旨

（
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
高

等
部

）
１
．
各
学
校
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目
の
学
習
の
記
録
２
．
主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
解
説
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目
の
学
習
の
記
録
３
．
視
覚

障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
お
け
る
各
教
科
・
科
目
の
学
習
の
記
録
４
．
聴
覚
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対

す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
お
け
る
各
教
科
・
科
目
の
学
習
の
記
録
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
評
価
の
観
点
と
そ
の
趣
旨
を
記
載

参
考

様
式

小
学
校
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）
中
学
校
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）
高
等
学
校
（
全
日
制
の
課
程
・
定
時
制
の
課
程
）
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）
高
等
学
校
（
通
信
制
の
課
程
）
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）

［
視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害
者
、
肢
体
不
自
由
者
又
は
病
弱
者
で
あ
る
児
童
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
］
小
学
部
児
童
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）

［
視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害
者
、
肢
体
不
自
由
者
又
は
病
弱
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
］
中
学
部
生
徒
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）

［
視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害
者
、
肢
体
不
自
由
者
又
は
病
弱
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
］
高
等
部
生
徒
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）

［
知
的
障
害
者
で
あ
る
児
童
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
］
小
学
部
児
童
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）

［
知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
］
中
学
部
生
徒
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）

［
知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
］
高
等
部
生
徒
指
導
要
録
（
参
考
様
式
）

◆
「
小

学
校

、
中

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
等

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
学

習
評

価
及

び
指

導
要

録
の

改
善

等
に

つ
い

て
（
通

知
）
」

（
平

成
２

２
年

５
月

１
１

日
文

部
科

学
省

初
等

中
等

教
育

局
長

通
知

）
の

構
成
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指
導
要
録
に
つ
い
て

○
学

校
教

育
法

施
行

規
則

（
抄

）

第
二
十
四
条
校
長
は
、
そ
の
学
校
に
在
学
す
る
児
童
等
の
指
導
要
録
（
学
校
教
育
法
施

行
令
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
児
童
等
の
学
習
及
び
健
康
の
状
況
を
記
録
し
た
書
類

の
原
本
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
校
長
は
、
児
童
等
が
進
学
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
作
成
に
係
る
当
該
児
童
等
の
指

導
要
録
の
抄
本
又
は
写
し
を
作
成
し
、
こ
れ
を
進
学
先
の
校
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３
校
長
は
、
児
童
等
が
転
学
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
作
成
に
係
る
当
該
児
童
等
の
指

導
要
録
の
写
し
を
作
成
し
、
そ
の
写
し
（
転
学
し
て
き
た
児
童
等
に
つ
い
て
は
転
学
に
よ
り

送
付
を
受
け
た
指
導
要
録
（
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
二
百
三
号
）
第
八
条
に

規
定
す
る
園
児
の
学
習
及
び
健
康
の
状
況
を
記
録
し
た
書
類
の
原
本
を
含
む
。
）
の
写
し

を
含
む
。
）
及
び
前
項
の
抄
本
又
は
写
し
を
転
学
先
の
校
長
、
保
育
所
の
長
又
は
認
定
こ

ど
も
園
の
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
在

学
す

る
児

童
生

徒
の

学
習

の
記

録
と

し
て

作
成

す
る

も
の

。

○
「
学

籍
に

関
す

る
記

録
」
と

「
指

導
に

関
す

る
記

録
」
か

ら
な

る
。

○
「
指

導
に

関
す

る
記

録
」
と

し
て

は
、

・
行

動
の

記
録

（
小

中
の

み
）

・
教

科
・
科

目
の

学
習

の
記

録
→

観
点

別
評

価
（
小

中
の

み
）
、

取
得

単
位

数
（
高

校
の

み
）
、

評
定

（
小

３
以

上
及

び
中

高
）

・
総

合
的

な
学

習
の

時
間

、
特

別
活

動
の

記
録

・
総

合
所

見
及

び
指

導
上

参
考

と
な

る
諸

事
項

な
ど

を
記

載
。

○
進

学
の

際
に

は
、

写
し

を
進

学
先

に
送

付
す

る
。

○
指

導
要

録
の

保
存

年
限

は
、

指
導

に
関

す
る

事
項

は
５

年
。

学
籍

に
関

す
る

事
項

は
２

０
年

。

学
籍

に
関

す
る

記
録
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観
点

別
学

習
状

況

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

記
録

（
文

章
記

述
）

外
国

語
活

動
の

記
録

（
文

章
記

述
）

行
動

の
記

録
趣
旨
に
照
ら
し
て
十
分
に
満
足
で
き
る

状
況
に
あ
る
場
合
に
は
○
を
つ
け
る

総
合

所
見

及
び

指
導

上
参

考
と

な
る

諸
事

項

特
別

活
動

の
記

録
趣
旨
に
照
ら
し
て
十
分
に
満
足
で
き
る

状
況
に
あ
る
場
合
に
は
○
を
つ
け
る

評
定

出
欠

の
記

録
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目
標
に
準
拠
し
た
評
価
に
つ
い
て

集
団

に
準

拠
し

た
評

価

目
標

に
準

拠
し

た
評

価

・
学

級
又

は
学

年
に

お
け

る
位

置
づ

け
を

見
る

評
価

。

・
相

対
評

価
と

も
言

わ
れ

る
。

・
昭

和
４

６
年

通
知

か
ら

平
成

１
２

年
通

知
以

前
は

、
集

団
に

準
拠

し
た

評
価

を
行

い
つ

つ
、

各
段

階
の

人
数

を
固

定
化

し
な

い
よ

う
求

め
て

い
た

。
（
絶

対
評

価
を

加
味

し
た

相
対

評
価

）

・
平

成
１

２
年

通
知

以
降

は
、

目
標

に
準

拠
し

た
評

価
に

改
め

ら
れ

た
が

、
必

要
に

応
じ

て
「
総

合
所

見
及

び
指

導
上

参
考

と
な

る
諸

事
項

」
欄

に
集

団
の

中
で

の
相

対
的

な
位

置
付

け
に

つ
い

て
記

載
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

・
学

習
指

導
要

領
に

示
す

目
標

に
照

ら
し

て
そ

の
実

現
の

状
況

を
見

る
評

価
。

・
平

成
１

２
年

要
録

通
知

以
降

は
、

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

と
評

定
の

両
方

を
、

目
標

に
準

拠
し

た
評

価
と

し
て

実
施

。

・
絶

対
評

価
と

も
言

わ
れ

て
き

た
。

※
H
2
2
年

教
育

課
程

部
会

ま
と

め
以

降
、

絶
対

評
価

と
い

う
表

現
は

使
用

し
て

い
な

い
。

「
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

」
に

つ
い

て

・
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
や

評
定

に
は

示
し

き
れ

な
い

子
ど

も
た

ち
一

人
一

人
の

よ
い

点
や

可
能

性
，

進
歩

の
状

況
に

つ
い

て
評

価
す

る
も

の
。

指
導

要
録

で
は

、
「
総

合
所

見
及

び
指

導
上

参
考

と
な

る
諸

事
項

」
に

お
い

て
示

さ
れ

る
。

個
人

内
評

価

○
集

団
に

準
拠

し
た

評
価

か
ら

目
標

に
準

拠
し

た
評

価
に

改
め

た
理

由
「

児
童

生
徒

の
学

習
と

教
育

課
程

の
実

施
状

況
の

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

」
（

平
成

1
2
年

1
2
月

教
育

課
程

審
議

会
答

申
）

よ
り

・
新

し
い

学
習

指
導

要
領

に
示

さ
れ

た
基

礎
的

・
基

本
的

な
内

容
の

確
実

な
習

得
を

図
る

観
点

か
ら
学
習
指
導
要
領
に
示
し
た
内
容
を

確
実
に
習
得
し
た
か
ど
う
か
の
評
価
を
一
層
徹
底
す
る
た
め

・
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

進
歩

の
状

況
や

教
科

の
目

標
の

実
現

状
況

を
的

確
に

把
握

し
、
学
習
指
導
の
改
善

に
生

か
す

た
め

・
各

学
校

段
階

に
お

い
て

、
児

童
生

徒
が

そ
の

学
校

段
階

の
目

標
を

実
現

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
評

価
す

る
こ

と
に

よ
り
上
級
の
学
校

段
階
の
教
育
と
の
円
滑
な
接
続

に
資

す
る

た
め

・
新

し
い

学
習

指
導

要
領

で
は

、
習

熟
の

程
度

に
応

じ
た

指
導

な
ど

、
個
に
応
じ
た
指
導

を
一

層
重

視
し

て
お

り
、

学
習

集
団

の
編

成
も

多
様

と
な

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
た

め

・
少

子
化

等
に

よ
り

、
学
年
、
学
級
の
児
童
生
徒
数
が
減
少

す
る

中
で

、
評

価
の

客
観

性
や

信
頼

性
を

確
保

す
る

た
め
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技
能

○
学

習
評

価
に

は
，

児
童

生
徒

の
学

習
状

況
を

検
証

し
，

結
果

の
面

か
ら

教
育

水
準

の
維

持
向

上
を

保
障

す
る

機
能

。

○
各

教
科

に
お

い
て

は
，

学
習

指
導

要
領

等
の

目
標

に
照

ら
し

て
設

定
し

た
観

点
ご

と
に

学
習

状
況

の
評

価
と

評
定

を
行

う

「
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

」
と

し
て

実
施

。

⇒
き

め
の

細
か

い
学

習
指

導
の

充
実

と
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

学
習

内
容

の
確

実
な

定
着

を
目

指
す

。

関
心
・
意
欲
・
態
度

思
考
・
判
断
・
表
現

知
識
・
理
解

学
力

の
３

つ
の

要
素

と
評

価
の

観
点

と
の

整
理 主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

思
考
力
・
判
断
力

・
表
現
力
等

知
識
及
び
技
能

学
力
の
３
要
素

（
学
校
教
育
法
）

（
学
習
指
導
要
領
）

学
習
評
価
の

４
観
点

指
導

計
画

等
の

作
成

指
導

計
画

を
踏

ま
え

た
教

育
の

実
施

児
童

生
徒

の
学

習
状

況
，

指
導

計
画

等
の

評
価

授
業

や
指

導
計

画
等

の
改

善

Ａ
ｃ
ｔｉ
ｏ
ｎ

Ｐ
ｌａ

ｎ

Ｄ
ｏ

Ｃ
ｈ

ｅ
ｃ
ｋ

○
学

習
評

価
を

通
じ

て
，

学
習

指
導

の

在
り

方
を

見
直

す
こ

と
や

個
に

応
じ

た
指

導
の

充
実

を
図

る
こ

と
，

学
校

に
お

け
る

教
育

活
動

を
組

織
と

し
て

改
善

す
る

こ
と

が
重

要
。

指
導

と
評

価
の

一
体

化

学
習

指
導

と
学

習
評

価
の

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
に
つ
い
て

【
現

行
】

【
以

下
の

３
観

点
に

沿
っ

た
整

理
を

検
討

】
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観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
に
つ
い
て 総
括

的
な

評
価

と
し

て
の

評
定

観
点

別
の

学
習

状
況

の
評

価

・
各

教
科

・
科

目
の

目
標

や
内

容
に

照
ら

し
て

、
生

徒
の

実
現

状
況

が
ど

の
よ

う
な

も
の

で
あ

る
か

を
、

観
点

ご
と

に
評

価
し

、
生

徒
の

学
習

状
況

を
分

析
的

に
捉

え
る

も
の

。

・
現

行
（
平

成
２

２
年

指
導

要
録

通
知

）
で

は
、

学
力

の
三

要
素

を
踏

ま
え

、
以

下
の

４
つ

の
観

点
ご

と
に

評
価

（
「
A

」
「
B
」
「
C

」
の

３
段

階
）
。

＜
現

行
の

４
観

点
と

学
力

の
３

要
素

の
関

係
＞

「
知
識
・
理
解
」

「
技
能
」

「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」

・
観

点
別

の
学

習
状

況
の

評
価

を
も

と
に

、
総

括
的

な
学

習
状

況
を

示
す

た
め

、
５

段
階

（
小

学
校

は
３

段
階

。
小

学
校

低
学

年
は

行
わ

な
い

）
の

評
定

を
行

う
。

・
平

成
１

２
年

の
指

導
要

録
通

知
に

よ
り

、
観

点
別

の
学

習
状

況
だ

け
で

な
く
、

評
定

に
つ

い
て

も
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

と
す

る
こ

と
と

し
た

。

・
各

観
点

別
の

評
価

を
評

定
に

お
い

て
ど

の
よ

う
に

総
括

す
る

か
は

、
各

学
校

の
工

夫
が

求
め

ら
れ

る
。

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

と
評

定

関
心

・
意

欲
・
態

度
Ｂ

思
考

・
判

断
・
表

現
Ｂ

技
能

Ｂ

知
識

・
理

解
Ｂ

５
「
十

分
満

足
で

き
る

も
の

の
う

ち
，

特
に

程
度

が
高

い
」

状
況

と
判

断
さ

れ
る

も
の

４
「
十

分
満

足
で

き
る

」
状

況
と

判
断

さ
れ

る
も

の

３
「
お

お
む

ね
満

足
で

き
る

」
状

況
と

判
断

さ
れ

る
も

の

２
「
努

力
を

要
す

る
」
状

況
と

判
断

さ
れ

る
も

の

１
「
一

層
努

力
を

要
す

る
」
状

況
と

判
断

さ
れ

る
も

の

※
小

学
校

（
第

３
学

年
以

上
）
は

３
段

階
，

中
学

校
，

高
等

学
校

は
５

段
階

で
評

価

※
３

段
階

で
評

価

Ａ
：
十

分
満

足
で

き
る

Ｂ
：
お

お
む

ね
満

足
で

き
る

Ｃ
：
努

力
を

要
す

る

観
点

別
評

価
観

点
別

評
価

評
定

評
定

例

知
識
及
び
技
能

思
考
力
・
判
断
力

・
表
現
力
等

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

＜
学
力
の
３
要
素
＞
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評
価
の
観
点
、
評
価
規
準
の
例
示
に
つ
い
て

各
教

科
の

評
価

の
観

点
と

趣
旨

学
年

別
の

評
価

の
観

点
の

趣
旨

内
容

の
ま

と
ま

り
※
ご

と
の

評
価

規
準

に
盛

り
込

む
べ

き
事

項
及

び
評

価
規

準
の

設
定

例

各
教

科
別

の
目

標

各
学

校
段

階
別

の
目

標
、

学
力

の
三

要
素

単
元

（
題

材
）
ご

と
の

評
価

規
準

設
定

例
（
一

部
を

例
示

）

学
年

別
の

目
標

評
価

規
準

の
作

成
、

評
価

方
法

等
の

工
夫

改
善

の
た

め
の

参
考

資
料

（
国

立
教

育
政

策
研

究
所

）

指
導

要
録

の
改

善
に

関
す

る
通

知

学
校

教
育

法

学
習

指
導

要
領

（
告

示
）

・
学

校
教

育
法

に
規

定
す

る
各

学
校

段
階

別
の

目
標

に
基

づ
き

、
学

習
指

導
要

領
に

お
い

て
各

教
科

別
の

目
標

と
各

学
年

別
の

目
標

を
規

定
。

・
評

価
の

観
点

は
、

教
育

課
程

部
会

報
告

に
基

づ
く
通

知
に

お
い

て
、

教
科

別
の

評
価

の
観

点
と

趣
旨

、
各

教
科

の
学

年
別

の
評

価
の

観
点

を
示

し
て

い
る

。
・
各

学
校

の
評

価
規

準
設

定
に

資
す

る
た

め
、

内
容

の
ま

と
ま

り
ご

と
の

設
定

例
、

単
元

（
題

材
）
ご

と
の

評
価

規
準

の
設

定
例

は
、

国
立

教
育

政
策

研
究

所
の

参
考

資
料

に
よ

り
示

し
て

い
る

。

内
容

の
ま

と
ま

り
：
例

）
国

語
：
「
A

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と
」
「
B
書

く
こ

と
」
「
C

読
む

こ
と

」
の

各
領

域
、

社
会

：
内

容
（
１

）
（
２

）
…

の
大

項
目

、
算

数
「
A

数
と

計
算

」
「
B
量

と
測

定
」

「
C

図
形

」
「
D
数

量
関

係
」
の

各
領

域
な

ど
、

各
教

科
の

各
領

域
・
大

項
目

等
。

小
学

校
に

お
け

る
教

育
は

、
前

条
に

規
定

す
る

目
的

を
実

現
す

る
た

め
に

必
要

な
程

度
に

お
い

て
第

二
十

一
条

各
号

に
掲

げ
る

目
標

を
達

成
す

る
よ

う
行

わ
れ

る
も

の
と

す
る

。
生

涯
に

わ
た

り
学

習
す

る
基

盤
が

培
わ

れ
る

よ
う

、
基

礎
的

な
知

識
及

び
技

能
を

習
得

さ
せ

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
を

活
用

し
て

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

必
要

な
思

考
力

、
判

断
力

、
表

現
力

そ
の

他
の

能
力

を
は

ぐ
く
み

、
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

を
養

う
こ

と
に

、
特

に
意

を
用

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

例
）
小

学
校

算
数

算
数

的
活

動
を

通
し

て
，

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

身
に

付
け

，
日

常
の

事
象

に
つ

い
て

見
通

し
を

も
ち

筋
道

を
立

て
て

考
え

，
表

現
す

る
能

力
を

育
て

る
と

と
も

に
，

算
数

的
活

動
の

楽
し

さ
や

数
理

的
な

処
理

の
よ

さ
に

気
付

き
，

進
ん

で
生

活
や

学
習

に
活

用
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

育
て

る
。

＜
第

２
学

年
＞

（
1
）

具
体

物
を

用
い

た
活

動
な

ど
を

通
し

て
，

数
に

つ
い

て
の

感
覚

を
豊

か
に

す
る

。
数

の
意

味
や

表
し

方
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

，
加

法
及

び
減

法
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
，

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
，

乗
法

の
意

味
に

つ
い

て
理

解
し

，
そ

の
計

算
の

仕
方

を
考

え
，

用
い

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
（
2
）

具
体

物
を

用
い

た
活

動
な

ど
を

通
し

て
，

長
さ

や
体

積
な

ど
の

単
位

と
測

定
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

よ
う

に
し

，
量

の
大

き
さ

に
つ

い
て

の
感

覚
を

豊
か

に
す

る
。

（
3
）

具
体

物
を

用
い

た
活

動
な

ど
を

通
し

て
，

三
角

形
や

四
角

形
な

ど
の

図
形

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
よ

う
に

し
，

図
形

に
つ

い
て

の
感

覚
を

豊
か

に
す

る
。

（
4
）

具
体

物
を

用
い

た
活

動
な

ど
を

通
し

て
，

数
量

や
そ

の
関

係
を

言
葉

，
数

，
式

，
図

，
表

，
グ

ラ
フ

な
ど

に
表

し
た

り
読

み
取

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

観
点
算
数
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
考
え
方

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
技
能
数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

趣
旨

数
理
的
な
事
象
に
関
心
を
も
つ
と
と
も

に
，
算
数
的
活
動
の
楽
し
さ
や
数
理
的
な

処
理
の
よ
さ
に
気
付
き
，
進
ん
で
生
活
や

学
習
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
。

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
と
ら
え
，
見
通
し
を

も
ち
筋
道
立
て
て
考
え
表
現
し
た
り
，
そ
の
こ
と

か
ら
考
え
を
深
め
た
り
す
る
な
ど
，
数
学
的
な

考
え
方
の
基
礎
を
身
に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
数
学

的
な
表
現
や
処
理
に
か
か
わ
る
技

能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
豊
か
な
感
覚
を
も

ち
，
そ
れ
ら
の
意
味
や
性
質
な
ど
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
る
。

趣
旨

数
量

や
図

形
に

親
し

み
を

も
ち

，
そ

れ
ら

に
つ

い
て

様
々

な
経

験
を

も
と

う
と

す
る

と
と

も
に

，
知

識
や

技
能

な
ど

を
進

ん
で

用
い

よ
う

と
す

る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
及
び
技
能
の
習
得
や
活
用
を
通
し
て
，

数
理
的
な
処
理
に
親
し
み
，
考
え
表
現
し
た

り
工
夫
し
た
り
し
て
い
る

整
数
の
計
算
を
し
た
り
，
長
さ
や

体
積
な
ど
を
測
定
し
た
り
，
図
形

を
構
成
し
た
り
，
数
量
の
関
係
な

ど
を
表
し
た
り
読
み
取
っ
た
り
す
る

な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
感
覚
を
豊
か
に
す

る
と
と
も
に
，
整
数
の
意
味
と
表
し
方
，
整
数
の

計
算
の
意
味
，
長
さ
や
体
積
な
ど
の
単
位
と
測

定
の
意
味
，
図
形
の
意
味
及
び
数
量
の
関
係

な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

乗
法
の
式
に
表
し
た
り
、
式
を
読
み
取
っ

た
り
す
る
こ
と
に
関
心
を
も
ち
、
い
ろ
い
ろ

な
場
面
を
式
に
表
そ
う
と
し
て
い
る

乗
法
が
用
い
ら
れ
る
場
面
を
、
具
体
物
や
図

な
ど
を
用
い
て
考
え
、
式
に
表
し
て
い
る
。

乗
法
の
式
を
、
具
体
的
な
場
面
に
結
び
つ
け

て
捉
え
て
い
る

乗
法
が
用
い
ら
れ
る
場
面
を
式
に

表
し
た
り
、
式
を
読
み
取
っ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る

式
に
表
し
た
り
、
式
を
読
み
取
っ
た
り
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
乗
法
が
用
い
ら
れ
る
場
面
の
数

量
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る

【
例

】
算

数
の

第
２

学
年

に
お

け
る

評
価

の
観

点
の

趣
旨

【
例

】
算

数
の

第
２

学
年

に
お

け
る

「
D

数
量

関
係

」
（
う

ち
「
乗

法
」
関

係
部

分
）
に

関
す

る
評

価
規

準
の

設
定

例

【
例

】
算

数
の

評
価

の
観

点
と

趣
旨
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国 語

国
語

へ
の

関
心

・
意

欲
・
態

度
話

す
・
聞

く
能

力
書

く
能

力
読

む
能

力
言

語
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解
・
技

能

国
語

で
伝

え
合

う
力

を
進

ん
で

高
め

る
と

と
も

に
，

国
語

に
対

す
る

認
識

を
深

め
，

国

語
を

尊
重

し
よ

う
と

す
る

。

目
的

や
場

面
に

応
じ

，
適

切
に

話
し

た
り

聞
い

た
り

話
し

合
っ

た
り

し
て

，
自

分
の

考
え

を
豊

か
に

し
て

い
る

。

相
手

や
目

的
，

意
図

に
応

じ
，

筋
道

を
立

て
て

文
章

を
書

い
て

，
自

分
の

考
え

を
豊

か
に

し
て

い
る

。

目
的

や
意

図
に

応
じ

，
様

々
な

文
章

を

読
ん

だ
り

読
書

に
親

し
ん

だ
り

し
て

，
自

分
の

考
え

を
豊

か
に

し
て

い
る

。

伝
統

的
な

言
語

文
化

に
親

し
ん

だ
り

，
言

葉
の

特
徴

や
き

ま
り

，
漢

字
な

ど
に

つ
い

て
理

解
し

使
っ

た
り

す
る

と
と

も
に

，
文

字

を
正

し
く
整

え
て

速
く
書

い
て

い
る

。

社 会

社
会
的
事
象
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

社
会
的
な
思
考
・
判
断
・
表
現

資
料
活
用
の
技
能

社
会
的
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

社
会
的
事
象
に
対
す
る
関
心
を
高
め
，
そ
れ
を
意
欲

的
に
追
究
し
，
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
自
覚
を
も
っ

て
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る
。

社
会
的
事
象
か
ら
課
題
を
見
い
だ
し
，
社
会
的

事
象
の
意
義
や
特
色
，
相
互
の
関
連
を
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
社
会
の
変
化
を
踏
ま

え
公
正
に
判
断
し
て
，
そ
の
過
程
や
結
果
を
適

切
に
表
現
し
て
い
る
。

社
会
的
事
象
に
関
す
る
諸
資
料
か
ら
有
用
な
情

報
を
適
切
に
選
択
し
て
，
効
果
的
に
活
用
し
て

い
る
。

社
会
的
事
象
の
意
義
や
特
色
，
相
互
の
関
連
を

理
解
し
，
そ
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る
。

数 学

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

数
学
的
な
事
象
に
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
，
数
学
的

活
動
の
楽
し
さ
や
数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
，
数
学
を

活
用
し
て
考
え
た
り
判
断
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
。

事
象
を
数
学
的
に
と
ら
え
て
論
理
的
に
考
察
し

表
現
し
た
り
，
そ
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
考
え

を
深
め
た
り
す
る
な
ど
，
数
学
的
な
見
方
や
考

え
方
を
身
に
付
け
て
い
る
。

事
象
を
数
量
や
図
形
な
ど
で
数
学
的
に
表
現
し

処
理
す
る
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
な
概
念
や

原
理
・
法
則
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
，
知
識
を

身
に
付
け
て
い
る
。

理 科

自
然
事
象
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

科
学
的
な
思
考
・
表
現

観
察
・
実
験
の
技
能

自
然
事
象
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

自
然
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
か
か
わ
り
，
そ
れ
ら

を
科
学
的
に
探
究
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
人
間
生

活
と
の
か
か
わ
り
で
み
よ
う
と
す
る
。

自
然
の
事
物
・
現
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ

し
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
，
実
験
な
ど
を

行
い
，
事
象
や
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
し
，
表

現
し
て
い
る
。

観
察
，
実
験
を
行
い
，
基
本
操
作
を
習
得
す
る

と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
過
程
や
結
果
を
的
確
に

記
録
，
整
理
し
，
自
然
の
事
物
・
現
象
を
科
学

的
に
探
究
す
る
技
能
の
基
礎
を
身
に
付
け
て
い

る
。

自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
基
本
的
な
概

念
や
原
理
・
法
則
を
理
解
し
，
知
識
を
身
に
付

け
て
い
る
。

音 楽

音
楽
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

音
楽
表
現
の
創
意
工
夫

音
楽
表
現
の
技
能

鑑
賞
の
能
力

音
楽
に
親
し
み
，
音
や
音
楽
に
対
す
る
関
心
を
も

ち
，
主
体
的
に
音
楽
表
現
や
鑑
賞
の
学
習
に
取
り
組

も
う
と
す
る
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
，
そ

れ
ら
の
働
き
が
生
み
出
す
特
質
や
雰
囲
気
を
感

受
し
な
が
ら
，
音
楽
表
現
を
工
夫
し
，
ど
の
よ

う
に
表
す
か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
も
っ
て

い
る
。

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
音
楽
表
現
を
す
る
た
め

の
技
能
を
身
に
付
け
，
歌
唱
，
器
楽
，
創
作
で

表
し
て
い
る
。

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
し
，
そ

れ
ら
の
働
き
が
生
み
出
す
特
質
や
雰
囲
気
を
感

受
し
な
が
ら
，
解
釈
し
た
り
価
値
を
考
え
た
り

し
て
，
よ
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
っ
て
聴
い
て
い

る
。

教
科
ご
と
の
評
価
の
観
点

（
例

）
中

学
校

の
各

教
科

の
評

価
の

観
点

「
小

学
校

，
中

学
校

，
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
等

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
学

習
評

価
及

び
指

導
要

録
の

改
善

等
に

つ
い

て
」

平
成

２
２

年
３

月
初

等
中

等
教

育
局

長
通

知

36



美 術

美
術
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

発
想
や
構
想
の
能
力

創
造
的
な
技
能

鑑
賞
の
能
力

美
術
の
創
造
活
動
の
喜
び
を
味
わ
い
，
主
体
的

に
表
現
や
鑑
賞
の
学
習
に
取
り
組
も
う
と
す

る
。

感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
て
豊
か
に
発
想

し
，
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
考
え
心
豊
か

で
創
造
的
な
表
現
の
構
想
を
練
っ
て
い

る
。

感
性
や
造
形
感
覚
な
ど
を
働
か
せ
て
，
表

現
の
技
能
を
身
に
付
け
，
意
図
に
応
じ
て

表
現
方
法
な
ど
を
創
意
工
夫
し
創
造
的
に

表
し
て
い
る
。

感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
て
，
美
術
作
品

な
ど
か
ら
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取

り
味
わ
っ
た
り
，
美
術
文
化
を
理
解
し
た

り
し
て
い
る
。

技 術 ・ 家 庭

生
活
や
技
術
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

生
活
を
工
夫
し
創
造
す
る
能
力

生
活
の
技
能

生
活
や
技
術
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

生
活
や
技
術
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
，
生
活
を

充
実
向
上
す
る
た
め
に
進
ん
で
実
践
し
よ
う
と

す
る
。

生
活
に
つ
い
て
見
直
し
，
課
題
を
見
付

け
，
そ
の
解
決
を
目
指
し
て
自
分
な
り
に

工
夫
し
創
造
し
て
い
る
。

生
活
に
必
要
な
基
礎
的
・
基
本
的
な
技
術

を
身
に
付
け
て
い
る
。

生
活
や
技
術
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
を
身
に
付
け
，
生
活
と
技
術
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

保 健 体 育

運
動
や
健
康
・
安
全
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

運
動
や
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
の

思
考
・
判
断

運
動
の
技
能

運
動
や
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
，
運
動
の
合
理
的
な
実
践
に
積
極
的
に

取
り
組
も
う
と
す
る
。
ま
た
，
個
人
生
活
に
お

け
る
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
関
心
を
も
ち
，
意

欲
的
に
学
習
に
取
り
組
も
う
と
す
る
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
こ
と
を

目
指
し
て

,学
習
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取

り
組
み
方
や
健
康
の
保
持
及
び
体
力
を
高

め
る
た
め
の
運
動
の
組
み
合
わ
せ
方
を
工

夫
し
て
い
る
。
ま
た
，
個
人
生
活
に
お
け

る
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
，
課
題
の
解
決

を
目
指
し
て
考
え
，
判
断
し
，
そ
れ
ら
を

表
し
て
い
る
。

運
動
の
合
理
的
な
実
践
を
通
し
て
，
運
動

の
特
性
に
応
じ
た
基
本
的
な
技
能
を
身
に

付
け
て
い
る
。

運
動
の
合
理
的
な
実
践
に
関
す
る
具
体
的

な
事
項
及
び
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親

し
む
た
め
の
理
論
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

る
。
ま
た
，
個
人
生
活
に
お
け
る
健
康
・

安
全
に
つ
い
て
，
課
題
の
解
決
に
役
立
つ

基
礎
的
な
事
項
を
理
解
し
て
い
る
。

外 国 語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

関
心
・
意
欲
・
態
度

外
国
語
表
現
の
能
力

外
国
語
理
解
の
能
力

言
語
や
文
化
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
を
も
ち
，
積
極

的
に
言
語
活
動
を
行
い
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
ろ
う
と
す
る
。

外
国
語
で
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
，
自

分
の
考
え
な
ど
を
表
現
し
て
い
る
。

外
国
語
を
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
，
話

し
手
や
書
き
手
の
意
向
な
ど
を
理
解
し
て

い
る
。

外
国
語
の
学
習
を
通
し
て
，
言
語
や
そ
の

運
用
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に
付
け
て
い

る
と
と
も
に
，
そ
の
背
景
に
あ
る
文
化
な

ど
を
理
解
し
て
い
る
。
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学
年
別
の
評
価
の
観
点
の
趣
旨

小
学

校
＜

算
数

＞
の

例

観 点
算

数
へ

の
関

心
・
意

欲
・
態

度
数

学
的

な
考

え
方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

趣 旨

数
理
的
な
事
象
に
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
，
算

数
的
活
動
の
楽
し
さ
や
数
理
的
な
処
理
の
よ

さ
に
気
付
き
，
進
ん
で
生
活
や
学
習
に
活
用
し

よ
う
と
す
る
。

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
と
ら
え
，
見

通
し
を
も
ち
筋
道
立
て
て
考
え
表
現
し

た
り
，
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
を
深
め
た
り

す
る
な
ど
，
数
学
的
な
考
え
方
の
基
礎

を
身
に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
数
学
的
な
表
現

や
処
理
に
か
か
わ
る
技
能
を
身
に
付
け
て
い

る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
豊
か
な
感
覚
を
も

ち
，
そ
れ
ら
の
意
味
や
性
質
な
ど
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
る
。

評
価

の
観

点
の

趣
旨

学
年

別
の

評
価

の
観

点
の

趣
旨

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・
態

度
数

学
的

な
考

え
方

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

技
能

数
量

や
図

形
に

つ
い

て
の

知
識

・
理

解

１ 学 年

数
量
や
図
形
に
親
し
み
を
持
ち
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
様
々
な
経
験
を
も
と
う
と
す
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び

技
能
の
習
得
や
活
用
を
通
し
て
、
数
理
的
な
処
理
に
親
し

み
、
考
え
表
現
し
た
り
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。

整
数
の
計
算
を
し
た
り
、
身
の
回
り
に
あ
る
量
の
大

き
さ
を
比
較
し
た
り
、
図
形
を
構
成
し
た
り
、
数
量
の

関
係
な
ど
を
表
し
た
り
読
み
取
っ
た
り
す
る
な
ど
の

技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
お
ｎ
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、

整
数
の
意
味
と
表
し
方
及
び
整
数
の
計
算
の
意
味
を
理
解
し
、

量
、
図
形
及
び
数
量
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
の
基
礎
と
な

る
経
験
を
豊
か
に
し
て
い
る
。

２ 学 年

数
量
や
図
形
に
親
し
み
を
持
ち
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
様
々
な
経
験
を
も
と
う
と
す
る
と
と
も
に
、
知

識
や
技
能
な
ど
を
進
ん
で
用
い
よ
う
と
す
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び

技
能
の
習
得
や
活
用
を
通
し
て
、
数
理
的
な
処
理
に
親
し

み
、
考
え
表
現
し
た
り
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。
親
し
み
、
考

え
表
現
し
た
り
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。

整
数
の
計
算
を
し
た
り
、
長
さ
や
体
積
な
ど
を
測
定

し
た
り
、
図
形
を
構
成
し
た
り
、
数
量
の
関
係
な
ど

を
表
し
た
り
読
み
取
っ
た
り
す
る
な
ど
の
技
能
を
身

に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、

整
数
の
意
味
と
表
し
方
、
整
数
の
計
算
の
意
味
、
長
さ
や
体

積
な
ど
の
単
位
と
測
定
の
意
味
、
図
形
の
意
味
及
び
数
量
の

関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

３ 学 年

数
理
的
な
事
象
に
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
、
知
識

や
技
能
な
ど
の
有
用
さ
及
び
数
量
や
図
形
の
性

質
や
関
係
を
調
べ
た
り
道
筋
を
立
て
て
考
え
た
り

す
る
こ
と
の
よ
さ
に
気
づ
き
、
進
ん
で
生
活
や
学

習
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び

技
能
の
習
得
や
活
用
を
通
し
て
、
日
常
の
事
象
に
つ
い
て

見
通
し
を
持
ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
表
現
し
た
り
、
そ
の
こ
と

か
ら
考
え
を
深
め
た
り
す
る
な
ど
、
数
学
的
な
考
え
方
の
基

礎
を
身
に
付
け
て
い
る
。

整
数
な
ど
の
計
算
を
し
た
り
、
長
さ
や
重
さ
な
ど
を

測
定
し
た
り
、
図
形
を
構
成
要
素
に
着
目
し
て
構

成
し
た
り
、
数
量
の
関
係
な
ど
を
表
し
た
り
読
み

取
っ
た
り
す
る
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、

整
数
、
少
数
及
び
分
数
の
意
味
と
表
し
方
、
計
算
の
意
味
、

長
さ
や
重
さ
な
ど
の
単
位
と
測
定
の
意
味
、
図
形
の
意
味
及

び
数
量
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

４ 学 年

数
理
的
な
事
象
に
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
、
知
識

や
技
能
な
ど
の
有
用
さ
及
び
数
量
や
図
形
の
性

質
や
関
係
を
調
べ
た
り
道
筋
を
立
て
て
考
え
た
り

す
る
こ
と
の
よ
さ
に
気
づ
き
、
進
ん
で
生
活
や
学

習
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び

技
能
の
習
得
や
活
用
を
通
し
て
、
日
常
の
事
象
に
つ
い
て

見
通
し
を
持
ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
表
現
し
た
り
、
そ
の
こ
と

か
ら
考
え
を
深
め
た
り
す
る
な
ど
、
数
学
的
な
考
え
方
の
基

礎
を
身
に
付
け
て
い
る
。

整
数
な
ど
の
計
算
を
し
た
り
、
図
形
の
面
積
を
求

め
た
り
、
図
形
を
構
成
要
素
に
着
目
し
て
構
成
し

た
り
、
数
量
の
関
係
な
ど
を
表
し
た
り
調
べ
た
り
す

る
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、

整
数
、
少
数
及
び
分
数
の
意
味
と
表
し
方
、
計
算
の
意
味
、

面
積
な
ど
の
単
位
と
測
定
の
意
味
、
図
形
の
意
味
及
び
数
量

の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

５ 学 年

数
理
的
な
事
象
に
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
、
数
量

や
図
形
の
性
質
や
関
係
な
ど
に
着
目
し
て
考
察

処
理
し
た
り
、
論
理
的
に
考
え
た
り
す
る
こ
と
の
よ

さ
に
気
付
き
、
進
ん
で
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ

う
と
す
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び

技
能
の
習
得
や
活
用
を
通
し
て
、
日
常
の
事
象
に
つ
い
て

見
通
し
を
持
ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
表
現
し
た
り
、
そ
の
こ
と

か
ら
考
え
を
深
め
た
り
す
る
な
ど
、
数
学
的
な
考
え
方
の
基

礎
を
身
に
付
け
て
い
る
。

小
数
や
分
数
の
計
算
を
し
た
り
、
図
形
の
面
積
や

体
積
を
求
め
た
り
、
図
形
の
性
質
を
調
べ
た
り
、
数

量
の
関
係
な
ど
を
表
し
た
り
調
べ
た
り
す
る
な
ど
の

技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、

整
数
の
性
質
、
分
数
の
意
味
、
小
数
や
分
数
の
計
算
の
意

味
、
面
積
の
公
式
、
体
積
の
単
位
と
測
定
の
意
味
、
図
形
の

意
味
や
性
質
及
び
数
量
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
る
。

６ 学 年

数
理
的
な
事
象
に
関
心
を
も
つ
と
と
も
に
、
数
量

や
図
形
の
性
質
や
関
係
な
ど
に
着
目
し
て
考
察

処
理
し
た
り
、
論
理
的
に
考
え
た
り
す
る
こ
と
の
よ

さ
に
気
付
き
、
進
ん
で
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ

う
と
す
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び

技
能
の
習
得
や
活
用
を
通
し
て
、
日
常
の
事
象
に
つ
い
て

論
理
的
に
考
え
表
現
し
た
り
、
そ
の
こ
と
を
基
に
発
展
的
、

統
合
的
に
考
え
た
り
す
る
な
ど
、
数
学
的
な
考
え
方
の
基
礎

を
身
に
付
け
て
い
る
。

分
数
の
計
算
を
し
た
り
、
図
形
の
面
積
や
体
積
を

求
め
た
り
、
図
形
を
構
成
し
た
り
、
数
量
の
関
係
な

ど
を
表
し
た
り
調
べ
た
り
す
る
な
ど
の
技
能
を
身
に

付
け
て
い
る
。

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、

分
数
の
計
算
の
意
味
、
体
積
の
公
式
、
速
さ
の
意
味
、
図
形

の
意
味
及
び
数
量
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
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各 観 点 、 内 容 ご と の

評 価 の 規 準

評
価
規
準
に
つ
い
て

「
評

価
規

準
の

作
成

，
評

価
方

法
等

の
工

夫
改

善
の

た
め

の
参

考
資

料
」
国

立
教

育
政

策
研

究
所

（
例
）
小
学
校
算
数

第
２
学
年
「
Ｄ

数
量
関
係
」
の
評
価
規
準
設
定
例

評
価

の
観

点

算
数

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

数
学

的
な

考
え

方
数

量
や

図
形

に
つ

い
て

の
技

能
数

量
や

図
形

に
つ

い
て

の
知

識
・

理
解

加
法

と
減

法
の

相
互

関
係

に
関

心
を

持
ち

、
加

法
と

減
法

の
場

面
を

式
に

表
そ

う
と

し
て

い
る

加
法

と
減

法
の

相
互

関
係

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

を
、

図
を

基
に

考
え

て
い

る
。

加
法

と
減

法
の

相
互

関
係

を
用

い
て

、
加

法
の

式
を

減
法

の
式

に
直

し
た

り
、

減
法

の
式

を
加

法
の

式
に

直
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

加
法

と
減

法
は

互
い

に
逆

の
関

係
に

な
っ

て
い

る
な

ど
、

加
法

と
減

法
の

相
互

関
係

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

。

乗
法

の
式

に
表

し
た

り
、

式
を

読
み

取
っ

た
り

す
る

こ
と

に
関

心
を

も
ち

、
い

ろ
い

ろ
な

場
面

を
式

に
表

そ
う

と
し

て
い

る

乗
法

が
用

い
ら

れ
る

場
面

を
、

具
体

物
や

図
な

ど
を

用
い

て
考

え
、

式
に

表
し

て
い

る
。

乗
法

の
式

を
、

具
体

的
な

場
面

に
結

び
つ

け
て

捉
え

て
い

る

乗
法

が
用

い
ら

れ
る

場
面

を
式

に
表

し
た

り
、

式
を

読
み

取
っ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

式
に

表
し

た
り

、
式

を
読

み
取

っ
た

り
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

乗
法

が
用

い
ら

れ
る

場
面

の
数

量
の

関
係

に
つ

い
て

理
解

し
て

い
る

簡
単

な
表

や
グ

ラ
フ

を
用

い
て

表
す

と
、

そ
れ

ぞ
れ

の
大

き
さ

が
比

べ
や

す
く

な
る

と
い

う
よ

さ
に

気
付

い
て

い
る

数
量

を
分

類
整

理
す

る
方

法
や

、
簡

単
な

表
や

グ
ラ

フ
を

用
い

て
表

す
方

法
を

考
え

て
い

る
。

身
の

回
り

に
あ

る
数

量
を

分
類

整
理

し
、

簡
単

な
表

や
グ

ラ
フ

を
用

い
て

表
し

た
り

読
み

取
っ

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

簡
単

な
式

や
グ

ラ
フ

を
用

い
て

表
し

た
り

、
読

み
取

っ
た

り
す

る
仕

方
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

「
評

価
規

準
の

作
成

、
評

価
方

法
等

の
工

夫
改

善
の

た
め

の
参

考
資

料
」
の

構
成

（
小

・
中

の
例

）

第
１

編
総

説
第

１
章

学
習

評
価

の
在

り
方

に
つ

い
て

１
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
反
映
し
た
学
習
評
価
の

基
本
的
な
考
え
方

２
新
学
習
指
導
要
領
の
下
で
の
指
導
要
録
に
お
け
る

観
点
別
学
習
状
況
、
評
定
、
特
別
活
動
及
び
外
国
語
活
動

の
記
録

第
２

章
評

価
規

準
の

設
定

等
に

つ
い

て
（
第

２
編

関
係

）

１
評
価
規
準
の
設
定
に
つ
い
て

２
資
料
の
構
成
等
に
つ
い
て

第
３

章
評

価
方

法
の

工
夫

改
善

に
つ

い
て

（
第

３
編

関
係

）

１
評
価
方
法
の
工
夫
改
善
に
つ
い
て

２
評
価
時
期
等
の
ク
フ
に
つ
い
て

３
各
学
校
に
お
け
る
指
導
と
評
価
の
工
夫
改
善
に
つ
い
て

４
第
３
編
の
資
料
で
紹
介
す
る
評
価
方
法
等
の
事
例
の
特
徴

第
２

編
評

価
規

準
に

盛
り

込
む

べ
き

事
項

等
第

１
教

科
目

標
、

評
価

の
観

点
及

び
そ

の
趣

旨
等

第
２

内
容

の
ま

と
ま

り
ご

と
の

評
価

規
準

に
盛

り
込

む
べ

き
事

項
及

び
評

価
規

準
の

設
定

例

第
３

編
評

価
に

関
す

る
事

例
１

評
価

規
準

の
設

定
に

つ
い

て
２

各
事

例
の

ポ
イ

ン
ト

○
各

学
校

に
お

け
る

評
価

規
準

の
作

成
に

活
用

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
国

立
教

育
政

策
研

究
所

が
作

成
。

（
H

12
要

録
通

知
以

降
）

○
各

校
種

・
各

教
科

ご
と

に
、

学
習

評
価

の
基

本
的

な
考

え
方

、
評

価
規

準
の

設
定

例
、

具
体

的
な

評
価

方
法

等
に

つ
い

て
示

し
て

い
る

。
○

学
教

科
の

内
容

の
ま

と
ま

り
ご

と
に

評
価

の
評

価
規

準
の

設
定

例
を

示
し

た
り

、
い

く
つ

か
の

単
元

・
題

材
ご

と
の

指
導

案
と

評
価

規
準

の
設

定
例

な
ど

を
例

示
。
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学
習

指
導

要
領

指
導

要
録

に
お

け
る

各
教

科
の

学
習

の
記

録
（
小

学
校

，
中

学
校

）
評

価
規

準

教
育
内
容
の
一
層
の
向
上

（
「
教
育
内
容
の
現
代
化
」
）

評
定

所
見

備
考

・
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

照
ら

し
て

，
学

級
又

は
学

年
に

お
け

る
位

置
づ

け
を

評
価

・
各

段
階

ご
と

に
一

定
の

比
率

を
定

め
て

，
機

械
的

に
割

り
振

る
こ

と
の

な
い

よ
う

留
意

・
学

習
に

お
い

て
認

め
ら

れ
た

特
徴

を
，

他
の

児
童

生
徒

と
の

比
較

で
は

な
く
，

そ
の

児
童

生
徒

自
身

に
つ

い
て

記
録

・
観

点
に

つ
い

て
，

各
教

科
の

指
導

の
結

果
に

基
づ

い
て

評
価

・
教

科
の

学
習

に
つ

い
て

特
記

す
べ

き
事

項
が

あ
る

場
合

に
記

入
時

代
の

進
展

に
対

応
し

た

教
育

内
容

の
導

入

（
学

習
指

導
要

領
実

施
）
小

：
昭

46
年

度
，

中
：
昭

47
年

度
，

高
：
昭

和
48

年
度 （
要

録
通

知
）
小

中
：
昭

46
年

2月
，

高
：
昭

48
年

2月

ゆ
と
り
あ
る
充
実
し
た

学
校
生
活
の
実
現

（
「
学
習
負
担
の
適
性
化
」
）

評
定

観
点
別
学
習
状
況

所
見

・
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

照
ら

し
て

，
学

級
又

は
学

年
に

お
け

る
位

置
づ

け
を

評
価

・
各

段
階

ご
と

に
一

定
の

比
率

を
定

め
て

，
機

械
的

に
割

り
振

る
こ

と
の

な
い

よ
う

留
意

・
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
の

達
成

状
況

を
観

点
ご

と
に

評
価

・
各

教
科

に
共

通
す

る
観

点
と

し
て

「
関

心
・
態

度
」
が

追
加

・
教

科
の

学
習

に
つ

い
て

総
合

的
に

み
た

場
合

の
児

童
の

特
徴

や
指

導
上

留
意

す
べ

き
事

項
を

記
入

各
教

科
等

の
目

標
・
内

容
を

中
核

的
事

項
に

し
ぼ

る

（
学

習
指

導
要

領
実

施
）
小

：
昭

５
５

年
度

，
中

：
昭

５
６

年
度

，
高

：
昭

５
７

年
度

（
要

録
通

知
）
小

中
：
昭

５
５

年
２

月
，

高
：
昭

５
６

年
１

２
月

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
と
そ
れ
に
伴
う
指
導
要
録
等
の
評
価
の
在
り
方
の
変
遷

昭
和

52
～

53
年

改
訂

昭
和

43
～

45
年

改
訂

・
国

に
お

い
て

は
、

各
学

校
や

設
置

者
の

参
考

と
な

る
よ

う
、

学
習

指
導

要
領

の
改

訂
ご

と
に

、
そ

の
趣

旨
を

反
映

し
た

学
習

評
価

の
基

本
的

な
考

え
方

を
示

す
と

と
も

に
、

指
導

要
録

に
記

載
す

る
事

項
等

を
提

示
し

て
き

た
。

・
昭

和
５

２
年

・
５

３
年

学
習

指
導

要
領

改
訂

に
対

応
し

た
指

導
要

録
か

ら
、

目
標

の
達

成
状

況
を

観
点

ご
と

に
評

価
す

る
観

点
別

評
価

を
導

入
。

・
評

定
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

０
年

・
１

１
年

改
訂

に
対

応
し

た
指

導
要

録
か

ら
、

そ
れ

ま
で

の
「
集

団
に

準
拠

し
た

評
価

」
（
い

わ
ゆ

る
相

対
評

価
）
か

ら
段

階
を

経
て

「
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

」
を

行
う

こ
と

と
な

っ
て

い
る

。
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社
会
の
変
化
に
自
ら
対
応

で
き
る
心
豊
か
な
人
間
の
育
成

観
点
別
学
習
状
況

評
定

所
見

・
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

照
ら

し
て

，

そ
の

実
現

状
況

を
観

点
ご

と
に

評
価

・
観

点
の

順
序

の
入

れ
替

え
（
「
関

心
・
意

欲
・
態

度
」
が

最
初

）

・
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

照
ら

し
て

，
学

級
又

は
学

年
に

お
け

る
位

置
づ

け
を

評
価

・
各

段
階

ご
と

に
一

定
の

比
率

を
定

め
て

，
機

械
的

に
割

り
振

る
こ

と
の

な
い

よ
う

留
意

・
教

科
の

学
習

に
つ

い
て

総
合

的
に

み
た

場
合

の
児

童
の

特
徴

及
び

指
導

上
留

意
す

べ
き

事
項

を
記

入
。

そ
の

際
，

児
童

生
徒

の
長

所
を

取
り

上
げ

る
こ

と
が

基
本

と
な

る
よ

う
留

意

生
活

科
の

新
設

，
道

徳
教

育
の

充
実

（
学

習
指

導
要

領
実

施
）
小

：
平

４
年

度
，

中
：
平

５
年

度
，

高
：
平

６
年

度

（
要

録
通

知
）
小

中
：
平

３
年

３
月

，
高

：
平

５
年

７
月

基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
付

け
さ
せ
，
自
ら
学
び
考
え
る
力

な
ど
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成

観
点
別
学
習
状
況

評
定

総
合
所
見
及
び

指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項

国
立

教
育

政
策

研
究

所
に

よ
る

評
価

規
準

の
例

示
・
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

照
ら

し
て

，

そ
の

実
現

状
況

を
観

点
ご

と
に

評
価

・
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

照
ら

し
て

，

そ
の

実
現

状
況

を
総

括
的

に
評

価

・
児

童
生

徒
の

状
況

を
総

合
的

に
と

ら
え

る
。

そ
の

際
，

児
童

生
徒

の
優

れ
て

い
る

点
や

長
所

，
進

歩
の

状
況

な
ど

を
取

り
上

げ
る

こ
と

を
基

本
と

な
る

よ
う

留
意

・
学

級
・
学

年
な

ど
集

団
の

中
で

の
相

対
的

な
位

置
づ

け
に

関
す

る
情

報
も

必
要

に
応

じ
記

入

教
育

内
容

の
厳

選
，

総
合

的
な

学
習

の
時

間
の

新
設

（
学

習
指

導
要

領
実

施
）
小

：
平

１
４

年
度

，
中

：
平

１
４

年
度

，
高

：
平

１
５

年
度

（
要

録
通

知
）
小

中
高

：
平

１
３

年
２

月

「
生
き
る
力
」
の
育
成

,基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

習
得
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
の
育
成
の
バ
ラ
ン
ス

観
点
別
学
習
状
況

評
定

総
合
所
見
及
び

指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項

国
立

教
育

政
策

研
究

所
に

よ
る

評
価

規
準

の
例

示
・
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

照
ら

し
て

，

そ
の

実
現

状
況

を
観

点
ご

と
に

評
価

・
学

習
指

導
要

領
に

定
め

る
目

標
に

照
ら

し
て

，

そ
の

実
現

状
況

を
総

括
的

に
評

価

・
児

童
生

徒
の

状
況

を
総

合
的

に
と

ら
え

る
。

そ
の

際
，

児
童

生
徒

の
優

れ
て

い
る

点
や

長
所

，
進

歩
の

状
況

な
ど

を
取

り
上

げ
る

こ
と

を
基

本
と

な
る

よ
う

留
意

・
学

級
・
学

年
な

ど
集

団
の

中
で

の
相

対
的

な
位

置
づ

け
に

関
す

る
情

報
も

必
要

に
応

じ
記

入

授
業

時
数

の
増

、
指

導
内

容
の

充
実

、
言

語
活

動
、

小
学

校
外

国
語

活
動

の
新

設

（
学

習
指

導
要

領
実

施
）
小

：
平

２
３

年
度

，
中

：
平

２
４

年
度

，
高

：
平

２
５

年
度

（
要

録
通

知
）
小

中
高

：
平

２
２

年
５

月

（
※

）
高

等
学

校
に

お
い

て
は

、
小

・
中

学
校

と
同

様
に

観
点

等
を

踏
ま

え
な

が
ら

評
価

を
行

う
こ

と
を

通
知

で
示

し
て

い
る

が
、

高
等

学
校

生
徒

指
導

要
録

の
様

式
例

上
は

、
観

点
別

学
習

状
況

を
記

録
す

る
欄

は
示

し
て

い
な

い
。

平
成

20
～

21
年

改
訂

（
現

行
）

平
成

10
～

11
年

改
訂

平
成

元
年

改
訂 41



「
行
動
の
記
録
」
に
つ
い
て

指
導

要
録

に
お

け
る

「
行

動
の

記
録

」
の

変
遷

42
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「
行
動
の
記
録
」
の
変
遷

昭
和

36
年

児
童

・
生

徒
指

導
要

録

「
行

動
お

よ
び

性
格

の
記

録
」

昭
和

46
年

児
童

・
生

徒
指

導
要

録
「
行

動
お

よ
び

性
格

の
記

録
」

昭
和

55
年

児
童

・
生

徒
指

導
要

録
「
行

動
及

び
性

格
の

記
録

」

平
成

３
年

児
童

・
生

徒
指

導
要

録
「
行

動
の

状
況

」

平
成

13
年

児
童

・
生

徒
指

導
要

録
「
行

動
の

記
録

」

平
成

22
年

児
童

・
生

徒
指

導
要

録
「
行

動
の

記
録

」

小
・
中

学
校

小
学

校
中

学
校

小
・
中

学
校

小
学

校
中

学
校

小
・
中

学
校

小
・
中

学
校

基
本

的
な

生
活

習
慣

自
主

性

責
任

感

根
気

強
さ

自
省

心
向

上
心

公
正

さ

指
導

性
協

調
性

同
情

心
公

共
心

積
極

性
情

緒
の

安
定

健
康

・
安

全
の

習
慣

礼
儀

自
主

性

責
任

感

根
気

強
さ

創
意

く
ふ

う

情
緒

の
安

定
協

力
性

公
正

さ
公

共
心

基
本

的
な

生
活

習
慣

自
主

性

責
任

感

根
気

強
さ

創
意

く
ふ

う

情
緒

の
安

定
寛

容
指

導
性

協
力

性

公
正

さ
公

共
心

基
本

的
な

生
活

習
慣

自
主

性

責
任

感

勤
労

意
欲

・
根

気
強

さ
創

意
工

夫

情
緒

の
安

定

寛
容

・
協

力
性

公
正

公
共

心

基
本

的
な

生
活

習
慣

明
朗

・
快

活

自
主

性
・
根

気
強

さ
責

任
感

創
意

工
夫

思
い

や
り

協
力

性
自

然
愛

護

勤
労

・
奉

仕

公
共

・
公

平
公

共
心

基
本

的
な

生
活

習
慣

明
朗

・
快

活

自
主

・
自

律
向

上
心

責
任

感

創
意

工
夫

思
い

や
り

寛
容

・
協

力
性

自
然

愛
護

勤
労

・
奉

仕

公
共

・
公

平
公

共
心

基
本

的
な

生
活

習
慣

健
康

・
体

力
の

向
上

自
主

・
自

律

責
任

感

創
意

工
夫

思
い

や
り

・
協

力 生
命

尊
重

・
自

然
愛

護

勤
労

・
奉

仕

公
正

・
公

平

公
共

心
・
公

徳
心

基
本

的
な

生
活

習
慣

健
康

・
体

力
の

向
上

自
主

・
自

律

責
任

感

創
意

工
夫

思
い

や
り

・
協

力 生
命

尊
重

・
自

然
愛

護

勤
労

・
奉

仕

公
正

・
公

平

公
共

心
・
公

徳
心
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小
学
校

中
学
校

Ａ
主

と
し

て
自

分
自

身
に

関
す

る
こ

と

善
悪

の
判

断
，

自
律

，
自

由
と

責
任

自
主

，
自

律
，

自
由

と
責

任
正

直
，

誠
実

節
度

，
節

制
節

度
，

節
制

個
性

の
伸

長
向

上
心

，
個

性
の

伸
長

希
望

と
勇

気
，

努
力

と
強

い
意

志
希

望
と

勇
気

，
克

己
と

強
い

意
志

真
理

の
探

究
真

理
の

探
究

，
創

造

Ｂ
主

と
し

て
人

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と

親
切

，
思

い
や

り
思

い
や

り
，

感
謝

感
謝

礼
儀

礼
儀

友
情

，
信

頼
友

情
，

信
頼

相
互

理
解

，
寛

容
相

互
理

解
，

寛
容

Ｃ
主

と
し

て
集

団
や

社
会

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と

規
則

の
尊

重
遵

法
精

神
，

公
徳

心

公
正

，
公

平
，

社
会

正
義

公
正

，
公

平
，

社
会

正
義

勤
労

，
公

共
の

精
神

社
会

参
画

，
公

共
の

精
神

勤
労

家
族

愛
，

家
庭

生
活

の
充

実
家

族
愛

，
家

庭
生

活
の

充
実

よ
り

よ
い

学
校

生
活

，
集

団
生

活
の

充
実

よ
り

よ
い

学
校

生
活

，
集

団
生

活
の

充
実

伝
統

と
文

化
の

尊
重

，
国

や
郷

土
を

愛
す

る
態

度
郷

土
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

，
郷

土
を

愛
す

る
態

度

我
が

国
の

伝
統

と
文

化
の

尊
重

，
国

を
愛

す
る

態
度

国
際

理
解

，
国

際
親

善
国

際
理

解
，

国
際

貢
献

Ｄ
主

と
し

て
生

命
や

自
然

，
崇

高
な

も
の

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と

生
命

の
尊

さ
生

命
の

尊
さ

自
然

愛
護

自
然

愛
護

感
動

，
畏

敬
の

念
感

動
，

畏
敬

の
念

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

よ
り

よ
く
生

き
る

喜
び

（
参
考
）
道
徳
教
育
の
内
容
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
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51
.8

%

55
.9

% 65
.6

%

68
.3

%

46
.8

%

42
.7

% 34
.1

%

31
.4

%

1.
4% 1.

3% 0.
3%

0.
3%

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

50
.0

%
60

.0
%

70
.0

%
80

.0
%

90
.0

%
10

0.
0%

関
心

・
意

欲
・
態

度

思
考

・
判

断
・
表

現

技
能

知
識

・
理

解

円
滑

に
実

施
で

き
て

い
る

あ
る

程
度

円
滑

に
実

施
で

き
て

い
る

あ
ま

り
円

滑
に

実
施

で
き

て
い

な
い

円
滑

に
実

施
で

き
て

い
な

い

56
.8

%

60
.6

% 67
.1

%

71
.3

%

41
.7

%

38
.0

% 32
.2

%

28
.1

%

1.
5% 1.

4% 0.
6%

0.
6%

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

50
.0

%
60

.0
%

70
.0

%
80

.0
%

90
.0

%
10

0.
0%

関
心

・
意

欲
・
態

度

思
考

・
判

断
・
表

現

技
能

知
識

・
理

解

円
滑

に
実

施
で

き
て

い
る

あ
る

程
度

円
滑

に
実

施
で

き
て

い
る

あ
ま

り
円

滑
に

実
施

で
き

て
い

な
い

円
滑

に
実

施
で

き
て

い
な

い

観
点
別
評
価
の
実
施
状
況
（
小
学
校
・
中
学
校
）

・
観

点
別

評
価

の
実

施
に

つ
い

て
、

ほ
ぼ

全
て

の
小

中
学

校
が

、
い

ず
れ

の
観

点
に

つ
い

て
も

「
円

滑
に

実
施

で
き

て
い

る
」
「
あ

る
程

度
円

滑
に

実
施

で
き

て
い

る
」
と

回
答

。

文
部

科
学

省
教

育
課

程
編

成
・
実

施
状

況
調

査
（
平

成
2
5
年

度
）

小
学

校

中
学

校

※
各

学
校

ご
と

に
回

答
。
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観
点
別
評
価
の
実
施
状
況
（
高
等
学
校
①
）

・
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
を

実
施

で
き

て
い

る
と

回
答

し
て

い
る

高
校

（
学

科
数

）
は

、
約

７
～

８
割

。
・
観

点
別

の
学

習
状

況
に

つ
い

て
、

指
導

要
録

に
記

載
し

て
い

る
高

校
（
普

通
科

・
全

日
制

）
は
1
.3

％
、

通
信

簿
（
通

知
表

）
に

記
載

し
て

い
る

の
は

5
.8

％
程

度
。

文
部

科
学

省
教

育
課

程
編

成
・
実

施
状

況
調

査
（
平

成
2
5
年

度
）

74
.7

% 81
.0

%
76

.1
%

71
.8

%
76

.0
%

65
.6

%

25
.3

% 19
.0

%

23
.9

%

28
.4

%

24
.0

%

34
.4

%

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

50
.0

%
60

.0
%

70
.0

%
80

.0
%

90
.0

%
10

0.
0%

普
通

科

専
門

学
科

総
合

学
科

普
通

科

専
門

学
科

総
合

学
科

全日制 定時制

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

を
実

施
で

き
て

い
る

学
科

数
観

点
別

学
習

状
況

の
評

価
を

実
施

で
き

て
い

な
い

学
科

数

観
点

別
学

習
状

況
の

評
価

方
法

（
高

等
学

校
・
公

立
の

み
）

観
点

別
評

価
の

実
施

状
況

（
高

等
学

校
・
公

立
の

み
）

指
導

要
録

に
観

点
別

学
習

状
況

を
記

録
し

て
い

る

通
信

簿
に

観
点

別
学

習
状

況
を

記
録

し
て

い
る

観
点

別
評

価
と

定
期

テ
ス

ト
を

合
わ

せ
て

評
価

を
行

っ
て

い
る

定
期

テ
ス

ト
な

ど
に

お
い

て
，

観
点

に
配

慮
し

た
出

題
を

し
て

い
る

指
導

計
画

や
シ

ラ
バ

ス
に

観
点

別
の

評
価

規
準

な
ど

を
設

け
て

い
る

そ
の

他

全
日

制

普
通

科
1
.3

%
5
.8

%
5
3
.2

%
4
0
.0

%
5
7
.9

%
0
.1

%

専
門

学
科

0
.8

%
3
.4

%
5
6
.9

%
3
3
.2

%
6
5
.9

%
0
.4

%

総
合

学
科

2
.1

%
5
.5

%
5
7
.8

%
4
0
.1

%
6
5
.1

%
0
.0

%

（
複

数
回

答
）
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観
点
別
評
価
の
実
施
状
況
（
高
等
学
校
②
）

・
観

点
別

評
価

の
実

施
に

つ
い

て
、

「
円

滑
に

実
施

で
き

て
い

る
」
「
あ

る
程

度
実

施
で

き
て

い
る

」
の

割
合

が
、

「
知

識
・
理

解
」
「
技

能
」
で

は
相

対
的

に
高

い
割

合
に

な
っ

て
い

る
が

、
「
思

考
・
判

断
・
表

現
」
に

つ
い

て
は

「
あ

ま
り

円
滑

に
で

き
て

い
な

い
」
と

い
う

回
答

が
相

対
的

に
多

い
。

文
部

科
学

省
教

育
課

程
編

成
・
実

施
状

況
調

査
（
平

成
2
5
年

度
）

高
等

学
校

20
.4

%
16

.6
% 23

.5
% 36

.3
%

17
.6

%
13

.5
% 22

.9
%

25
.7

%
26

.4
%

19
.1

% 28
.6

% 35
.5

%

63
.6

%

64
.1

%

62
.7

%

56
.2

%

67
.3

%

65
.8

%

64
.3

%

63
.2

%

63
.2

%

65
.5

%

63
.6

% 58
.6

%

15
.3

%

18
.5

% 13
.3

% 7.
2%

14
.4

%

20
.0

% 12
.4

%

10
.8

%

9.
5%

15
.0

% 7.
7% 5.
9%

0.
7%

0.
8%

0.
6%

0.
4%

0.
8%

0.
7% 0.
4%

0.
4%

0.
9% 0.
5% 0.
0%

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

50
.0

%
60

.0
%

70
.0

%
80

.0
%

90
.0

%
10

0.
0%

関
心

・
意

欲
・
態

度

思
考

・
判

断
・
表

現

技
能

知
識

・
理

解

関
心

・
意

欲
・
態

度

思
考

・
判

断
・
表

現

技
能

知
識

・
理

解

関
心

・
意

欲
・
態

度

思
考

・
判

断
・
表

現

技
能

知
識

・
理

解

普通科 専門学科 総合学科

円
滑

に
実

施
で

き
て

い
る

あ
る

程
度

円
滑

に
実

施
で

き
て

い
る

あ
ま

り
円

滑
に

実
施

で
き

て
い

な
い

円
滑

に
実

施
で

き
て

い
な

い
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高
等
学
校
に
お
け
る
評
価
の
実
施
に
当
た
っ
て
の
課
題

科
学

研
究

費
補

助
金

基
盤

研
究

（
C

)（
平

成
20

～
22

年
度

）
課

題
番

号
20

53
07

10
「
高

等
学

校
に

お
け

る
学

習
の

評
価

の
実

態
把

握
と

改
善

に
関

す
る

研
究

」
研

究
成

果
報

告
書

研
究

代
表

者
工

藤
文

三
（
国

立
教

育
政

策
研

究
所

）
（
H

18
~2

1年
度

に
か

け
て

の
自

由
記

述
ア

ン
ケ

ー
ト

（
高

等
学

校
中

堅
教

員
66

6人
の

回
答

）
の

結
果

か
ら

分
析

さ
れ

た
も

の
）

・
高

等
学

校
に

お
け

る
「
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

」
の

実
施

に
あ

た
っ

て
の

課
題

と
し

て
、

「
評

価
技

術
の

問
題

」
「
教

員
の

意
識

や
学

校
の

体
制

の
問

題
」
「
授

業
計

画
・
評

価
計

画
・
評

価
規

準
等

の
作

成
と

活
用

の
問

題
」
等

を
上

げ
て

い
る

教
員

が
多

い
と

い
う

調
査

結
果

が
あ

る
。

“
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

”
で

行
う

際
に

，
ど

の
よ

う
な

学
習

指
導

や
評

価
上

の
課

題
や

問
題

が
生

じ
る

か
（
生

じ
る

と
考

え
ら

れ
る

か
） 72

.7
 %

63
.8

 %
51

.7
 %

40
.1

 %
39

.2
 %

34
.4

 %
20

.6
 %

18
.5

 %
17

.7
 %

2.
9 

%

0
10

20
30

40
50

60
70

80

評
価

技
術

の
問

題

教
員

の
意

識
や

学
校

の
体

制
の

問
題

授
業

計
画

・
評

価
計

画
・
評

価
基

準
等

の
作

成
と

活
用

の
問

題

主
観

的
又

は
客

観
性

や
信

頼
性

の
問

題

評
価

に
手

間
が

か
か

る

保
護

者
や

生
徒

の
反

応
や

対
応

の
問

題

生
徒

の
学

力
差

・
状

況
等

に
よ

る
対

応
の

難
し

さ

入
試

や
就

職
に

向
か

な
い

評
価

の
活

用
が

で
き

て
い

な
い

そ
の

他

課
題

と
し

て
指

摘
し

た
教

員

の
割

合
(%

)
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小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

（
全

日
制

）

全
１

時
間

3
6
分

２
時

間
０

８
分

１
時

間
３

２
分

１
授

業
準

備
2
2

成
績

処
理

3
1

朝
の

業
務

1
6

２
成

績
処

理
2
1

授
業

準
備

1
9

成
績

処
理

1
5

３
事

務
・
報

告
書

作
成

9
会

議
・
打

ち
合

わ
せ

1
1

授
業

準
備

1
3

４
学

校
経

営
7

事
務

・
報

告
書

作
成

1
1

部
活

動
7

５
会

議
・
打

ち
合

わ
せ

7
部

活
動

・
ク

ラ
ブ

活
動

9
学

校
経

営
5

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

（
全

日
制

）

全
３

８
分

２
４

分
２

８
分

１
成

績
処

理
1
6

成
績

処
理

1
0

成
績

処
理

1
1

２
授

業
準

備
1
1

授
業

準
備

5
授

業
準

備
9

３
学

年
・
学

級
経

営
2

事
務

・
報

告
書

作
成

1
そ

の
他

の
校

務
1

４
事

務
・
報

告
書

作
成

2
そ

の
他

の
校

務
1

事
務

・
報

告
書

作
成

1

５
そ

の
他

の
校

務
1

学
年

・
学

級
経

営
1

学
校

経
営

0

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

（
全

日
制

）

全
２

０
分

１
時

間
１

３
分

４
６

分

１
成

績
処

理
5

部
活

動
・
ク

ラ
ブ

活
動

4
6

部
活

動
2
1

２
授

業
準

備
3

成
績

処
理

1
0

成
績

処
理

7

３
保

護
者

・
P

T
A

対
応

2
授

業
準

備
3

授
業

準
備

3

４
事

務
・
報

告
書

作
成

2
事

務
・
報

告
書

作
成

2
そ

の
他

の
校

務
2

５
そ

の
他

の
校

務
1

そ
の

他
の

校
務

2
学

習
指

導
2

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

（
全

日
制

）

全
１

時
間

３
５

分
１

時
間

５
１

分
１

時
間

２
６

分

１
成

績
処

理
56

成
績

処
理

3
8

成
績

処
理

3
9

２
授

業
準

備
24

部
活

動
・
ク

ラ
ブ

活
動

3
5

授
業

準
備

1
7

３
事

務
・
報

告
書

作
成

8
授

業
準

備
1
2

部
活

動
1
0

４
学

年
・
学

級
経

営
6

事
務

・
報

告
書

作
成

6
そ

の
他

の
校

務
4

５
そ

の
他

の
校

務
4

そ
の

他
の

校
務

4
事

務
・
報

告
書

作
成

4

教
員
の
時
間
外
勤
務
、
持
ち
帰
り
業
務

・
小

、
中

、
高

等
学

校
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

、
特

に
学

期
末

に
は

、
教

員
の

時
間

外
勤

務
及

び
持

ち
帰

り
業

務
に

お
い

て
「
成

績
処

理
」
が

占
め

る
割

合
が

高
い

。

教
員

勤
務

実
態

調
査

（
小

中
学

校
、

高
等

学
校

）
（
文

部
科

学
省

委
託

調
査

）
よ

り
（
実

施
期

間
：
小

中
学

校
は

H
18

/1
1/

20
~1

2/
17

、
高

等
学

校
は

H
18

/1
1/

27
～

12
/1

0）

平
日

・
持

ち
帰

り
業

務
休

日
・
持

ち
帰

り
業

務

平
日

・
勤

務
時

間
外

の
業

務
休

日
・
勤

務
時

間
外

の
業

務
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「
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

評
価

」

知
識
や
ス
キ
ル
を
使
い
こ
な
す
（
活
用
・
応
用
・
統
合
す
る
）
こ
と
を
求
め
る
よ
う
な
評
価
方
法
。

論
説
文
や
レ
ポ
ー
ト
、
展
示
物
と
い
っ
た
完
成
作
品
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
）
や
、
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
協
同
で

の
問
題
解
決
、
実
験
の
実
施
と
い
っ
た
実
演
（
狭
義
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
を
評
価
す
る
。

「
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

評
価

」

児
童
生
徒
の
学
習
の
過
程
や
成
果
な
ど
の
記
録
や
作
品
を
計
画
的
に
フ
ァ
イ
ル
等
に
集
積
。

そ
の
フ
ァ
イ
ル
等
を
活
用
し
て
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
等
に
対
し
、

そ
の
成
長
の
過
程
や
到
達
点
、
今
後
の
課
題
等
を
示
す
。

「
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
」

成
功
の
度
合
い
を
示
す
数
レ
ベ
ル
程
度
の
尺
度
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
対
応
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
特
徴
を

示
し
た
記
述
語
（
評
価
規
準
）
か
ら
な
る
評
価
基
準
表
。

児
童

生
徒

の
学

び
の

深
ま

り
を

把
握

す
る

た
め

に
、

多
様

な
評

価
方

法
の

研
究

や
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

。 ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

の
イ

メ
ー

ジ
例

記
述

語

多
様
な
評
価
方
法
の
例 尺

度
項

目
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅰ

項
目

・
・
・
で

き
る

・
・
・
し

て
い

る
・
・
・
で

き
る

・
・
・
し

て
い

る
・
・
・
で

き
る

・
・
・
し

て
い

る
・
・
・
で

き
な

い
・
・
・
し

て
い

な
い
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単
純

複
雑

筆
記

実
演

選
択

回
答

式
（
客

観
テ

ス
ト

式
）
の

問
題

・
多

肢
選

択
問

題
・

正
誤

問
題

・
順

序
問

題
・

組
み

合
わ

せ
問

題
・

穴
埋

め
問

題
（
単

語
・
句

）

自
由

記
述

式
の

問
題

～
短

答
問

題
（
文

章
・
段

落
・
図

表
な

ど
）

・
知

識
を

与
え

て
推

論
さ

せ
る

問
題

・
作

問
法

・
認

知
的

葛
藤

法
・

予
測

-観
察

-説
明

（
PO

E）
法

・
概

念
マ

ッ
プ

法
・

ベ
ン

図
法

・
運

勢
ラ

イ
ン

法
・

描
画

法

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
課

題
・

エ
ッ

セ
イ

、
小

論
文

、
論

説
文

・
朗

読
、

口
頭

発
表

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
研

究
レ

ポ
ー

ト
、

研
究

論
文

・
グ

ル
ー

プ
で

の
話

し
合

い
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
・

実
験

レ
ポ

ー
ト

、
観

察
記

録
・

実
験

の
計

画
・
実

施
・
報

告
・

物
語

、
脚

本
、

詩
、

曲
、

絵
画

・
演

劇
、

ダ
ン

ス
、

曲
の

演
奏

、
彫

刻
・

歴
史

新
聞

・
ス

ポ
ー

ツ
の

試
合

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト実

技
テ

ス
ト

の
項

目

・
検

討
会

、
面

接
、

口
頭

試
問

・
短

文
の

朗
読

・
実

験
器

具
の

操
作

・
運

指
練

習
・

運
動

技
能

の
実

演

活
動

の
断

片
的

な
評

価

・
発

問
へ

の
応

答
・

活
動

の
観

察

ポ ー ト フ ォ リ オ 評 価

一
枚

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
評

価

（
西

岡
加

名
恵

・
田

中
耕

治
編

著
『
「
活

用
す

る
力

」
を

育
て

る
授

業
と

評
価

・
中

学
校

』
学

事
出

版
、

20
09

年
、

p.
9の

図
を

一
部

改
訂

）

育
成

す
べ

き
資

質
・
能

力
を

踏
ま

え
た

教
育

目
標

・
内

容
と

評
価

の
在

り
方

に
関

す
る

検
討

会
（
第

8回
）

平
成

25
年

8月
30

日
配

付
資

料
を

一
部

改
訂

（
西

岡
加

名
恵

委
員

）

学 習 の 過 程 や 成 果 を 示 す 様 々 な 記 録 を

系 統 的 に 蓄 積 し 、 編 集 し た り 検 討 会 を

行 っ た り し な が ら 評 価 し て い く 方 法

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
評

価
知

識
や

ス
キ

ル
を

使
い

こ
な

す
（
活

用
・
応

用
・
総

合
す

る
）
こ

と
を

求
め

る
よ

う
な

評
価

方
法

（
問

題
や

課
題

）
の

総
称

。
多

く
の

場
合

、
「
選

択
回

答
式

（
客

観
テ

ス
ト

式
）
の

問
題

」
以

外
の

評
価

方
法

を
指

す
。
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ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て

（
参

考
）
「
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
」
に

つ
い

て
の

説
明

、
定

義
等

○
中

央
教

育
審

議
会

「
新

た
な

未
来

を
築

く
た

め
の

大
学

教
育

の
質

的
転

換
に

向
け

て
～

生
涯

学
び

続
け

、
主

体
的

に
考

え
る

力
を

育
成

す
る

た
め

に
～

」
答

申
（
平

成
24

年
3月

）
（
用

語
集

）

米
国
で
開
発
さ
れ
た
学
修
評
価
の
基
準
の
作
成
方
法
で
あ
り
、
評
価
水
準
で
あ
る
「
尺
度
」
と
、
尺
度
を
満
た
し
た
場
合
の
「
特
徴
の
記
述
」
で
構
成
さ
れ
る
。
記
述
に
よ
り

達
成
水
準
等
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
手
段
で
は
困
難
な
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
の
定
性
的
な
評
価
に
向
く
と
さ
れ
、
評
価
者
・被
評
価
者
の
認
識
の
共
有
、
複

数
の
評
価
者
に
よ
る
評
価
の
標
準
化
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

○
中

央
教

育
審

議
会

高
等

学
校

教
育

部
会

濱
名

篤
委

員
（
関

西
国

際
大

学
長

）
説

明
資

料
よ

り

１
）
「
目
標
に
準
拠
し
た
評
価
」
の
た
め
の
「
基
準
」つ
く
り
の
方
法
論
で
あ
り
、
学
生
が
何
を
学
習
す
る
の
か
を
示
す
評
価
規
準
と
学
生
が
学
習
到
達
し
て
い
る
レ
ベ
ル
を
示
す

具
体
的
な
評
価
基
準
を
マ
ト
リ
ク
ス
形
式
で
示
す
評
価
指
標
で
あ
る
。

２
）
学
習
者
の
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
成
功
の
度
合
い
を
示
す
尺
度
と
，
そ
れ
ぞ
れ
の
尺
度
に
見
ら
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
特
徴
を
説
明
す
る
記
述
語
で
構
成
さ
れ
る
、
評
価

基
準
の
記
述
形
式
」
と
し
て
定
義
さ
れ
る
評
価
ツ
ー
ル
の
こ
と
。

「
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
」
の

作
成

例

○
個

別
の

授
業

、
課

題
に

対
す

る
も

の
（
例

）
高

等
学

校
の

事
例
→

ｐ
○

○
教

科
、

分
野

に
関

す
る

も
の

○
教

科
等

を
超

え
て

長
期

的
に

育
成

す
る

資
質

・
能

力
に

関
す

る
も

の
（
例

）
ふ

た
ば

未
来

学
園

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク
→

ｐ
○

○
機

関
を

超
え

て
活

用
可

能
な

も
の

と
し

て
作

成
さ

れ
て

い
る

も
の

（
例

）
全

米
カ

レ
ッ

ジ
・
大

学
協

会
（
A

ss
oc

ia
tio

n 
of

 A
m

er
ic

an
 C

ol
le

ge
s 

&
 U

ni
ve

rs
iti

es
）

VA
LU

E
 R

ub
ric

「
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
」
の

一
般

的
な

特
徴

等

○
目
標
に
準
拠
し
た
評
価
の
た
め
の
基
準
作
り
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

○
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
通
じ
て
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
評
価
す
る
こ
と
に
適
し
て
い
る

○
達
成
水
準
が
明
確
化
さ
れ
、
複
数
の
評
価
者
に
よ
る
評
価
の
標
準
化
が
は
か
ら
れ
る

○
教
え
る
側
（
評
価
者
）
と
学
習
者
（
被
評
価
者
）
の
間
で
共
有
さ
れ
る

○
学
習
者
の
最
終
的
な
到
達
度
だ
け
で
な
く
、
現
時
点
で
の
到
達
度
、
伸
び
を
測
る
こ
と
が
で
き
る

53



○
単

元
名

・
教

材
実

演
を

通
し

て
作

品
の

理
解

を
深

め
よ

う
・
『
蜻

蛉
日

記
』
「
う

つ
ろ

ひ
た

る
菊

」

○
単

元
の

目
標

（
１

）
登

場
人

物
の

心
情

を
理

解
し

、
も

の
の

見
方

や
感

じ
方

を
豊

か
に

し
よ

う
と

す
る

。
（
関

心
・
意

欲
・
態

度
）

（
２

）
登

場
人

物
の

心
情

を
理

解
し

、
も

の
の

見
方

や
感

じ
方

を
豊

か
に

す
る

。
（
読

む
能

力
）

（
３

）
伝

統
的

な
言

語
文

化
の

一
つ

で
あ

る
「
和

歌
」
の

内
容

を
的

確
に

と
ら

え
る

。
（
知

識
・
理

解
）

○
本

時
の

展
開

（
３

時
間

目
／

全
４

時
間

）

学
習

活
動

（
生

徒
）

指
導

上
の

留
意

点
（
教

員
）

評
価

の
観

点

導
入

前
時
に
作
成
し
た
脚
本
を
も
と
に
、
実
演

の
打
ち
合
わ
せ
・
練
習
を
す
る
。

和
歌
中
の
心
情
理
解
を
深
め
る
活
動

で
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
。

関
心
・
意
欲
・
態
度

読
む
能
力

展
開

実
演
を
し
、
相
互
評
価
す
る
。

実
演
を
見
た
後
、
評
価
・
発
表
を
さ
せ

る
。

関
心
・
意
欲
・
態
度

ま
と

め
本
時
の
ま
と
め
と
次
時
の
内
容
を
知
る
。

次
時
は
和
歌
の
心
情
把
握
を
す
る
活

動
を
行
う
こ
と
を
予
告
す
る
。

読
む
能
力

○
評

価
手

法

・
『
蜻
蛉
日
記
』
中
の
別
の
章
段
「
泔
杯
の
水
」
を
読
ん
で
，
そ
の
本
文
中
の
和
歌
に
つ
い
て
，
そ
れ
を
詠
ん
だ
と
き
の
作
者

の
心
情
を
４
０
０
字
程
度
で
書
か
せ
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
①
と
し
て
，
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
読
む
能
力
を
評
価
す

る
。

・
本
文
を
現
代
語
訳
し
た
後
，
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
『
蜻
蛉
日
記
』
「
う
つ
ろ
ひ
た
る
菊
」
中
の
３
首
の
和
歌
の
解
釈
を
書
か
せ
る
。

実
演
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
書
き
直
さ
せ
，
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
②
と
し
て
，
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
り
関
心
・
意
欲
・

態
度
を
評
価
す
る
。

・
実
演
を
見
た
後
，
観
て
い
た
グ
ル
ー
プ
は
す
ぐ
に
そ
の
評
価
を
話
し
合
っ
て
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
に
ま
と
め
，
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
配
布
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
記
入
す
る
。
指
導
者
は
机
間
指
導
を
し
な
が
ら
，
各
グ
ル
ー
プ
の
コ
メ
ン
ト
を
全
体
に
紹

介
す
る
。
ま
た
，
同
じ
文
言
を
付
箋
に
記
入
し
，
発
表
し
た
グ
ル
ー
プ
に
渡
す
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
相
互
評
価
を
す
る
。

・
自
己
評
価
表
を
配
布
し
，
活
動
を
振
り
返
っ
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
自
己
評
価
を
す
る
。
回
収
し
，
指
導
者
の
振
り
返
り
に
役
立
て
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
評
価
の
例
①

観 点

和
歌
に
込
め
ら
れ
た

登
場
人
物
の
心
情
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
読
む
能
力
）

A
3

和
歌

の
解

釈
と

し
て

，
作

者
の

，
そ

れ
ま

で
の

い
き

さ
つ

を
正

し
く

踏
ま

え
た

兼
家

に
対

す
る

感
情

を
，

和
歌

に
用

い
ら

れ
た

表
現

に
絡

め
て

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

B
2

和
歌

の
解

釈
と

し
て

，
作

者
の

，
そ

れ
ま

で
の

い
き

さ
つ

を
正

し
く

踏
ま

え
た

兼
家

に
対

す
る

感
情

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

C
1

和
歌

の
解

釈
と

し
て

，
作

者
の

，
兼

家
に

対
す

る
感

情
を

述
べ

て
は

い
る

が
，

そ
れ

ま
で

の
い

き
さ

つ
を

正
し

く
理

解
で

き
な

い
。

ま
た

は
，

感
情

を
述

べ
て

い
な

い
。

○
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク

高
等

学
校

国
語

科
（
古

典
）
の

例
高

等
学

校
に

お
け

る
「

多
様

な
学

習
成

果
の

評
価

手
法

に
関

す
る

調
査

研
究

」
愛

知
県

立
日

進
西

高
等

学
校

・
国

語
科

（
H

2
6
̃

2
7
指

定
）

の
実

践
報

告
よ

り
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学
力

概
念

N
o

資
質

・
能

力
・
態

度
（
ま

と
め

る
と

）
レ

ベ
ル

１
レ

ベ
ル

２
レ

ベ
ル

３
レ

ベ
ル

４
レ

ベ
ル

５

Ｂ
英

語
活

用
力

英
語

を
使

っ
て

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

英
語

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

ろ
う

と
す

る
関

心
・
意

欲
・
態

度
を

持
ち

、
自

分
の

こ
と

に
つ

い
て

英
語

で
簡

単
に

伝
え

ら
れ

る
。

自
分

の
興

味
関

心
の

あ
る

こ
と

や
、

地
域

に
つ

い
て

英
語

で
説

明
で

き
る

。

地
域

や
研

究
内

容
に

つ
い

て
、

原
稿

を
元

に
英

語
で

ス
ピ

ー
チ

し
、

簡
単

な
質

疑
応

答
が

で
き

る
。

(C
E
F
R

B
1
レ

ベ
ル

)

地
域

や
研

究
内

容
に

つ
い

て
、

即
興

で
英

語
で

ス
ピ

ー
チ

し
、

意
見

交
換

が
で

き
る

。
(C

E
F
R

 B
2
レ

ベ
ル

)

地
域

や
研

究
内

容
に

つ
い

て
、

ス
ト

ー
リ

ー
、

デ
ー

タ
、

事
例

な
ど

を
交

え
な

が
ら

英
語

で
説

得
力

を
持

っ
て

主
張

し
、

議
論

で
き

る
。

(C
E
F
R

 C
1

レ
ベ

ル
)

Ｆ
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

力
自

分
や

組
織

で
の

取
り

組
み

を
計

画
性

を
持

っ
て

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

指
示

を
受

け
な

が
ら

作
業

を
実

施
で

き
る

。

指
示

を
待

た
ず

、
自

発
的

か
つ

責
任

を
持

っ
て

自
分

の
作

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

全
体

に
と

っ
て

必
要

な
作

業
を

見
出

し
、

自
分

の
作

業
に

優
先

順
位

を
つ

け
て

、
複

数
の

課
題

に
同

時
に

対
処

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

作
業

の
繋

が
り

や
、

全
体

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
意

識
し

、
チ

ー
ム

や
メ

ン
バ

ー
で

作
業

を
適

切
に

役
割

分
担

で
き

る
。

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
や

リ
ス

ク
を

把
握

し
て

、
リ

ス
ク

へ
の

対
応

策
を

チ
ー

ム
で

確
認

し
な

が
ら

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
ら

を
振

り
返

り
変

え
て

い
く
力

（
メ

タ
認

知
）

M
e
ta

c
o
g
n
it
io

n
 "

H
o
w

w
e
 r

e
fl
e
c
t 

a
n
d
 l
e
a
rn

"

考
え

の
違

う
他

者
の

意
見

や
存

在
を

、
自

分
や

社
会

を
よ

り
良

く
し

て
い

く
た

め
の

重
要

な
も

の
と

考
え

て
受

け
入

れ
ら

れ
る

。

Ｉ
能

動
的

市
民

性
社

会
を

支
え

る
当

事
者

と
し

て
の

意
識

を
持

ち
、

地
域

や
国

内
外

の
未

来
を

真
剣

に
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

所
属

す
る

集
団

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
つ

。

社
会

の
一

員
と

し
て

の
自

覚
を

持
ち

、
社

会
の

抱
え

る
問

題
に

目
を

向
け

よ
う

と
す

る
。

集
団

や
他

者
と

の
中

で
、

相
手

の
立

場
や

考
え

を
想

像
し

、
共

感
で

き
る

。

社
会

を
よ

り
良

く
し

よ
う

と
、

社
会

の
主

体
と

し
て

の
意

識
を

持
ち

、
社

会
が

よ
り

良
く
な

る
た

め
の

考
え

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。

社
会

に
貢

献
し

よ
う

と
す

る
意

欲
と

自
分

の
価

値
観

を
持

ち
、

自
ら

社
会

に
影

響
を

及
ぼ

そ
う

と
す

る
。

社
会

・
未

来
を

良
く
し

よ
う

と
す

る
志

を
持

ち
、

自
分

自
身

の
意

見
を

他
者

に
真

剣
に

語
る

こ
と

が
で

き
る

。

人
格

（
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
・
セ

ン
ス

）
C

h
a
ra

c
te

r 
"
H

o
w

 w
e

e
n
g
a
g
e
 i
n
 t

h
e
 w

o
rl
d
"

Ｇ

前
向

き
・
責

任
感

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

自
分

を
意

味
あ

る
存

在
と

し
て

考
え

自
信

を
持

ち
、

課
題

解
決

の
た

め
に

自
分

の
役

割
を

見
つ

け
、

全
力

で
取

り
組

み
、

決
し

て
あ

き
ら

め
ず

遂
行

で
き

る
。

自
分

を
意

味
あ

る
存

在
と

し
て

考
え

、
物

事
を

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
に

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ｈ

寛
容

さ
異

文
化

や
考

え
の

違
う

他
者

を
受

け
入

れ
、

思
い

や
る

あ
た

た
か

さ
を

持
ち

、
協

調
し

て
共

に
高

め
よ

う
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

集
団

や
他

者
と

の
中

で
、

他
者

を
気

づ
か

え
る

。

自
分

に
自

信
を

持
ち

、
目

の
前

の
課

題
を

自
分

の
こ

と
と

し
て

好
意

的
に

捉
え

て
、

主
体

的
に

取
り

組
め

る
。

多
様

な
人

々
へ

、
熱

意
と

ス
ト

ー
リ

ー
を

持
っ

て
腑

に
落

ち
る

形
で

説
得

力
あ

る
発

信
を

行
い

、
共

感
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ｅ

他
者

と
の

協
働

力
異

文
化

・
異

な
る

感
覚

の
人

・
異

年
齢

等
を

乗
り

越
え

、
仲

間
と

協
力

・
協

働
し

な
が

ら
互

い
に

高
め

あ
え

る
行

動
が

取
れ

る
。

集
団

や
他

者
と

の
中

で
、

決
め

ら
れ

た
こ

と
や

指
示

さ
れ

た
こ

と
に

一
人

で
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

集
団

や
他

者
と

の
中

で
、

自
分

の
役

割
を

見
つ

け
、

個
性

を
活

か
し

な
が

ら
行

動
で

き
、

身
近

な
メ

ン
バ

ー
の

支
援

も
で

き
る

。

集
団

や
他

者
と

の
中

で
、

他
者

の
良

さ
に

共
感

し
、

新
た

な
も

の
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

共
通

の
目

標
に

向
か

っ
て

活
動

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

集
団

や
他

者
と

の
中

で
、

互
い

に
良

い
部

分
を

引
き

出
し

な
が

ら
、

w
in

-
w

in
の

関
係

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
。

IC
T
を

活
用

し
て

協
働

を
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

文
化

や
国

境
を

越
え

て
、

社
会

を
変

革
す

る
行

動
に

う
つ

し
、

互
い

に
高

め
あ

う
同

志
と

し
て

の
関

係
を

つ
く

れ
る

。

集
団

や
他

者
と

の
中

で
、

自
分

の
役

割
を

見
つ

け
る

こ
と

が
で

き
、

す
ぐ

に
解

決
方

法
が

分
か

ら
な

く
て

も
考

え
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

困
難

に
ぶ

つ
か

っ
て

も
自

分
の

責
任

を
果

た
す

努
力

を
し

、
困

難
克

服
の

た
め

に
、

前
向

き
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

、
ま

ず
行

動
で

き
る

。

困
難

に
ぶ

つ
か

っ
て

も
逃

げ
ず

に
自

分
の

責
任

を
果

た
し

、
失

敗
し

て
も

そ
の

失
敗

を
糧

と
で

き
る

。

集
団

や
他

者
に

対
し

て
、

思
い

や
り

を
も

っ
て

行
動

し
、

周
囲

の
幸

せ
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

考
え

の
違

う
他

者
に

対
し

て
、

ユ
ー

モ
ア

を
持

っ
て

接
す

る
な

ど
、

他
者

と
の

違
い

を
楽

し
め

る
。

社
会

や
環

境
の

変
化

を
前

向
き

に
捉

え
ら

れ
る

。

現
実

と
理

想
の

差
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
広

い
視

野
・
大

き
な

ス
ケ

ー
ル

で
既

知
の

事
実

に
つ

い
て

批
判

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

未
知

の
こ

と
に

つ
い

て
も

粘
り

強
く

考
え

、
自

分
の

考
え

や
常

識
に

と
ら

わ
れ

ず
に

創
造

的
に

考
え

、
新

た
な

ア
イ

デ
ィ

ア
を

生
み

出
せ

る
。

Ｄ
表

現
・
発

信
力

ど
の

よ
う

な
場

で
も

臆
す

る
こ

と
な

く
自

分
の

考
え

を
発

信
で

き
、

他
者

の
共

感
を

引
き

出
せ

る
。

自
分

の
意

見
や

考
え

を
、

集
団

の
前

で
話

す
こ

と
が

で
き

る
。

突
然

指
名

さ
れ

た
と

き
で

も
憶

せ
ず

、
集

団
の

前
で

、
自

分
の

意
見

や
考

え
を

相
手

に
伝

わ
る

よ
う

に
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

IC
T
を

活
用

し
た

り
、

デ
ー

タ
や

事
例

を
紹

介
し

な
が

ら
、

自
分

の
意

見
や

考
え

を
相

手
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

多
様

な
人

々
へ

、
相

手
の

立
場

や
背

景
を

考
え

な
が

ら
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

目
の

前
に

あ
る

課
題

や
そ

の
解

決
の

た
め

の
内

容
を

論
理

的
に

掘
り

下
げ

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

技
能

（
ス

キ
ル

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

）
S
k
ill
s
 "

H
o
w

 w
e
 u

s
e

w
h
a
t 

w
e
 k

n
o
w

"

Ｃ
思

考
・
創

造
力

物
事

を
論

理
的

に
考

え
、

批
判

的
思

考
で

掘
り

下
げ

、
ス

ケ
ー

ル
の

大
き

な
考

え
方

が
で

き
る

。

与
え

ら
れ

た
情

報
を

整
理

で
き

る
。

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

て
情

報
を

集
め

、
情

報
を

分
析

・
評

価
・
活

用
し

な
が

ら
課

題
を

発
見

し
た

り
設

定
で

き
る

。

自
分

の
目

標
に

近
づ

く
方

策
を

考
え

自
ら

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

自
分

の
目

標
の

達
成

の
た

め
の

行
動

を
、

常
に

自
分

自
身

で
見

直
し

て
反

省
し

な
が

ら
、

学
び

続
け

、
次

の
行

動
に

つ
な

げ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

社
会

の
中

で
の

自
分

の
役

割
や

意
義

を
俯

瞰
し

て
考

え
、

自
分

の
目

標
と

関
連

づ
け

て
大

局
的

に
行

動
で

き
る

。

福
島

県
立

ふ
た

ば
未

来
学

園
高

等
学

校
　

人
材

育
成

要
件

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
（
7
 J

u
ly

 2
0
1
5
 V

e
r.
）

自
分

を
変

え
る

力
自

分
の

言
動

や
行

動
を

俯
瞰

し
て

見
つ

め
直

し
、

常
に

改
善

し
よ

う
と

す
る

意
識

を
持

ち
、

次
の

行
動

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ｊ
自

分
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

、
自

分
自

身
で

目
標

を
立

て
る

こ
と

が
で

き
る

。

自
分

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
、

自
分

の
目

標
と

現
実

の
差

を
見

つ
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

知
識

K
n
o
w

le
d
g
e
 "

W
h
a
t 

w
e

k
n
o
w

"

Ａ

社
会

的
課

題
に

関
す

る
知

識
・
理

解
一

般
常

識
や

基
礎

学
力

を
つ

け
な

が
ら

、
世

界
・
社

会
の

状
況

の
変

化
や

そ
の

課
題

を
理

解
す

る
た

め
の

知
識

を
身

に
着

け
る

。

地
域

や
社

会
の

成
り

立
ち

に
つ

い
て

の
基

礎
的

な
知

識
を

得
る

。

地
域

の
復

興
に

向
け

た
課

題
や

、
目

の
前

の
課

題
に

つ
い

て
の

基
礎

的
な

知
識

を
得

る
。

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

な
ど

持
続

可
能

な
社

会
実

現
に

向
け

た
課

題
や

、
世

界
の

状
況

・
課

題
に

つ
い

て
基

礎
的

な
知

識
を

得
る

。

社
会

の
課

題
に

つ
い

て
、

習
得

し
た

知
識

を
深

堀
し

、
周

辺
情

報
や

関
連

情
報

を
集

め
理

解
す

る
。

社
会

の
課

題
に

つ
い

て
、

目
の

前
の

課
題

と
関

係
す

る
知

識
を

俯
瞰

し
て

つ
な

げ
、

人
に

説
明

で
き

る
レ

ベ
ル

ま
で

理
解

す
る

。

創 造
協 働

自 立

学
校
全
体
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
例

教
員

同
士

で
議

論
を

重
ね

、
育

成
す

る
資

質
・

能
力

を
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
と

し
て

明
確

化
し

て
共

有
福

島
県

立
ふ

た
ば

未
来

学
園

高
校

の
例

31
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32

学
校
全
体
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
例

秀 C
a
p
st

o
n
e
 4

優 M
ile

st
o
n
e
s 

3
良 M

ile
st

o
n
e
s

2
可 B
e
n
ch

m
a
rk

 1

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

A
cq

u
ir
in

g
C
o
m

p
e
te

n
ci

e
s

こ
の

ス
テ

ッ
プ

は
、

あ
る

特
定

の
領

域
に

つ
い

て
、

戦
略

や
技

能
を

修
得

す
る

こ
と

に
言

及
す

る
。

R
e
fl
e
ct

：
内

省
で

き
る

該
当

領
域

を
評

価
す

る
上

で
適

切
な

基
準

を
用

い
る

こ
と

で
、

創
造

的
な

プ
ロ

セ
ス

と
成

果
物

を
評

価
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

C
re

a
te

：
創

造
で

き
る

そ
の

領
域

に
ふ

さ
わ

し
い

全
く

新
し

い
も

の
、

解
決

策
、

考
え

方
を

創
造

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

A
d
a
p
t：

適
応

で
き

る
適

当
な

手
本

を
自

分
の

仕
様

に
う

ま
く

適
応

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

M
o
d
e
l：

倣
う

適
当

な
手

本
を

う
ま

く
再

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

危
険

負
担

T
a
ki

n
g
 R

is
ks

課
題

を
う

ま
く

な
し

と
げ

よ
う

と
す

る
際

に
、

個
人

的
な

リ
ス

ク
や

失
敗

の
リ

ス
ク

を
含

ん
で

い
る

こ
と

。

最
終

成
果

物
を

見
る

と
、

課
題

に
取

り
組

む
際

に
、

実
証

さ
れ

て
い

な
い

、
潜

在
的

に
危

険
な

方
向

や
ア

プ
ロ

ー
チ

を
積

極
的

に
探

し
出

し
、

努
力

し
て

や
り

ぬ
い

て
い

る
。

最
終

成
果

物
の

中
に

、
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
、

新
し

い
方

向
性

や
取

り
組

み
を

組
み

入
れ

て
い

る
。

課
題

に
つ

い
て

の
指

針
を

越
え

る
こ

と
な

し
に

、
そ

の
範

囲
内

で
、

新
し

い
方

向
性

や
接

近
方

法
を

考
え

て
い

る
。

課
題

に
つ

い
て

の
指

針
の

範
囲

内
に

、
完

全
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

問
題

解
決

S
o
lv

in
g
 P

ro
b
le

m
s

問
題

を
解

決
す

る
た

め
の

論
理

的
で

一
貫

し
た

解
決

策
を

発
展

さ
せ

る
だ

け
で

は
な

く
、

解
決

策
の

帰
結

を
認

識
し

、
解

決
策

を
選

択
す

る
に

至
っ

た
理

由
を

、
は

っ
き

り
述

べ
て

い
る

。

複
数

の
選

択
肢

の
中

か
ら

解
決

策
を

選
ぶ

こ
と

で
、

そ
の

問
題

を
解

決
す

る
た

め
の

論
理

的
で

、
一

貫
性

の
あ

る
解

決
策

を
展

開
し

て
い

る
。

多
角

的
に

よ
く

考
え

、
そ

の
問

題
を

解
決

す
る

に
あ

た
っ

て
受

け
入

れ
る

こ
と

の
で

き
な

い
方

法
を

却
下

し
て

い
る

。

た
っ

た
一

つ
の

方
法

し
か

検
討

さ
れ

て
お

ら
ず

、
そ

の
方

法
が

問
題

解
決

の
た

め
に

使
わ

れ
て

い
る

。

反
論

を
包

含
し

て
い

る
こ

と
E
m

b
ra

ci
n
g
 C

o
n
tr

a
d
ic

ti
o
n
s

別
の

見
方

や
考

え
方

、
異

な
る

見
方

や
考

え
方

、
反

対
の

見
方

や
考

え
方

を
完

全
に

一
体

化
し

て
い

る
。

調
査

方
法

の
中

に
、

別
の

見
方

や
考

え
方

、
異

な
る

見
方

や
考

え
方

、
反

対
の

見
方

や
考

え
方

を
組

み
入

れ
て

い
る

。

別
の

見
方

や
考

え
方

、
異

な
る

見
方

や
考

え
方

、
反

対
の

見
方

や
考

え
方

を
、

わ
ず

か
に

含
ん

で
い

る
。

ま
た

、
別

の
見

方
や

考
え

方
の

意
義

を
、

わ
ず

か
に

認
識

し
て

い
る

。

別
の

見
方

や
考

え
方

、
異

な
る

見
方

や
考

え
方

、
反

対
の

見
方

や
考

え
方

を
認

め
て

い
る

。
別

の
見

方
や

考
え

方
を

、
話

の
途

中
で

、
つ

い
で

程
度

に
、

言
及

し
て

い
る

に
す

ぎ
な

い
。

（
例

）
全

米
カ

レ
ッ

ジ
・
大

学
協

会
（

As
so

ci
at

io
n 

of
 A

m
er

ic
an

 
Co

lle
ge

s &
 U

ni
ve

rs
iti

es
）

“V
AL

U
E 

Ru
br

ic
”

VA
LU

E 
RU

BR
IC

「
創

造
的

思
考

法
」

VA
LU

E:
 V

al
id

 A
ss

es
sm

en
t o

f L
ea

rn
in

g 
in

 
U

nd
er

gr
ad

ua
te

 E
du

ca
tio

n

１
５

項
目

の
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

作
成

。
作

成
に

あ
た

っ
て

は
、

大
学

で
活

用
さ

れ
て

い
る

既
存

の
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

幅
広

く
調

査
し

、
学

習
成

果
の

記
録

を
参

照
し

、
ま

た
教

員
か

ら
の

意
見

を
追

加
し

て
反

映
さ

せ
た

も
の

。
大

学
機

関
レ

ベ
ル

で
、

学
生

の
学

び
を

評
価

し
議

論
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
も

の
で

あ
り

、
学

生
の

成
績

評
価

を
目

的

と
し

た
も

の
で

は
な

い
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
使

う
こ

と
で

学
生

の
成

功
事

例
に

つ
い

て
共

通
の

枠
組

み
の

中
で

対
話

と
理

解
を

は
か

り
、

学
習

成
果

の
エ

ビ
デ

ン
ス

を
全

国
で

共
有

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

る

H
2
4
.1
1
.1
9
中
央
教
育
審
議
会
高
等
学
校
教
育
部
会
濱
名
篤
関
西
国
際
大
学
長
発
表
資
料
よ
り
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個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、

何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科

等
の

本
質

に
根

ざ
し

た
見

方
や

考
え

方
等

（知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意

、
態

度
等

に
関

わ
る

も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

教
科

学
習

※
資

料
○

参
照

各
教

科
に

固
有

の
知

識
や

個
別

の
ス

キ
ル

各
教

科
の

本
質

に
根

ざ
し

た
問

題
解

決
の

能
力

、
学

び
方

や
も

の
の

考
え

方
各

教
科

を
通

じ
て

育
ま

れ
る

情
意

、
態

度
等

総
合

的
な

学
習

（
各

学
校

で
設

定
）

横
断

的
・

総
合

的
な

問
題

解
決

の
能

力
実

社
会

に
お

け
る

横
断

的
・

総
合

的
な

問
題

解
決

に
取

り
組

む
態

度

特
別

活
動

集
団

の
運

営
に

関
す

る
方

法
や

基
本

的
な

生
活

習
慣

等
よ

り
よ

い
集

団
の

生
活

や
自

己
の

生
活

習
慣

等
を

形
成

し
て

い
く

能
力

自
己

の
役

割
や

責
任

を
果

た
す

態
度

等

道
徳

教
育

道
徳

的
価

値
道

徳
的

判
断

力
道

徳
的

心
情

、
道

徳
的

実
践

意
欲

と
態

度

学
習
指
導
要
領
等
の
構
造
化
の
イ
メ
ー
ジ
（
仮
案
・
調
整
中
）

下
記

の
よ

う
な

構
造

を
イ

メ
ー

ジ
し

な
が

ら
、

各
教

科
等

の
意

義
や

教
科

・
科

目
等

の
構

成
、

各
教

科
・

科
目

等
の

内
容

を
見

直
す

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

そ
の

際
、

教
え

る
側

の
視

点
だ

け
で

は
な

く
学

習
す

る
側

の
視

点
に

も
立

ち
、

学
習

プ
ロ

セ
ス

の
在

り
方

や
身

に
付

け
る

資
質

・
能

力
等

に
つ

い
て

整
理

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

○
幼

児
教

育
に

お
い

て
は

、
主

体
的

な
活

動
で

あ
る

遊
び

を
通

じ
て

総
合

的
に

指
導

。

人
格
の
完
成
を
目
指
し
、
平
和
で
民
主

的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て

必
要
な
資
質
の
育
成
を
期
す

教
科
横
断
的
・総
合
的
に
育
成
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
資
質
・能
力

教 科 等 間 の 往 還 （ カ リ キ ュ ラ ム ・ マ ネ ジ メ ン ト ）

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

視
点

に
立

っ
た

深
い

学
び

、
対

話
的

な
学

び
、

主
体

的
な

学
び

の
実

現

57



個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か

)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

資
質
・能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例

国
語

話
す

こ
と

・
聞

く
こ

と
に

お
け

る
知

識
・

技
能

書
く

こ
と

に
お

け
る

知
識

・
技

能

み
る

こ
と

に
お

け
る

知
識

・
技

能

国
語

の
特

質
に

関
す

る
理

解

実
社

会
・

実
生

活
に

生
き

る
国

語
の

能
力

国
語

を
尊

重
し

て
そ

の
向

上
を

図
る

態
度

な
ど

読
む

こ
と

に
お

け
る

知
識

・
技

能

古
典

を
含

む
我

が
国

の
言

語
文

化
等

に
関

す
る

理
解

国
語

の
特

質
に

関
す

る
理

解

我
が

国
の

伝
統

的
な

言
語

文
化

を
今

に
生

か
し

活
用

で
き

る
能

力
我

が
国

の
言

語
文

化
に

対
す

る
関

心
な

ど

地
理

地
図

や
地

理
情

報
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

地
理

的
な

技
能

地
球

規
模

の
自

然
シ

ス
テ

ム
、

社
会

・
経

済
シ

ス
テ

ム
の

理
解

位
置

と
分

布
、

場
所

、
地

域
な

ど
の

空
間

概
念

を
捉

え
追

究
す

る
地

理
的

な
見

方
や

考
え

方

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

に
向

け
て

、
地

球
的

課
題

や
地

域
的

課
題

の
解

決
を

模
索

す
る

態
度

な
ど

地
理

的
事

象
の

認
識

課
題

の
設

定
地

図
や

統
計

資
料

を
用

い
た

追
究

や
調

査
地

図
化

に
よ

る
表

現
や

図
表

等
に

よ
る

ま
と

め
振

り
返

り

歴
史

日
本

及
び

世
界

の
歴

史
の

考
察

に
関

わ
る

概
念

の
理

解

歴
史

に
関

わ
る

諸
資

料
を

活
用

す
る

技
能

自
国

の
歴

史
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

歴
史

を
横

断
的

・
相

互
的

に
捉

え
、

諸
資

料
を

活
用

し
て

、
歴

史
に

関
わ

る
諸

課
題

を
考

察
す

る
力

国
際

社
会

に
主

体
的

に
生

き
る

日
本

国
民

と
し

て
の

自
覚

な
ど

歴
史

的
事

象
の

理
解

学
習

課
題

の
設

定
諸

資
料

に
基

付
く

調
査

・
考

察
ま

と
め

・
表

現
・

討
論

等
振

り
返

り

全
て
の
生
徒
に
共
通
に
育
む
べ
き
資
質
・
能
力
と
、
高
等
学
校
各
教
科
の
必
履
修
科
目
の
関
係
等

（
仮
案
・
調
整
中
）

【
書

く
こ

と
】

目
的

理
解

・
課

題
発

見
題

材
設

定
取

材
・

表
現

の
工

夫
構

成
記

述
推

敲
交

流
振

り
返

り
文

章
表

現
の

活
用

【
話

す
こ

と
・

聞
く

こ
と

】
目

的
理

解
・

課
題

発
見

話
題

設
定

取
材

構
成

対
話

評
価

交
流

振
り

返
り

音
声

表
現

の
活

用

【
読

む
こ

と
・

み
る

こ
と

】
目

的
の

理
解

読
書

行
為

等
の

課
題

設
定

選
書

・
情

報
選

択
表

現
に

即
し

た
理

解
テ

キ
ス

ト
の

解
釈

考
え

の
形

成
交

流
振

り
返

り
読

書
・

情
報

活
用
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科

等
の

本
質

に
根

ざ
し

た
見

方
や

考
え

方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か

)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意

、
態

度
等

に
関

わ
る

も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

資
質
・能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例

公
民

現
代

社
会

の
諸

課
題

を
捉

え
、

考
察

し
選

択
・

判
断

し
て

い
く

た
め

に
必

要
な

概
念

的
な

枠
組

み
等

の
理

解

国
家

・
社

会
の

形
成

者
と

し
て

必
要

な
選

択
・

判
断

を
主

体
的

に
行

い
、

他
者

と
協

働
し

な
が

ら
様

々
な

課
題

を
解

決
し

て
い

く
力

社
会

参
画

へ
の

意
欲

や
態

度

現
代

社
会

に
生

き
る

人
間

と
し

て
の

在
り

方
生

き
方

に
つ

い
て

の
自

覚
な

ど

課
題

の
発

見
・

解
決

に
向

け
た

実
践

的
な

学
習

（
討

論
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
、

模
擬

投
票

、
模

擬
裁

判
な

ど
）

振
り

返
り

個
人

と
社

会
の

関
係

を
学

び
、

論
理

的
思

考
を

育
む

訓
練

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

等
の

準
備

と
振

り
返

り

数
学

数
学

に
お

け
る

基
本

的
な

概
念

や
原

理
・

法
則

の
体

系
的

理
解

事
象

を
数

学
化

し
た

り
、

数
学

的
に

解
釈

・
表

現
し

た
り

す
る

こ
と

事
象

を
数

学
的

に
考

察
・

表
現

し
、

数
学

的
論

拠
に

基
づ

い
て

判
断

し
問

題
を

解
決

し
た

り
、

数
学

的
な

考
え

方
を

発
展

さ
せ

た
り

す
る

力

数
学

の
よ

さ
の

認
識

、
数

学
的

論
拠

に
基

づ
き

判
断

す
る

態
度

な
ど

疑
問

や
問

い
の

発
生

定
式

化
に

よ
る

問
題

設
定

問
題

の
理

解
解

決
の

計
画

、
実

行
、

検
討

新
た

な
疑

問
や

問
い

、
推

測
な

ど
の

発
生

理
科

理
科

に
お

け
る

基
本

的
な

概
念

や
原

理
・

法
則

の
体

系
的

理
解

探
究

の
た

め
に

必
要

な
実

験
・

観
察

等
の

技
能

自
然

の
事

象
を

目
的

意
識

を
持

っ
て

観
察

・
実

験
し

、
科

学
的

に
探

究
す

る
力

科
学

的
な

自
然

観
、

科
学

的
に

追
究

す
る

楽
し

さ
や

科
学

の
果

た
す

役
割

の
認

識
、

科
学

的
根

拠
に

基
づ

き
判

断
す

る
態

度
な

ど

自
然

事
象

の
把

握
問

題
の

設
定

予
想

･仮
説

の
設

定
検

証
計

画
の

立
案

観
察

･実
験

の
実

施
結

果
の

処
理

推
論

表
現

保
健

体
育

体
の

動
か

し
方

や
技

能
、

体
力

の
高

め
方

を
理

解
し

、
運

動
の

技
能

と
し

て
発

揮
し

た
り

、
身

体
表

現
し

た
り

す
る

こ
と

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

科
学

的
知

識
や

文
化

的
意

義
等

の
理

解

自
己

や
仲

間
の

運
動

課
題

を
解

決
す

る
過

程
な

ど
を

通
し

て
、

生
涯

に
わ

た
っ

て
、

豊
か

な
ス

ポ
ー

ツ
ラ

イ
フ

を
継

続
で

き
る

資
質

や
能

力

公
正

、
協

力
、

責
任

、
参

画
に

対
す

る
意

欲
及

び
健

康
・

安
全

を
確

保
す

る
こ

と
で

運
動

の
楽

し
さ

や
喜

び
を

深
く

味
わ

う
こ

と
の

で
き

る
態

度

運
動

観
察

を
通

し
て

課
題

を
指

摘
し

た
り

、
課

題
解

決
の

ア
イ

デ
ア

を
伝

え
合

っ
た

り
す

る
活

動 個
人

や
グ

ル
ー

プ
の

課
題

解
決

に
向

け
て

、
合

意
形

成
に

貢
献

す
る

活
動

課
題

解
決

の
過

程
を

踏
ま

え
、

目
標

や
課

題
の

設
定

と
練

習
方

法
を

選
択

・
実

践
し

見
直

す
活

動 Ｉ
Ｃ

Ｔ
、

学
習

カ
ー

ド
等

の
活

用
に

よ
る

課
題

や
作

戦
、

戦
術

等
を

分
析

す
る

な
ど

、
運

動
観

察
や

自
己

評
価

、
相

互
評

価
す

る
活

動
競

技
会

や
発

表
会

の
主

体
的

な
企

画
や

運
営

な
ど

個
人

及
び

社
会

生
活

に
お

け
る

健
康

・
安

全
に

つ
い

て
の

総
合

的
な

理
解

健
康

の
事

象
を

科
学

的
に

思
考

・
判

断
し

、
生

涯
を

通
じ

て
自

ら
の

健
康

を
適

切
に

管
理

し
改

善
し

て
い

く
能

力

自
他

の
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
っ

た
り

、
主

張
し

た
り

す
る

態
度

、
健

康
な

社
会

づ
く

り
に

参
画

す
る

態
度

な
ど

健
康

課
題

の
発

見
健

康
情

報
の

収
集

・
分

析
課

題
解

決
の

方
法

の
検

討
個

人
及

び
社

会
生

活
へ

の
適

用
・

応
用

・
発

信
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個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

教
科

等
の

本
質

に
根

ざ
し

た
見

方
や

考
え

方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か

)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意

、
態

度
等

に
関

わ
る

も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

資
質
・能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例

芸 術

音 楽

【
表

現
】

・
音

楽
表

現
の

工
夫

に
関

す
る

こ
と

・
工

夫
し

た
こ

と
を

歌
唱

，
器

楽
，

創
作

で
表

す
た

め
の

技
能

・
表

現
の

活
動

を
通

し
た

，
音

楽
文

化
に

つ
い

て
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

【
鑑

賞
】

・
音

楽
が

も
つ

よ
さ

や
美

し
さ

な
ど

を
味

わ
う

こ
と

に
関

す
る

こ
と

・
鑑

賞
の

活
動

を
通

し
た

，
音

楽
文

化
に

つ
い

て
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

【
表

現
の

能
力

】
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
を

知
覚

し
，

そ
れ

ら
の

働
き

を
感

受
し

な
が

ら
，

音
楽

表
現

を
工

夫
し

，
表

現
意

図
を

も
ち

，
そ

れ
ら

を
生

か
し

た
音

楽
表

現
を

す
る

た
め

の
技

能
を

身
に

付
け

，
創

造
的

に
表

す
能

力

【
鑑

賞
の

能
力

】
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
を

知
覚

し
，

そ
れ

ら
の

働
き

を
感

受
し

な
が

ら
，

解
釈

し
た

り
価

値
を

考
え

た
り

し
て

，
音

楽
に

対
す

る
理

解
を

深
め

，
よ

さ
や

美
し

さ
を

味
わ

う
能

力

・
音

楽
へ

の
関

心
・

意
欲

・
態

度
・

感
性

・
生

涯
に

わ
た

り
音

楽
を

愛
好

す
る

心
情

・
音

楽
文

化
を

尊
重

す
る

態
度

・
音

環
境

へ
の

関
心

・
豊

か
な

情
操

な
ど

【
表

現
の

活
動

】
・

曲
想

を
感

じ
取

る
・

表
現

の
イ

メ
ー

ジ
を

も
つ

・
文

化
的

・
歴

史
的

背
景

な
ど

を
理

解
す

る
・

音
楽

表
現

を
試

し
な

が
ら

表
現

意
図

を
も

ち
，

表
現

意
図

を
生

か
し

た
音

楽
表

現
を

す
る

【
鑑

賞
の

活
動

】
・

音
色

の
特

徴
と

表
現

上
の

効
果

と
を

関
わ

ら
せ

て
感

じ
取

る
・

文
化

的
・

歴
史

的
背

景
な

ど
を

理
解

す
る

・
根

拠
を

も
っ

て
批

評
す

る

美 術

【
表

現
】

・
発

想
や

構
想

す
る

こ
と

に
関

す
る

こ
と

・
創

造
的

に
表

現
す

る
た

め
の

技
能

【
鑑

賞
】

・
作

品
な

ど
の

よ
さ

や
美

し
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
味

わ
う

こ
と

に
関

す
る

こ
と

・
美

術
文

化
に

つ
い

て
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

【
表

現
の

能
力

】
感

性
や

想
像

力
を

働
か

せ
て

，
主

題
を

生
成

し
，

創
造

的
な

構
想

を
練

り
，

そ
れ

ら
を

よ
り

よ
く

表
現

す
る

た
め

に
必

要
な

技
能

を
身

に
付

け
活

用
し

，
創

意
工

夫
し

て
表

現
す

る
能

力

【
鑑

賞
の

能
力

】
美

術
や

美
術

文
化

を
幅

広
く

理
解

し
，

そ
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
創

造
的

に
感

じ
取

り
味

わ
う

能
力

・
美

術
へ

の
関

心
・

意
欲

・
態

度
・

感
性

・
生

涯
に

わ
た

り
美

術
を

愛
好

す
る

心
情

・
美

術
文

化
を

尊
重

す
る

態
度

・
豊

か
な

情
操

な
ど

【
表

現
の

活
動

】
・

主
題

を
生

成
し

，
表

現
形

式
の

特
性

な
ど

を
考

え
，

構
想

を
練

る
・

美
的

直
感

力
や

柔
軟

な
思

考
力

，
判

断
力

を
働

か
せ

て
発

想
し

，
構

想
を

練
る

・
意

図
に

応
じ

て
材

料
や

用
具

の
特

性
を

生
か

し
て

表
現

す
る

・
自

己
が

生
成

し
た

主
題

を
追

求
す

る
【

鑑
賞

の
活

動
】

・
言

葉
で

考
え

を
整

理
し

た
り

，
批

評
し

合
い

討
論

し
た

り
す

る
こ

と
で

見
方

や
感

じ
方

を
広

げ
る

・
自

己
を

見
つ

め
，

自
分

の
価

値
意

識
を

も
っ

て
美

術
や

美
術

文
化

を
捉

え
る

工 芸

【
表

現
】

・
発

想
や

構
想

す
る

こ
と

に
関

す
る

こ
と

・
創

造
的

に
表

現
す

る
た

め
の

技
能

【
鑑

賞
】

・
作

品
な

ど
の

よ
さ

や
美

し
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
味

わ
う

こ
と

に
関

す
る

こ
と

・
工

芸
の

伝
統

と
文

化
に

つ
い

て
の

理
解

に
関

す
る

こ
と

【
表

現
の

能
力

】
感

性
や

想
像

力
を

働
か

せ
て

，
心

豊
か

な
発

想
を

し
，

よ
さ

や
美

し
さ

な
ど

を
考

え
制

作
の

構
想

を
練

り
，

そ
れ

ら
を

よ
り

よ
く

制
作

す
る

た
め

に
必

要
な

技
能

を
身

に
付

け
活

用
し

，
創

意
工

夫
し

て
表

現
す

る
能

力

【
鑑

賞
の

能
力

】
工

芸
や

工
芸

の
伝

統
と

文
化

を
幅

広
く

理
解

し
，

そ
の

よ
さ

や
美

し
さ

を
創

造
的

に
感

じ
取

り
味

わ
う

能
力

・
工

芸
へ

の
関

心
・

意
欲

・
態

度
・

感
性

・
生

涯
に

わ
た

り
工

芸
を

愛
好

す
る

心
情

・
工

芸
の

伝
統

と
文

化
を

尊
重

す
る

態
度

・
豊

か
な

情
操

な
ど

【
表

現
の

活
動

】
・

自
己

の
思

い
や

社
会

的
な

視
点

に
立

ち
，

美
し

さ
や

機
能

性
を

求
め

発
想

し
，

構
想

を
練

る
・

客
観

性
，

柔
軟

性
を

備
え

た
観

察
力

や
理

解
力

を
働

か
せ

て
発

想
し

，
構

想
を

練
る

・
制

作
方

法
を

理
解

し
，

意
図

に
応

じ
て

材
料

や
用

具
を

活
用

し
た

り
、

手
順

や
技

法
を

吟
味

し
，

創
意

工
夫

し
た

り
し

て
制

作
す

る
【

鑑
賞

の
活

動
】

・
言

葉
で

考
え

を
整

理
し

た
り

，
批

評
し

合
い

討
論

し
た

り
す

る
こ

と
で

見
方

や
感

じ
方

を
広

げ
る

・
心

豊
か

な
生

活
や

社
会

を
創

造
し

て
い

く
こ

と
の

意
義

を
理

解
し

，
自

分
の

価
値

意
識

を
も

っ
て

工
芸

や
工

芸
の

伝
統

と
文

化
を

捉
え

る

書 道

【
表

現
】

・
書

表
現

の
構

想
や

工
夫

す
る

こ
と

に
関

す
る

こ
と

・
創

造
的

に
表

現
す

る
た

め
の

技
能

【
鑑

賞
】

・
作

品
な

ど
の

よ
さ

や
美

し
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
味

わ
う

こ
と

に
関

す
る

こ
と

・
書

の
伝

統
と

文
化

に
つ

い
て

の
理

解
に

関
す

る
こ

と

【
表

現
の

能
力

】
書

表
現

の
諸

要
素

を
感

受
し

，
感

性
を

働
か

せ
な

が
ら

，
自

ら
の

意
図

に
基

づ
い

て
構

想
し

て
表

現
を

工
夫

し
，

効
果

的
な

表
現

の
技

能
を

身
に

付
け

表
す

能
力

【
鑑

賞
の

能
力

】
文

字
や

書
の

伝
統

と
文

化
に

つ
い

て
幅

広
く

理
解

し
，

そ
の

価
値

を
考

え
書

の
よ

さ
や

美
し

さ
を

創
造

的
に

味
わ

う
能

力

・
書

へ
の

関
心

・
意

欲
・

態
度

・
感

性
・

生
涯

に
わ

た
り

書
を

愛
好

す
る

心
情

・
書

の
伝

統
と

文
化

を
尊

重
す

る
態

度
・

豊
か

な
情

操
な

ど

【
表

現
の

活
動

】
・

書
の

古
典

が
も

つ
表

現
の

諸
要

素
を

感
受

し
，

表
現

を
工

夫
す

る
・

感
性

を
働

か
せ

，
自

ら
の

意
図

に
基

づ
い

て
作

品
を

構
想

す
る

・
創

造
的

な
書

表
現

の
技

能
を

身
に

付
け

，
用

具
・

用
材

の
特

徴
を

生
か

し
て

，
効

果
的

に
表

現
す

る
【

鑑
賞

の
活

動
】

・
言

葉
で

考
え

を
整

理
し

た
り

，
根

拠
を

も
っ

て
批

評
し

合
う

こ
と

で
，

書
に

対
す

る
見

方
や

感
じ

方
を

広
げ

る
・

歴
史

的
背

景
や

生
活

と
社

会
と

の
関

わ
り

か
ら

文
字

や
書

の
伝

統
と

文
化

へ
の

理
解

を
深

め
る
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科

等
の

本
質

に
根

ざ
し

た
見

方
や

考
え

方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か

)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意

、
態

度
等

に
関

わ
る

も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

資
質
・能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例

外
国

語

聞
く

こ
と

に
関

す
る

知
識

・
技

能
話

す
こ

と
に

関
す

る
知

識
・

技
能

読
む

こ
と

に
関

す
る

知
識

・
技

能
書

く
こ

と
に

関
す

る
知

識
・

技
能

日
常

的
な

話
題

か
ら

時
事

問
題

や
社

会
問

題
ま

で
幅

広
い

話
題

に
つ

い
て

、
情

報
や

考
え

な
ど

を
的

確
に

理
解

し
た

り
適

切
に

伝
え

合
っ

た
り

す
る

能
力

他
者

を
尊

重
し

、
聞

き
手

・
話

し
手

・
読

み
手

・
書

き
手

に
配

慮
し

な
が

ら
、

外
国

語
で

積
極

的
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
ろ

う
と

す
る

態
度

な
ど

聞
い

た
り

読
ん

だ
り

し
た

こ
と

に
基

づ
い

て
話

し
た

り
書

い
た

り
す

る
技

能
統

合
型

の
学

習

４
技

能
を

総
合

的
に

活
用

す
る

言
語

活
動

（
ス

ピ
ー

チ
，

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
，

デ
ィ

ベ
ー

ト
や

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

な
ど

）
を

通
し

た
学

習 多
様

な
言

語
使

用
場

面
に

お
け

る
学

習

実
社

会
や

実
生

活
の

中
で

、
自

ら
課

題
を

発
見

し
、

主
体

的
・

協
働

的
に

探
究

し
、

外
国

語
で

考
え

や
気

持
ち

な
ど

を
互

い
に

伝
え

合
う

こ
と

を
目

的
と

し
た

学
習

家
庭

自
立

し
た

生
活

に
必

要
な

知
識

や
技

術
自

立
し

た
生

活
者

と
し

て
生

活
上

の
課

題
を

解
決

す
る

実
践

力

家
庭

や
地

域
の

生
活

を
見

つ
め

、
主

体
的

に
課

題
を

発
見

し
、

工
夫

改
善

充
実

し
よ

う
と

す
る

態
度

な
ど

生
活

の
課

題
発

見
解

決
方

法
の

検
討

と
計

画
実

習
、

観
察

・
実

験
、

調
査

・
研

究
実

践
活

動
の

評
価

家
庭

・
地

域
で

の
実

践

情
報

情
報

や
情

報
技

術
に

関
す

る
科

学
的

な
理

解
情

報
技

術
や

情
報

機
器

を
用

い
て

問
題

を
発

見
し

解
決

す
る

知
識

と
技

能

情
報

に
関

す
る

科
学

的
な

見
方

や
考

え
方

を
身

に
付

け
、

情
報

技
術

を
効

果
的

に
活

用
し

て
問

題
を

発
見

し
解

決
す

る
力

情
報

社
会

に
主

体
的

に
参

画
し

そ
の

発
展

に
寄

与
す

る
態

度
な

ど

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
用

い
た

情
報

の
収

集
・

発
信

問
題

解
決

の
実

践
と

評
価

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
を

用
い

た
問

題
解

決
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

用
い

た
問

題
解

決
情

報
社

会
の

課
題

に
つ

い
て

の
調

査
や

討
議

情
報

モ
ラ

ル
の

理
解

と
実

践
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個
別
選
抜
の
改
革

新
テ
ス
ト
・
評
価

高
大
接
続
改
革
に
関
す
る
体
制
に
つ
い
て

■
教

育
課

程
企

画
特

別
部

会
各
校
種
別
・教
科
等
別
専
門
部
会

の
検
討
に
先
立
ち
、
学
習
指
導
要

領
等
の
改
訂
全
体
に
関
す
る
方
向

性
を
集
中
的
に
審
議
し
、
改
訂
の

方
向
性
を
取
り
ま
と
め
。
（２
８
年
度

中
を
目
途
に
答
申
）

■
教

員
養

成
部

会
教
員
養
成
・採
用
・研
修
に
つ
い
て

検
討
。
27
年
度
を
目
途
に
答
申

■
大

学
教

育
部

会
・ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・ポ
リ
シ
ー
（入
学

者
受
入
方
針
）等
の
策
定
の
義
務

づ
け
・認
証
評
価
制
度
に
お
い
て
学
修

成
果
や
内
部
質
保
証
の
評
価

等
に
つ
い
て
検
討
。
27
年
度
を
目

途
に
結
論
を
得
る

そ
の
他
、
英
語
教
育
や
職
業
教
育
の

改
革
等
に
つ
い
て
も
一
体
的
に
議
論

中
央

教
育

審
議

会

・
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

（
入
学
者
受
入
方
針
）
等
の

策
定
を
法
令
上
位
置
づ
け

る
こ
と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の

検
討

・
個
別
選
抜
改
革
を
推
進

す
る
た
め
の
財
政
措
置
等

の
検
討

新
テ
ス
ト
の
具
体
的
な
制
度
設
計
や
実
施
方

法
な
ど
、
そ
の
導
入
に
関
し
必
要
な
事
項
の

検
討

①
新

テ
ス

ト
Ｗ

Ｇ

高
等

学
校

基
礎

学
力

テ
ス

ト
（
仮

称
）
に

係
る

作
業

大
学

入
学

希
望

者
学

力
評

価
テ

ス
ト

（
仮

称
）に

係
る

作
業

多
様
な
学
習
成
果
や
活
動
を
反
映
す
る
た
め

の
調
査
書
や
指
導
要
録
等
の
在
り
方
の
検
討

②
評

価
検

討
W

G

・
産
業
界
を
は
じ
め
、
広

く
社
会
に
お
い
て
国
民

的
な
議
論
を
深
め
る
た

め
の
広
報
の
検
討

「
高

大
接

続
シ

ス
テ

ム
改

革
会

議
」

検
討

状
況

報
告

意
見

各
Ｗ

Ｇ
ご

と
に

検
討

状
況

報
告

意
見

高
大

接
続

改
革

実
行

プ
ラ

ン

※
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
抜
本
的
改
組
の
検
討

広
報

Ｖ

高
等

学
校

教
育

大
学

教
育
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高
大

接
続

シ
ス

テ
ム

改
革

会
議

中
間

ま
と

め
の

ポ
イ

ン
ト

（
平

成
２

７
年

９
月

１
５

日
）

◆
新
た
な
時
代
を
生
き
る
子
供
た
ち
一
人
一
人
に
必
要
な
能
力
＝
「
学
力
の
３
要
素
」
（
①
十
分
な
知
識
・
技
能
、
②
そ
れ
ら
を
基
盤
に
し
て
答
え
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
問
題

に
自
ら
解
を
見
い
だ
し
て
い
く
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
能
力
、
③
こ
れ
ら
の
基
に
な
る
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度
）

◆
こ
う
し
た
能
力
を
初
等
中
等
教
育
か
ら
大
学
教
育
ま
で
一
貫
し
て
育
ん
で
い
く
た
め
、
「
高
等
学
校
教
育
」
「
大
学
教
育
」
「
大
学
入
学
者
選
抜
」
の
一
体
的
な
改
革
に
取
り

組
む
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
で
学
ぶ
人
々
一
人
一
人
の
実
り
多
い
幸
福
な
人
生
の
実
現
と
、
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
す
る
。

◆
下
記
の
三
つ
の
観
点
か
ら
、
高
等
学
校
教
育
改
革
を
推
進
。

○
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た
教
科
・
科
目
等
の
見

直
し
な
ど
の
「
教
育
課
程
の
見
直
し
」

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の
「
学
習
・
指
導

方
法
の
改
善
」
と
教
員
の
養
成
・
採
用
・
研
修
の
改
善
を
通
じ

た
「
教
員
の
指
導
力
の
向
上
」

○
学
習
評
価
の
在
り
方
の
見
直
し
や
指
導
要
録
の
改
善
な
ど
の

「
多
面
的
な
評
価
の
推
進
」

◆
そ
れ
ぞ
れ
の
改
革
を
密
接
に
関
連
付
け
な
が
ら
、
学
校
に
お
け

る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
も
っ
て
、
高
等
学

校
教
育
全
体
の
質
の
確
保
・
向
上
を
実
現
。

◆
生
徒
一
人
一
人
が
義
務
教
育
を
基
盤
と
し
て
「
学
力
の
３
要

素
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
す
。

＜
取
り
組
む
べ
き
方
策
＞

○
教
育
課
程
の
見
直
し

・
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

-
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た
教
科
・
科
目
等
の
見
直
し

-
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
・
促
進

（
→
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
審
議
）

○
学
習
・
指
導
方
法
の
改
善
と
教
員
の
指
導
力
の
向
上

・
教
員
の
養
成
・
採
用
・
研
修
の
見
直
し

-
学
習
・
指
導
方
法
の
改
善
に
対
応
す
る
た
め
の

教
員
の
指
導
力
の
向
上

（
→
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
審
議
）

○
多
面
的
な
評
価
の
推
進

・
学
習
評
価
の
改
善

（
→
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議

多
面
的
な
評
価
推
進
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
審
議
）

・
多
様
な
学
習
評
価
を
測
定
す
る
ツ
ー
ル
の
充
実

-
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）
の
導
入

-
農
、
工
、
商
業
な
ど
の
検
定
試
験
や

英
語
な
ど
の
民
間
検
定
の
利
活
用
の
促
進

○
高
等
学
校
教
育
に
お
け
る
PD
C
Aサ
イ
ク
ル
の
構
築

・
各
学
校
に
お
け
る
PD
CA
サ
イ
ク
ル
構
築
の
取
組
と
、

そ
れ
を
支
え
る
国
・
設
置
者
等
か
ら
の
支
援

○
「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
(仮
称
)」
の
導
入

（
平
成
31
年
度
～
）

高
等
学
校
教
育
改
革

大
学
教
育
改
革

◆
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー

①
学
位
授
与
の
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

②
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ

シ
ー
）

③
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

を
一
体
的
に
策
定
。

◆
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
確
立
し
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
大
学
教

育
全
体
を
改
革
。

◆
受
け
入
れ
た
学
生
一
人
一
人
の
「
学
力
の
３
要
素
」
を
確
実
に

向
上
さ
せ
、
地
域
社
会
、
国
際
社
会
、
産
業
界
等
広
く
社
会
に
送

り
出
す
。

＜
取
り
組
む
べ
き
方
策
＞

○
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の
一
体
的
な
策
定
・
公
表
を
法
令
上
義
務

付
け （
→
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
具
体
化
、
平
成
27
年
度
中

に
法
令
改
正
）

○
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

（
→
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
具
体
化
、
平
成
27
年
度
中

に
策
定
）

○
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
各
大
学
の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
確
立

・
多
様
な
学
生
に
対
応
で
き
る
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

・
知
識
の
伝
達
・
注
入
を
中
心
と
し
た
授
業
か
ら
能
動
的
な
学

修
へ
の
転
換

・
学
修
成
果
の
把
握
・
評
価

・
充
実
し
た
大
学
教
育
の
実
践
を
支
え
る
体
制
の
整
備

（
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
の
充
実
、
専
門
的
職
員
の
育
成
等
）

←
国
に
よ
る
大
学
に
お
け
る
先
導
的
な
取
組
の
支
援
、
情
報
収

集
・
発
信

←
地
域
社
会
、
国
際
社
会
、
産
業
界
等
の
参
加
・
協
力

○
認
証
評
価
制
度
の
改
革

・
認
証
評
価
が
大
学
と
し
て
求
め
ら
れ
る
最
低
限
の
質
の
確
保
の

み
な
ら
ず
、
大
学
教
育
の
改
革
や
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
革
、

教
育
研
究
機
能
の
高
度
化
に
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
な
る
よ
う
改
革

（
→
平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る
第
３
期
の
評
価
サ
イ
ク
ル

に
向
け
、
中
央
教
育
審
議
会
で
検
討
、
平
成
27
年
度

中
を
目
途
に
法
令
改
正
）

大
学
入
学
者
選
抜
改
革

◆
各
大
学
の
入
学
者
選
抜
を
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
･ポ
リ
シ
ー
に
基
づ

き
「
学
力
の
3要
素
」
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
も
の
へ
と

転
換
。

◆
現
状
で
は
い
ま
だ
抽
象
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
･ポ
リ
シ
ー
を
明
確
化
し
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
入
学
者
選
抜
方
法
を
具
現
化
。

◆
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
高
等
学
校
教
育
に
お
け
る
能
動
的
学
習
の

充
実
を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
入
学
後
の
大
学
教
育
に
円
滑
に

つ
な
げ
て
い
く
。

＜
取
り
組
む
べ
き
方
策
＞

○
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の
明
確
化
と
そ
の
内
容
の
入
学

者
選
抜
方
法
へ
の
具
現
化

・
「
学
力
の
３
要
素
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
能
力
・

レ
ベ
ル
を
求
め
る
の
か
、
そ
れ
ら
適
切
に
評
価
す
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
評
価
方
法
を
組
み
合
わ
せ
、
ど
の
よ
う
な
水
準
を
要

求
し
、
ど
の
よ
う
な
比
重
を
置
い
て
評
価
す
る
の
か
の
明
確
化

○
入
学
者
選
抜
で
学
力
の
評
価
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
大
学

に
お
け
る
入
学
者
選
抜
の
改
善

・
多
様
な
学
力
把
握
の
方
法
（
小
論
文
、
口
頭
試
問
等
）
や
「
大

学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）
」
の
活
用

・
調
査
書
の
よ
り
有
効
な
活
用

・
調
査
書
の
様
式
の
改
善
、
認
証
評
価
に
お
け
る
大
学
入
学
者
選

抜
改
革
の
評
価

○
多
様
な
背
景
を
持
つ
受
検
者
の
選
抜

・
多
元
的
な
選
抜
の
仕
組
み
の
構
築
や
多
角
的
な
評
価
方
法
の
開

発
・
実
施
、
入
学
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
等
の
工
夫

○
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
に
よ
る
入
学
者
選
抜
を
支
え
る
体
制

の
整
備

・
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
・
強
化
、
ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
等
の
専
門
人
材
の
育
成
等

←
先
導
的
な
選
抜
方
法
や
評
価
方
法
等
の
開
発

←
財
政
支
援
に
よ
る
個
別
大
学
の
取
組
促
進

○
大
学
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
係
る
新
た
な
ル
ー
ル
の
構
築

・
「
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
一
般

入
試
、
推
薦
入
試
、
Ａ
Ｏ
入
試
の
区
分
を
廃
止
し
、
新
た
な

ル
ー
ル
を
構
築
す
べ
く
、
今
後
関
係
者
間
で
具
体
的
に
検
討

○
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）
」
の
導
入

（
平
成
32
年
度
～
）
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今
後

の
社

会
の

在
り

方
や

そ
の

変
容

の
動

向
を

踏
ま

え
れ

ば
、

大
学

入
学

者
選

抜
に

お
い

て
は

、
大

学
に

お
け

る
学

修
や

社
会

生
活

に
お

い
て

必
要

と
な

る
問

題
発

見
・
解

決
の

能
力

、
す

な
わ

ち
、

主
体

性
を

持
っ

て
多

様
な

人
々

と
協

働
し

な
が

ら
、

問
題

を
発

見
し

、

そ
の

解
決

策
を

ま
と

め
、

実
行

す
る

た
め

に
必

要
な

諸
能

力
を

有
し

て
い

る
か

ど
う

か
を

評
価

す
る

こ
と

が
一

層
重

要
と

な
る

。
（
詳

細
は

次
ペ

ー
ジ

の
イ

メ
ー

ジ
参

照
。

）

⇒
そ

の
た

め
に

は
、

「
大

学
入

学
希

望
者

学
力

評
価

テ
ス

ト
（
仮

称
）
」
に

お
い

て
は

、
各

教
科

の
知

識
を

い
か

に
効

率
的

に
評

価
す

る
か

で
は

な
く
、

特
に

、

こ
の

よ
う

な
諸

能
力

を
働

か
せ

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
状

況
を

い
か

に
設

定
し

評
価

す
る

か
と

い
う

観
点

か
ら

作
問

に
取

り
組

む
べ

き
。

⇒
大

学
教

育
に

お
い

て
は

こ
う

し
た

諸
能

力
を

さ
ら

に
磨

い
て

い
く
こ

と
を

重
視

す
る

、
ま

た
、

高
等

学
校

教
育

に
お

い
て

も
、

多
様

な
進

路
に

応
じ

て
必

要
な

能
力

を
伸

ば
す

中
で

、
こ

う
し

た
諸

能
力

の
育

成
を

重
視

す
る

と
い

う
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
と

セ
ッ

ト
で

打
ち

出
す

こ
と

が
必

要
。

「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）
」
の
各
教
科
に
お
い
て
、

大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
能
力
と
し
て
ど
の
よ
う
な
力
を
評
価
す
べ
き
か
？
（
案
）

＜
国

語
＞

例
え

ば
、

多
様

な
見

方
や

考
え

方
が

可
能

な
題

材
に

関
す

る
文

章
や

図
表

等
か

ら
得

ら
れ

る
情

報
を

整
理

し
て

概
要

や
要

点
等

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

他
の

知
識

も
統

合
し

て
比

較
し

た
り

推
論

し
た

り
し

な
が

ら
自

分
の

考
え

を
ま

と
め

、
他

の
考

え
方

と
の

共
通

点
や

相
違

点
等

を
示

し
な

が
ら

、
伝

え
る

相
手

や
状

況
に

応
じ

て
適

切
な

語
彙

、
表

現
、

構
成

、
文

法
等

を
用

い
て

効
果

的
に

伝
え

る
こ

と
。

＜
数

学
＞

例
え

ば
、

事
象

か
ら

得
ら

れ
る

情
報

を
整

理
・

統
合

し
て

問
題

を
設

定
し

、
解

決
の

構
想

を
立

て
、

数
量

化
・

図
形

化
・

記
号

化
な

ど
を

し
て

数
学

的
に

表
現

し
、

考
察

･
処

理
し

て
結

果
を

得
、

そ
の

結
果

に
基

づ
き

さ
ら

に
推

論
し

た
り

傾
向

や
可

能
性

を
判

断
し

た
り

す
る

こ
と

。

＜
理

科
＞

例
え

ば
、

観
察

し
た

自
然

事
象

の
変

化
や

特
徴

を
捉

え
、

そ
こ

か
ら

得
ら

れ
る

情
報

を
整

理
･統

合
し

な
が

ら
、

問
題

を
設

定
し

仮
説

を
立

て
予

測
し

、
そ

れ
ら

を
確

か
め

る
た

め
の

観
察

･実
験

を
計

画
し

て
実

践
し

、
得

ら
れ

た
結

果
か

ら
傾

向
等

を
読

み
取

っ
た

り
、

モ
デ

ル
や

図
表

等
で

表
現

し
た

り
す

る
と

と
も

に
、

結
果

に
基

づ
き

推
論

し
た

り
、

改
善

策
を

考
え

た
り

す
る

こ
と

。

＜
地

理
歴

史
（

世
界

史
）

＞

例
え

ば
、

文
章

や
年

表
、

地
図

、
図

表
等

の
資

料
か

ら
、

歴
史

に
関

す
る

情
報

を
整

理
し

、
そ

の
時

代
の

人
々

が
直

面
し

た
問

題
や

現
代

的
な

視
点

か
ら

の
課

題
を

見
い

だ
し

、
そ

の
原

因
や

影
響

、
あ

る
い

は
解

決
策

等
に

つ
い

て
の

仮
説

を
立

て
、

諸
資

料
に

基
づ

き
多

面
的

･多
角

的
に

考
察

し
、

そ
の

妥
当

性
を

検
証

し
考

え
を

ま
と

め
、

根
拠

に
基

づ
き

表
現

す
る

こ
と

。

※
一

つ
の

問
題

で
、

思
考

･判
断

･表
現

等
の

全
て

の
プ

ロ
セ

ス
を

問
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

わ
け

で
は

な
い

平
成

27
年

12
月

22
日

高
大

接
続

シ
ス

テ
ム

改
革

会
議

資
料

１
．

総
論

２
．

求
め

ら
れ

る
諸

能
力

の
育

成
の

た
め

に
各

教
科

で
重

視
す

べ
き

プ
ロ

セ
ス

＜
英

語
＞

例
え

ば
、

多
様

な
見

方
や

考
え

方
が

可
能

な
幅

広
い

話
題

・
問

題
に

関
す

る
情

報
を

聞
い

た
り

英
文

や
図

表
な

ど
を

読
ん

だ
り

し
て

、
情

報
を

整
理

し
な

が
ら

概
要

や
要

点
を

把
握

し
、

得
ら

れ
た

情
報

を
統

合
す

る
な

ど
し

て
活

用
し

つ
つ

、
様

々
な

見
方

や
考

え
方

の
共

通
点

や
相

違
点

等
を

示
し

な
が

ら
、

自
分

の
考

え
や

主
張

を
適

切
な

語
彙

、
表

現
、

文
法

等
を

用
い

て
効

果
的

に
伝

え
る

こ
と

。

①
内

容
に

関
す

る
十

分
な

知
識

と
本

質
的

な
理

解
を

基
に

問
題

を
発

見
・
定

義
し

、
②

様
々

な
情

報
を

統
合

し
な

が
ら

問
題

解
決

に
向

け
て

主
体

的
に

思
考

・
判

断
し

、
③

そ
の

プ
ロ

セ
ス

や
結

果
に

つ
い

て
表

現
し

た
り

実
行

し
た

り
す

る
た

め
に

必
要

な
諸

能
力

を
い

か
に

適
切

に
評

価
す

る
か

を
重

視
す

べ
き

。
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問 題 発 見･ 解 決

の プ ロ セ ス

問
題

の
発

見
問

題
の

定
義

解
決

の
方

向
性

の
決

定

解
決

方
法

の
探

索
計

画
の

立
案

結
果

の
予

測
計

画
の

実
行

振
り

返
り

プ ロ セ ス の 中 で 働 く 思 考･ 判 断･ 表 現 等 の う ち 、 特 に 重 視 す べ き も の の 例

情
報

の
抽

出

表 現判 断

他
者

へ
の

働
き

か
け

、
他

者
と

の
協

働
外

部
と

の
相

互
作

用

次
の

問
題

解
決

へ

思 考
学 習 を 通 じ た

創 造 的 思 考

推 論

仮 説 の 形 成

言
語

表
現

、
言

語
活

動
（

記
号

や
図

表
等

に
よ

る
表

現
も

含
む

）

※
必

ず
し

も
一

方
通

行
の

流
れ

で
は

な
い

結
果

に
基

づ
く

推
論

問
題

発
見

･解
決

に
必

要
な

情
報

の
収

集
･蓄

積

問
題

発
見

･解
決

に
必

要
な

新
た

な
知

識
･技

能
の

獲
得

問
題

に
応

じ
た

知
識

･技
能

の
構

造
化

知
識

･技
能

の
活

用

結
果

の
吟

味
と

ﾌｨ
ｰﾄ

ﾞﾊ
ﾞｯ

ｸ
新

た
な

問
い

の
発

見

新
た

な
知

識
や

モ
デ

ル
等

の
創

造

問
題

や
解

法
、

計
画

等
の

構
成

、
表

現
結

果
の

構
成

、
表

現
情

報
相

互
の

関
係

性
の

構
成

、
表

現

必
要

な
情

報
の

選
択

問
題

の
明

確
化

解
決

の
方

向
性

の
比

較
・

選
択

解
法

や
計

画
の

評
価

・
選

択
・

決
定

知
識

や
情

報
に

基
づ

く
仮

説
の

形
成

抽
出

し
た

情
報

に
基

づ
く

問
題

の
理

解

関
連

す
る

知
識

や
情

報
の

検
索

結
果

の
予

測
次

の
問

題
解

決
に

向
け

た
推

論

検
討

中

結
論

に
関

す
る

意
思

決
定

結
論

に
基

づ
く

意
思

決
定

表
現

に
関

す
る

外
部

と
の

相
互

作
用

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク
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多
様
な
学
習
活
動
や
学
習
成
果
を
適
切
に
評
価
す
る
仕
組
み
の
構
築

（
イ
メ
ー
ジ
た
た
き
台
）

平
成

２
７

年
１

１
月

３
０

日
高

大
接

続
シ

ス
テ

ム
改

革
会

議
資

料
よ

り
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